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関
良
基
さ
ん（
86
期
）が
講
演 

「
日
本
の
近
代
化
の
魁
　
赤
松
小
三
郎
と
松
平
忠
固
」

　
関
東
同
窓
会
で
は
6
月
26
日
（
土
）、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
第
60
回

総
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
総

会
と
講
演
会
の
み
を
行
い
、
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
懇
親
会
は
中
止
に
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
講
師
の
関
氏
は
京
都
大
学
農

学
部
林
学
科
を
卒
業
、
同
大
学
院
農
学

研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
現
在

は
拓
殖
大
学
教
授
と
し
て
主
に
森
林
の

保
全
・
治
水
の
研
究
が
ご
専
門
で
す
。

２
０
１
３
年
に
上
田
高
校
関
東
同
窓
会

の
赤
松
小
三
郎
研
究
会
発
足
を
契
機

に
、
赤
松
小
三
郎
や
松
平
忠
固
の
研
究

も
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
こ
の
両
分

野
の
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。

　

講
演
で
は
、
維
新
前
に
日
本
初
の
議

会
制
民
主
主
義
の
憲
法
構
想
を
建
白
し

た
赤
松
小
三
郎
と
、
老
中
と
し
て
開
国

を
断
行
し
生
糸
輸
出
を
振
興
し
た
上
田

藩
主
の
松
平
忠
固
の
活
躍
に
つ
い
て
、

最
新
の
研
究
成
果
と
と
も
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

　

総
会
、
講
演
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
広
い
会

場
で
行
い
総
会
決
議
と
併
せ
て
リ
モ
ー

ト
参
加
も
可
能
と
し
ま
し
た
。
会
場
内

に
は
リ
モ
ー
ト
参
加
者
用
の
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
会
場
準
備
の
都
合

上
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
6
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
必
ず
、

会
場
出
席
か
リ
モ
ー

ト
参
加
の
い
ず
れ
か

を
、
同
封
の
返
信
用

は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
近
況

な
ど
も
ご
記
入
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

〈
関
良
基
さ
ん
の�

�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

上
田
市
出
身
。
上

田
高
校
か
ら
京
都
大

学
農
学
部
林
学
科
卒

業
、
同
大
学
院
農
学

研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
早
稲
田
大
学
ア

『
新
企
画
班
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ

会
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
』�

2
回
目
は
ギ
タ
ー
・�

�

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

　

今
号
で
は
、
２
０
０
１
年
廃

部
後
に
現
役
復
帰
さ
れ
た
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
活
動
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
貴
重
な
50
年
前
の
写
真
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

�

（
11
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
助

手
、（
財
）
地
球
環
境
戦
略
研

究
機
関
客
員
研
究
員
等
を
経

て
、
現
在
は
拓
殖
大
学
教
授
。

関良基さん

第60回総会
【日時】 2021年6月26日（土）
　　　 12：30　受付開始
　　　 13：30～15：30　総会、講演会
【会場】 千代田区一ツ橋2―1―1 如水会館（☎03―3261―1101）
【会費】 無料　※ご寄付は謹んで承ります。

※準備の都合上、会場出席かリモート参加のいずれかを返信用はがきでお
申し込み下さい。尚、会場の収容人数の関係上、定員を超えた場合、会場
へのご出席をお断りする場合がございます。ご了承をお願いいたします。

【交通】▶地下鉄三田線・新宿線・半蔵門線の神保町駅下車
　　　 A8, A9出口　徒歩4分
　　　 ▶地下鉄東西線の竹橋駅下車　1b出口　徒歩4分

如水会館

地下鉄 神保町駅

地下鉄竹橋駅

毎日新聞

小学館

学士会館共立講堂

丸紅
首都高速

今回はアトラクション・懇親会はありません
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〝
想
い
を
繫
ぐ
同
窓
会
に
〟

�

関
東
同
窓
会
会
長　

近
藤　

正
昭（
69
期
）

〝
実
際
に

会
っ
て
、

タ
ッ
チ
し

て
、
懇
談

す
る
〟
こ

と
が
こ
れ
ほ
ど
貴
重
だ
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
1
年

以
上
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
被

災
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
人
が
あ
の
時

あ
の
時
刻
に
自
分
は
ど
こ
で
何
を
し
て

い
た
か
「
点
」
と
し
て
よ
く
覚
え
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
今
の
こ
の
期
間
も

「
面
」
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

　

関
東
同
窓
会
は
、
昨
年
の
一
堂
に
会

す
る
総
会
中
止
の
後
、
会
議
や
行
事
で

リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
工
夫
し
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
も

本
来
の
内
容
か
ら
は
縮
小
し
て
リ
モ
ー

ト
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
す
。
別
記
掛

川
実
行
委
員
長
（
73
期
）
の
意
気
込
み

も
披
露
し
て
お
り
ま
す
。

　

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
会
の
財
政

は
、
２
０
２
０
年
度
決
算
で
収
支
は
プ

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
関
連
行
事
等

の
縮
小
、
延
期
、
中
止
な
ど
に
よ
り
、

大
切
な
基
金
を
大
き
く
取
り
崩
す
こ
と

な
く
、
良
し
と
は
し
ま
せ
ん
が
縮
小
均

衡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

も
会
費
収
入
は
例
年
並
み
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
関
会

計
長
（
72
期
）
か
ら
別
記
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

関
東
同
窓
会
は
、
先
輩
の
ご
努
力

や
、
会
員
の
協
力
に
よ
り
長
野
県
の
当

地
区
同
窓
会
と
し
て
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
活
動
を
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
が
、
倉
沢
副
会
長
（
69
期
）
が
東
京

同
窓
連
（
長
野
県
高
等
学
校
同
窓
会
東

京
連
合
会
）
の
役
員
を
兼
任
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
ん
な
時
期
こ
そ
と
し

て
、
他
校
同
窓
会
の
情
報
収
集
を
始
め

ま
し
た
。
一
部
を
記
事
と
し
て
掲
載
し

ま
し
た
が
、
参
考
に
な
る
こ
と
も
多

く
、
今
後
運
営
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
上
田
高
校
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
に
も
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
今
年
の
母
校
卒
業
式
、
入

学
式
は
、
規
模
を
か
な
り
縮
小
し
て
の

開
催
で
し
た
。
母
校
を
共
通
の
原
点
と

し
た
、
大
切
な
〝
想
い
〟
を
繫
ぐ
同
窓

会
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

窓
会
の
活
動
も
、
い
ま
し
ば
ら
く
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
新
し
い
企
画
や
延
期
さ
れ
た
行
事

な
ど
の
開
催
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
会　

�

初
の
〝
リ
モ
ー
ト
併
用
〟
で
開
催

�

参
加
総
数
65
名
、
内
リ
モ
ー
ト
参
加
者
46
名

　

上
田
高
校
関
東
同
窓
会
は
1
月
16
日

（
土
）、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
日
本
教
育

会
館
で
恒
例
の
新
年
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
と
し
て
懇
親
会
は
行
わ
ず
、

か
つ
、
初
の
リ
モ
ー
ト
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

参
加
併
用
の
講
演
会
の
み
の
新
年
会
と

な
っ
た
。
当
日
は
参
加
総
数
65
名
で
、

内
リ
モ
ー
ト
参
加
者
は
幅
広
い
世
代
か

ら
予
想
を
超
え
る
46
名
（
49
期
～
１
０

４
期
）
で
あ
っ
た
。
大
き
な
機
器
ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
、
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
は
昨
年
か
ら
役
員
会
や
幹

事
会
で
リ
モ
ー
ト
参
加
の
実
績
を
重
ね

て
き
た
成
果
だ
と
言
え
る
。

　

講
演
会
は
、
丸
山
清
光
さ
ん
（
70

期
）
を
講
師
に
迎
え
、
昨
年
出
版
の
著

書
「
な
ん
と
か
せ
い
！　

島
岡
御
大
の

置
き
手
紙
」
か
ら
明
大
野
球
部
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
他
と
、
母
校
初
の
甲
子
園

出
場
に
関
す
る
秘
話
の
紹
介
な
ど
が
あ

っ
た
。

　

あ
の
著
名
な
島
岡
御
大
が
長
野
県
出

身
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
話
の
後
半
に

登
場
す
る
か
つ
て
母
校
野
球
部
監
督
の

木
村
頌
一
氏
と
同
郷
で
、
か
つ
生
き
た

時
代
も
重
な
り
、
更
に
島
岡
御
大
は
木

村
監
督
を
尊
敬
し
て
い
た
、
な
ど
の
話

は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
母
校
初
の
甲
子
園
出
場
に
関

し
て
も
、
多
く
の
秘
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。
…
…
母
校

野
球
部
の
昭
和
32
年

夏
の
初
め
て
の
甲
子

園
出
場
は
、
当
時
の

中
沢
睦
次
郎
校
長
と

木
村
頌
一
監
督
の
存

在
が
可
能
に
し
た
。

当
時
の
野
球
部
員
の

帽
子
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

は
、「
Ｕ
」
で
は
な
く
て
「
Ｍ
」（
上
田

松
尾
の
Ｍ
）
だ
っ
た
。
当
時
母
校
は
信

越
代
表
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
た

（
都
道
府
県
で
各
一
校
代
表
と
な
る
の

は
翌
年
か
ら
）。
信
越
大
会
の
前
の
長

野
県
大
会
で
は
松
本
県
ヶ
丘
に
準
決
勝

で
負
け
て
、
長
野
県
ベ
ス
ト
4
と
し
て

信
越
大
会
に
出
場
、
そ
し
て
信
越
大
会

で
は
決
勝
で
再
度
松
本
県
ヶ
丘
と
戦

い
、
勝
っ
て
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
こ

と
、
等
々
。

　

他
に
は
、
母
校
Ｏ
Ｂ
で
野
球
殿
堂
入

り
さ
れ
て
い
る
お
二
人
（
宮
原
清
さ

ん
、
桜
井
弥
一
郎
さ
ん
）
の
紹
介
も
あ

っ
た
。

　

講
演
の
最
初
と
最
後
に
、
昭
和
62
年

に
母
校
が
2
回
目
の
夏
の
甲
子
園
出
場

を
決
め
た
瞬
間
（
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
）
の

ラ
ジ
オ
実
況
中
継
と
校
歌
の
音
声
を
流

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
粋
な
演
出
も
あ

り
、
久
々
に
母
校
愛
を
呼
び
覚
ま
す
大

変
心
に
残
る
講
演
会
だ
っ
た
。

リモートのスクリーン画面の前で挨拶を
する近藤会長

ゆとりのある講演会場

講演中の丸山清光さん
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２
０
２
１
年
総
会
に
向
け
て

�

総
会
実
行
委
員
長　

掛
川
治
男（
73
期
）

　

今
年
の

上
田
高
校

関
東
同
窓

会
総
会
実

行
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
掛
川
治

男
（
73
期
）
で
す
。
ご
案
内
の
通
り
、

今
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
総

会
と
講
演
会
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
実
行
委
員
は
73
期
、
78
期
を
中
心

に
83
期
、
88
期
、
93
期
が
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
関
東
同
窓
会
総
会
に
初
め
て
関

わ
っ
た
の
は
6
年
前
の
２
０
１
５
年
の

こ
と
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
連
会
社
に

勤
務
し
て
い
た
私
を
、
当
時
の
髙
梨
会

長
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
２
０

１
６
年
に
放
送
さ
れ
る
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
関
係
者

に
、
総
会
で
講
演
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
依
頼
で
し
た
。
地
元
上
田
が
舞
台
で

す
し
、
私
自
身
も
こ
の
ド
ラ
マ
の
開
発

に
多
少
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、「
真
田
丸
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
講
師
と
し
て
引
っ
張
り
出
す
算
段
を

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
年
の
6
月
に
開
催
さ

れ
た
総
会
に
幹
事
期
の
実
行
委
員
と
し

て
参
加
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
全
く

同
窓
会
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
私
に
と
っ
て
、
２
５
０
人
を
越
え

る
先
輩
・
後
輩
た
ち
が
真
剣
に
講
演
に

聞
き
入
り
、
懇
親
会
で
大
い
に
盛
り
上

が
る
姿
が
新
鮮
で
驚
き
で
し
た
。
最
後

に
校
歌
の
大
合
唱
に
な
り
、
本
当
に
久

し
ぶ
り
に
自
分
も
「
秋
玲
瓏
の
空
衝
き

て
、」
と
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
改

め
て
同
窓
会
の
存
在
意
義
を
感
じ
た
日

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
5
年
後
の

２
０
２
０
年
6
月
の
総
会
実
行
委
員
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
総
会
に
向
け

て
、
同
期
の
動
員
な
ど
そ
ろ
そ
ろ
準
備

を
し
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
た
頃
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
は
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
通
り
、
去
年
は
書
面
で
の
総

会
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

日
常
生
活
の
様
々
な
こ
と
が
制
限
さ

れ
て
き
た
こ
の
1
年
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
年
は
何
と
し
て
も
形
あ
る
総

会
を
実
施
し
た
い
と
、
近
藤
会
長
や
同

窓
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
講
演

は
関
良
基
さ
ん
（
86
期
・
拓
殖
大
学
教

授
・
赤
松
小
三
郎
研
究
会
会
員
）
に
、

「
日
本
近
代
化
の
魁　

赤
松
小
三
郎
と

松
平
忠
固
」
と
い
う
演
題
で
お
話
し
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
け
な
い
方
に
も
リ
モ
ー
ト
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。
ど
う
か
で
き
る
だ
け
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続

き
年
会
費
納
入
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

12
月
か
ら
3
月
末
ま
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
初
の
試
み
で
、
69
期
と

71
期
か
ら
82
期
の
各
期
の
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
期
の
会
員
に
対
し
て
納
入
促
進

を
働
き
掛
け
る
と
い
う
体
制
で
実
施
し

ま
し
た
。
結
果
と

し
て
は
、
12
月
か

ら
3
月
末
ま
で
に

年
会
費
を
納
入
い

た
だ
い
た
方
は
、
全
体
で
２
２
９
人

（
前
年
度
は
２
７
２
人
）
で
し
た
が
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
の
納
入
者
は
１
２
１
人

で
全
体
の
半
数
以
上
で
成
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
納
入
者
の
う
ち

初
め
て
の
方
も
26
人
で
昨
年
度
の
23
人

を
上
回
り
ま
し
た
。

　

年
間
の
年
会
費
実
績
は
多
く
の
長
期

前
納
も
い
た
だ
き
２
６
５
万
4
千
円
で

予
算
（
２
６
０
万
円
）
お
よ
び
昨
年
実

績
（
２
５
８
万
2
千
円
）
と
も
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
納
入

総
人
数
は
５
０
８
人
で
会
報
１
０
０
号

の
配
布
数
５
０
６
０
部
の
約
1
割
と
い

う
状
況
で
す
。
今

年
度
の
傾
向
と
し

て
は
、
70
期
代
は

１
４
３
人
で
前
年

度
の
１
１
５
人
、
前
々
年
度
の
１
１
７

人
を
超
え
ま
し
た
が
、
80
期
代
は
62
人

で
前
年
度
の
83
人
を
下
回
り
、
90
期
以

降
は
32
人
で
前
年
度
の
26
人
を
6
人
上

回
っ
た
と
い
う
状
況
で
し
た
。
今
後
も

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
納

入
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

初
納
入
者
が
26
人

年
会
費
納
入
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

会
計
長　

関
雄
二（
72
期
）

新
年
会
講
演
会
を
拝
聴
し
て

�

小
山
勇（
92
期
）

っ
た
『
な
ん
と
か
せ
い
！

島
岡
御
大

の
置
き
手
紙
』
を
出
版
さ
れ
た
丸
山
清

光
さ
ん
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
人

間
力
の
育
み
方
や
チ
ャ
ン
ス
の
作
り
方

な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
貴
重
な
講
演
で

し
た
。
丸
山
さ
ん
が
強
豪
集
団
の
明
大

野
球
部
で
自
ら
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
に
転

向
し
凄
ま
じ
い
練
習
を
積
ま
れ
、
島
岡

監
督
が
そ
の
努
力
を
見
抜
い
て
選
手
起

用
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、「
勉

強
も
野
球
も
し
た
い
」
を
実
現
で
き
る

上
田
高
校
の
野
球
の
特
色
な
ど
の
お
話

も
印
象
的
で
し
た
。

　

大
学
野
球

界
の
名
物
監

督
・
島
岡
吉

郎
さ
ん
の
熱

血
銘
言
を
綴
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上
田
藩
主
が
愛
で
た�

　
「
藤
」
の
里
帰
り
、
そ
の
後�

�

上
田
高
校
同
窓
会
事
務
局
長　

倉
澤
克
彦（
73
期
）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
１
２
０
周
年

記
念
事
業
の
多
く
が
無
事
終
了
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て

い
る
記
念
式
典
の
開
催
や
事
業
の
経
過

等
に
つ
い
て
は
２
０
２
１
年
8
月
1
日

発
行
の
会
報
「
古
城
の
門
」
55
号
で
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
上
田
高
校
の
中
庭
に
あ
る
里
帰

り
の
藤
棚
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
中
庭
は
、
旧
50
番
台
木
造
校
舎
取
り

壊
し
後
、
ほ
ぼ
そ
の
場
所
に
造
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
藤
棚
の
そ
ば
に
は
、

会
報
47
号
で
紹
介
さ
れ
た
上
田
高
校
の

七
不
思
議
と
思
わ
れ
る
曰
く
あ
り
げ
な

古
井
戸
も
あ
り
ま
す
。

　

藤
棚
の
銘
板
に
は
、『
寄
贈
者�

坂
井

修
一
氏�

第
19
期
』
と
あ
り
ま
す
。

明
治
維
新
で
上
田
藩
主
居
館
跡
地
の

一
部
は
民
有
地
に
な
る
。
上
田
中
学

校
が
明
治
33
年
（
１
９
０
０
年
）
に

支
校
か
ら
独
立
す
る
に
あ
た
り
、
運

動
場
と
し
て
坂
井
寛
三
郎
氏
（
修
一

氏
の
曽
祖
父
）
所
有
の
土
地
を
県
に

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
寛
三
郎

氏
は
藩
邸
時
代
か
ら
こ
の
土
地
に
生

え
て
い
た
藤
を
自
身
が
開
か
れ
た
戸

倉
上
山
田
温
泉
笹
屋
ホ
テ
ル
に
移
し

た
。
ひ
孫
の
修
一
氏
は
、
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い
る
こ
の
藤
を
上
田
高

等
学
校
に
里
帰
り
さ
せ
た
い
と
願
い

そ
の
旨
を
学
校
に
伝
え
た
。
平
成
9

年
3
月
26
日
に
一
世
紀
を
経
て
、
こ

の
藤
は
ゆ
か
り
の
地
に
戻
っ
て
き
た
。

　

藤
の
移
植
を
担
当
さ
れ
た
千
曲
市
在

住
の
樹
木
医
田
村
宏
平
氏
は
、
そ
の
後

の
様
子
を
気
に
か
け
ら
れ
、
同
窓
会
経

由
で
学
校
に
剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申

し
出
を
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
2
月

21
日
（
日
）
に
藤
棚
の
治
療
が
実
現
し

き
ま
し
て
は
、
6
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
総
会
開
催
時
等
で
別
途
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
絵
画
同
好
会
会
員
以
外
の
方

か
ら
の
出
展
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
に
連
絡
を
お
願

い
た
し
ま
す
。

�

連
絡
先　

佐
伯
謹
吾
（
63
期
）

�
k.saeki@

tea.ocn.ne.jp

★
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

こ
の
度
、
古
畑
克
巳
氏
（
69
期
）

が
、『
実
生
会
』
の
公
募
展
で
佳
作
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
作
品
は
「
リ
ス
ボ

ン
」
で
、
南
欧
の
明
る
い
空
に
黄
色
の

絵
画
同
好
会
よ
り

　

昨
年
中
止
と
な
り
ま
し
た
第
3
回
絵

画
展
は
、
8
月
30
日
か
ら
9
月
5
日
ま

で
京
橋
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
ぼ
た
」
で
開

催
し
ま
す
。

　

同
好
会
会
員
一
同
、
開
催
に
向
け
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ

女
性
同
窓
生
の
会
よ
り

　

昨
年
再
延
期
と
な
っ
た
女
性
同
窓
生

の
会
は
、
10
月
24
日
（
日
）
に
東
京
コ

ン
サ
ー
ツ
ラ
ボ
に
て
実
施
予
定
で
す
。

内
容
は
、
小
泉
悠
斗
氏
に
よ
る
講
演

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
は
」
及
び
会
食
と

懇
談
で
す
。
詳
し
い
ご
案
内
は
9
月

頃
、
関
東
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
と
メ
ー
ル
で
い

た
し
ま
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更

さ
れ
た
方
、
ま
た
新
た
に
メ
ー
ル
を
希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

女
性
同
士
の
交
流
も
良
い
も
の
で

す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

�

女
性
同
窓
生
交
流
委
員
会�

委
員
長　

�

青
沼
泉
（
72
期
）�

�
aonum

aizum
i@
gm
ail.com

（
71
期
）
氏
も
参
加
し
、
多
く
の
プ
ロ

級
の
作
家
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
出

展
数
は
約
１
５
０
点
で
、
公
募
展
で
あ

る
た
め
大
賞
を
始
め
努
力
賞
、
佳
作
賞

の
他
各
種
特
別
賞
が
あ
る
。

ま
し
た
。

　

こ
の
藤
は
再
来
年
か
ら
房
の
長
い
花

を
つ
け
る
そ
う
で
す
。
深
い
縁
と
多
く

の
方
の
思
い
で
繫
が
っ
た
こ
の
里
帰
り

の
藤
を
見
守
っ
て
行
き
た
い
で
す
ね
。

電
車
が
鮮
や
か
に
描
か

れ
て
い
る
。
作
品
は
2

月
26
日
か
ら
3
月
3
日

ま
で
上
野
の
森
美
術
館

で
展
示
さ
れ
た
。
こ
の

会
は
２
０
１
５
年
に
設

立
さ
れ
、
毎
年
上
野
の

森
美
術
館
で
展
覧
会
を

開
催
し
て
い
る
。
設
立

委
員
に
は
中
沢
俊
彦

剪定後の藤棚と田村氏

「リスボン」（佳作賞）古畑克巳（69期）作

「トワイライト」中沢俊彦（71期）作
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コ
ロ
ナ
禍
中
の
や
ま
び
こ
句
会

�
昨
年
よ
り
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当

会
も
3
～
5
月
は
休
会
、
そ
の
後
6
～

8
月
は
会
場
確
保
難
で
、
会
員
の
住
居

施
設
を
借
用
し
て
の
会
と
な
る
等
、
影

響
を
免
れ
な
か
っ
た
。
9
～
11
月
は
文

京
区
で
の
通
常
句
会
が
出
来
た
も
の

の
、
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

12
～
2
月
は
ｗ
ｅ
ｂ
、
郵
便
、
電
話
を

用
い
て
の
通
信
句
会
と
し
た
。
12
月
、

再
度
休
会
と
な
っ
た
際
に
、
ｅ
メ
ー
ル

で
投
句
を
回
覧
し
講
師
よ
り
句
評
・
添

削
を
仰
ぐ
形
の
通
信
句
会
と
し
た
が
、

互
選
が
無
い
の
は
物
足
り
な
い
の
で
、

よ
り
リ
ア
ル
に
近
づ
け
る
た
め
2
月
よ

り
追
加
し
た
。

�

い
ざ
と
な
る
と
、
会
員
各
個
の
通
信

環
境
や
ス
キ
ル
等
が
異
な
り
、
デ
ー
タ

の
交
信
に
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

予
測
さ
れ
た
が
、
ま
ず
は
ト
ラ
イ
し
た

と
こ
ろ
、
案
の
定
、
添
付
デ
ー
タ
が
無

い
、
開
か
な
い
、
文
字
化
け
等
の
問
題

が
噴
出
。
清
記
表
の
作
成
は
苦
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
交
信
ト
ラ
ブ
ル
を
捌

く
の
に
3
～
4
日
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
か
と
い
っ
て
、
現
状
、
流
行
り
の

オ
ン
ラ
イ
ン
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る

の
で
、
3
月
は
こ
の
手
法
を
改
善
す
る

こ
と
で
対
処
す
る
心
算
だ
。
4
月
か
ら

は
、
臨
場
感
に
溢
れ
る
リ
ア
ル
句
会
の

復
活
を
切
に
期
待
す
る
。

�

寺
西
孝
昭
（
64
期
）

赤
松
小
三
郎
研
究
会

　

昨
年
開
催
が
延
期
に
な
っ
た
安
藤
優

一
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
は
、
今
年
11
月

を
目
途
に
開
催
予
定
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内

す
る
予
定
で
す
。

★
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

2
月
27
・
28
日
、
上
田
市
サ
ン
ト
ミ

ュ
ー
ゼ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
空
間
夢
工

房
に
よ
る
舞
台
「
維
新
の
彗
星
信
州

の
偉
人
赤
松
小
三
郎
」
が
公
演
さ
れ

た
。
原
作
は
江
宮
隆
之
氏
の
著
書
『
龍

馬
の
影
悲
劇
の
志
士
・
赤
松
小
三
郎
』

（
河
出
書
房
新
社
）。
明
る
く
前
向
き
に

努
力
す
る
小
三
郎
の
姿
は
、
小
学
生
を

含
む
観
客
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
に
違

い
な
い
。

�

（
赤
松
小
三
郎
研
究
会　

事
務
局
）

ゴ
ル
フ
同
好
会
よ
り

第
34
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

第
34
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
２
０
２

０
年
11
月
6
日
（
金
）
千
葉
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
川
間
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
曇
り
空
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

無
風
の
好
条
件
の
も
と
、
54
期
か
ら
72

期
ま
で
の
15
名
が
参
加
し
た
。

　

優
勝
は
滝
沢
鐵
夫
さ
ん
（
63
期
）

で
、
グ
ロ
ス
84
（
ハ
ン
デ
15
）、
ネ
ッ

ト
69
の
成
績
だ
っ
た
。
プ
レ
ー
終
了
後

は
、
時
節
柄
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
っ
た
う
え
で
、
簡
単
な
表
彰
式

を
行
い
懇
親
を
深
め
た
。
優
勝
者
の
滝

沢
さ
ん
に
は
、
石
井
光
春
さ
ん
（
54

期
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
信
州
中
野
産
白

第
35
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

第
35
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
4
月
2

日
（
金
）
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
川

間
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

心
配
さ
れ
た
黄
砂
も
収
ま
り
満
開
の
桜

が
散
り
ゆ
く
の
を
惜
し
む
よ
う
な
好
天

の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
無
風
の
好
条
件
の

も
と
、
54
期
か
ら
１
０
３
期
ま
で
の
17

名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
る
が
、
今
回
は

久
し
ぶ
り
に
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
5

組
の
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

　

優
勝
は
依
田
欣
五
郎
さ
ん
（
62
期
）

で
、
グ
ロ
ス
89
（
ハ
ン
デ
18
）、
ネ
ッ

ト
71
の
成
績
だ
っ
た
。
プ
レ
ー
終
了
後

は
、
簡
単
な
表
彰
式
を
行
い
懇
親
を
深

め
た
。
優
勝
者
の
依
田
さ
ん
に
は
、
石

井
光
春
さ
ん
（
54
期
）
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
東
御
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
信
州
リ
ュ
ー

ド
ヴ
ァ
ン
のChardonnay2019

年

が
、
贈
呈
さ
れ
た
。

　

優
勝
者
、
入
賞
者
、
初
参
加
の
橋
詰

富
博
さ
ん
（
73
期
）
の
ス
ピ
ー
チ
に
続

い
て
、
石
井
さ
ん
か
ら
「
90
歳
ま
で
ゴ

ル
フ
を
続
け
る
べ
く
、
現
在
フ
ォ
ー
ム

を
改
造
中
で
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
で
打
つ
よ

う
に
努
力
中
」
と
の
ご
披
露
が
あ
り
、

ま
た
、
35
回
全
て
の
コ
ン
ペ
に
皆
勤
の

宮
島
光
男
さ
ん
（
55
期
）
か
ら
は
「
ゴ

ル
フ
は
飛
ば
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
、
結
果
が
す
べ
て
」
と
の
お
話

が
あ
っ
た
。

　

次
回
は
11
月
5
日
（
金
）
に
、
今
回

同
様
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
川
間
コ

ー
ス
で
開
催
予
定
。
若
手
を
含
め
て
数

多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
た
い
。

　

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事

�

磯
貝
隼
人
（
69
期
）

ワ
イ
ン
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
席
上
、
関
東
同
窓
会
の
近
藤

正
昭
会
長
（
69
期
）
か
ら
、
今
回
34
回

を
迎
え
る
コ
ン
ペ
の
歴
史
に
触
れ
た
う

え
で
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
等
の
親
睦
を
目

的
と
し
た
同
好
会
活
動
を
含
め
て
関
東

同
窓
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
抱
負
の
表
明
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
難
し
い
条
件
の
中
で
は
あ
っ
た

が
、
開
放
さ
れ
た
空
気
の
中
で
参
加
者

の
皆
様
か
ら
は
充
分
に
楽
し
む
こ
と
が

出
来
た
と
の
お
声
を
頂
い
た
。

富
士
の
嶺
く
っ
き
り
見
ゆ
る
大
晦
日�

（
平
六
）

ぼ
こ
ぼ
こ
と
出
汁
の
染
み
入
る
大だ
い
こ根
か
な�（
前
歩
）

如
月
や
共
に
齢
を
一
つ
足
し�

（
一
江
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
大
捕
り
物
や
秋
の
昼�

（
孝
昭
）

冠
着
の
峰
高
く
し
て
月
の
友�

（
正
佳
）

け
あ
ら
し
の
逗
子
の
海
鳴
り
冷
気
満
つ�

（
奉
男
）

改
札
を
出
て
マ
フ
ラ
ー
を
巻
き
な
ほ
す�

（
隆
治
）

一
月
の
出
征
決
ま
り
卒
業
す�

（
清
助
）

初
場
所
や
桟
敷
に
凜
と
相
撲
女
子�

（
貴
美
）

光
つ
つ
鎖
を
伝
ふ
春
の
雨�

（
芙
紗
）

亡
き
母
の
絵
本
に
も
こ
の
花
八
手�

（
正
雄
）

や
ま
び
こ
句
会（
10
月
～
3
月
）

第 34回ゴルフコンペ　2020. 11. 6 千葉 CC

第 35回ゴルフコンペ　2021. 4. 2 千葉 CC

県内 3都市巡回公演



うえだ　102 号　P06

「
他
校
同
窓
会
か
ら
学
ぶ
～�

�
松
本
県
ヶ
丘
高
校
東
京
同
窓
会
」

　

関
東
地
区
で
活
発
な
同
窓
会
活
動
を

行
っ
て
い
る
松
本
県
ヶ
丘
高
校
東
京
同

窓
会
の
佐
藤
悦
雄
会
長
と
三
澤
政
興
幹

事
長
よ
り
運
営
体
制
や
総
会
で
の
動
員

の
秘
訣
な
ど
を
中
心
に
お
聞
き
し
ま
し

た
。
参
考
に
な
る
お
話
し
も
多
く
あ
り

紹
介
し
ま
す
。
取
材
は
近
藤
会
長
と
倉

沢
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。

―
同
窓
会
概
要

　

関
東
圏
在
住
の
松
本
県
ヶ
丘
高
校
Ｏ

Ｂ
会
で
、
１
９
４
７
年
設
立
、
今
年
74

年
目
。
同
窓
会
本
部
（
松
本
）
と
は
別

団
体
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
会
員

総
数
は
約
２
６
０
０
名
、
年
会
費
は

２
，０
０
０
円
で
終
身
年
会
費
制
度
（
２

０
，０
０
０
円
）
も
併
用
し
て
い
ま
す
。

―
役
員
・
運
営
体
制

　

会
長
、
副
会
長
（
7
名
）、
幹
事
長

の
も
と
、
8
つ
の
通
常
委
員
会
（
総
務
、

財
務
、
総
会
指
導
、
6
年
、
広
報
、
渉

外
、
県
陵
レ
デ
ィ
ー
ス
、
会
計
）
と
総

会
実
行
委
員
会
及
び
事
務
局
で
構
成
。

委
員
会
中
心
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
各

委
員
会
を
副
会
長
が
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
担
当
し
、
各
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

は
学
年
幹
事
が
参
画
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
全
体
で
約
１
３
０
名
の
大
所
帯

で
、
年
4
回
開
催
の
合
同
幹
事
会
に
約

50
名
が
集
ま
り
、
事
業
計
画
、
進
捗
状

況
、
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
や
検
討
を

行
い
、
毎
回
後
半
の
懇
親
会
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。

―
総
会
・
懇
親
会
で
毎
年
３
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

動
員
の
秘
訣
は
？

「
母
校
愛
の
リ
レ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
実
行
委
員
は
卒
業
30
年
目

（
48
歳
）
が
担
当
。
1
年
前
か
ら
準
備

し
、
企
画
・
広
報
・
動
員
・
運
営
等
す

べ
て
担
当
し
ま
す
。
執
行
部
は
合
同
幹

事
会
な
ど
で
準
備
状
況
報
告
を
受
け
ま

す
が
、
特
別
な
こ
と
が
無
い
限
り
は
口

を
出
さ
な
い
様
に
し
て
い
ま
す
。
懇
親

会
で
は
同
窓
生
に
限
ら
ず
プ
ロ
の
演
奏

家
を
招
い
て
盛
り
上
げ
る
年
が
多
い
で

す
。
ま
た
、
若
手
実
行
委
員
開
拓
の
為

「
6
年
委
員
会
」
を
設
け
、
卒
業
25
年

目
（
43
歳
）
か
ら
6
年
間
か
け
て
実
行

委
員
本
番
に
向
け
組
織
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
尚
、
総
会
・
懇
親
会
会
費
は
１

０
，０
０
０
円
で
40
歳
以
下
は
５
，０
０

０
円
と
し
て
い
ま
す
。

―
若
手
会
員
や
女
性
会
員
の
参
加
状
況

と
参
加
を
増
や
す
為
に
工
夫
し
て
い
る

点
は
？

　

女
性
の
会
（
県
陵
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員

会
）
が
20
年
前
か
ら
続
い
て
い
て
、
年

1
回
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
（
旅
行
、
体
験
セ
ミ
ナ
ー

等
）
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
40
～
50
名
参
加
が
あ
り
、
男

性
参
加
者
も
2
～
3
割
い
ま

す
。
若
手
会
員
に
つ
い
て
は
6

年
委
員
会
を
中
心
に
40
代
前
半

か
ら
の
加
入
を
促
進
し
て
い
ま

す
。

―
運
営
全
般
の
課
題

　

ど
の
同
窓
会
も
同
様
と
思
い

ま
す
が
、
若
手
会
員
の
獲
得
と

役
員
の
若
返
り
で
す
。
特
に
、

若
手
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
介
し

て
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築

か
れ
る
中
で
同
窓
会
と
し
て
ど

う
対
応
し
て
行
く
の
か
が
課
題
で
す
。

―
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
営
は
？

　

昨
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
中
止
し
ま

し
た
。
今
年
は
会
場
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
）
を
拠
点
と
し
て
リ
モ
ー
ト
総

会
を
予
定
。
合
同
幹
事
会
や
各
委
員
会

は
リ
モ
ー
ト
会
議
で
対
応
中
で
す
。

―
最
後
に　
松
本
県
ヶ
丘
高
校
同
窓
会

4
代
目
会
長
（
平
成
10
年
～
16
年
）
の

故
山
岸
光
臣
氏
が
上
田
市（
旧
塩
田
町
）

出
身
、
上
田
高
校
か
ら
の
転
校
生
で
、

同
窓
会
で
も
上
田
高
校
時
代
の
話
は
良

く
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
も
そ
ん

な
ご
縁
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〈
取
材
日
：
２
０
２
１
年
2
月
15
日
、

日
本
教
育
会
館（
喜
山
倶
楽
部
）に
て
〉

�

倉
沢
裕
（
69
期
）

うえだ　100号　P04

▼
第
58
回
総
会
・
懇
親
会

2
0
1
9
年
６
月
29
日
（
土
）、
如

水
会
館
で
開
催
。
72
期
を
中
心
に
実
行

委
員
が
運
営
を
担
当
し
、
2
5
9
人

が
参
加
し
た
。
福
田
礼
子
さ
ん（
72
期
）

の
講
演
と
母
校
室
内
楽
班
の
演
奏
会
を

行
っ
た
。

▼
20
年
新
年
会

2
0
2
0
年
１
月
18
日
（
土
）、
日

本
教
育
会
館
で
1
1
5
人
が
参
加
し
、

立
川
談
慶
師
匠
（
82
期
）
の
落
語
を
楽

し
ん
だ
。

▼
諸
活
動

・
幹
事
会
は
４
月
、
10
月
、
１
月
に
3

回
開
催

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
４
月
５
日
に
開
催
　
　
　

秋
は
荒
天
の
た
め
中
止

・
女
性
同
窓
生
の
会
は
４
月
14
日
開
催

・
絵
画
同
好
会
展
覧
会
は
８
月
に
開
催

・
赤
松
小
三
郎
研
究
会
主
催
の
講
演
会

は
９
月
28
日
に
開
催

▼
会
報

　
５
月
下
旬
に
98
号
を
、
12
月
中
旬
に

99
号
を
発
行

▼
収
支
決
算

・
年
会
費
納
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
た
が
、
総
額
2
5
8
万
円
で
予
算

未
達

・
寄
付
金
は
母
校
創
立
1
2
0
周
年

記
念
募
金
の
影
響
も
あ
り
、
58
万
円
と

予
算
未
達

・
広
告
収
入
も
98
万
円
で
予
算
未
達

・
そ
の
結
果
、
単
年
度
収
支
で
は
21
万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

▼
基
金
活
用
事
業

　
前
年
度
未
使
用
分
を
繰
越
金
と
し
て

織
り
込
み
、13
万
9
千
円
を
繰
り
入
れ
、

総
会
の
室
内
楽
班
招
へ
い
に
23
万
８
千

円
な
ど
、計
31
万
４
千
円
を
使
用
し
た
。

▼
そ
の
他

　
関
東
同
窓
会
創
立
60
周
年
を
記
念
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
会
報
ト
ピ
ッ
ク
ス
や

同
窓
会
活
動
の
紹
介
な
ど
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

し
て
作
成
し
、
総
会
出
席
者
全
員
に
配

布
し
た
。

第
1
号
議
案

2
0
1
9
年
度
会
務
報
告
案

（
2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
0
年
3
月
31
日
）

第
3
号
議
案

2
0
1
9
年
度
監
査
報
告

（
2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
0
年
3
月
31
日
）

2
0
1
9
年
度
決
算
報
告
を
詳
細

に
監
査
し
た
結
果
、
適
法
か
つ
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
　
　   

2
0
2
0
年
４
月
16
日

　
　
　   

監
事
　
清
水
通
男
（
66
期
）

　
　
　
　  

　
　
倉
沢
　
裕
（
69
期
）

第2号議案　　2019年度決算案（2019年4月1日～2020年 3月31日）

運営基金（2019年度　決算案）一般会計・運営基金総括表
（2020年3月31日現在）

収　入　の　部
科目 予算 決算 差額

前期繰越金 2,421,402 2,421,402 0 

総会会費収入 1,900,000 1,920,000 20,000 
会報広告料 1,100,000 980,000 -120,000 
年会費収入 2,700,000 2,582,000 -118,000 
会議費収入 800,000 759,000 -41,000 
寄付金収入 700,000 583,000 -117,000 
雑収入 0 111,990 111,990 
受取利息収入 0 12 12 
基金より繰入 139,101 139,101 0 

（小　計） 7,339,101 7,075,103 -263,998 

（合　計） 9,760,503 9,496,505 -263,998 

支　出　の　部
科目 予算 決算 差額

総　会　費 1,900,000 1,878,619 -21,381 
会　報　費 2,489,000 2,570,140 81,140 
交　通　費 270,000 168,572 -101,428 
通　信　費 100,000 77,237 -22,763 
会　議　費 900,000 933,730 33,730 
渉　外　費 200,000 284,000 84,000 
印　刷　費 80,000 48,192 -31,808 
事　務　費 860,000 752,419 -107,581 
雑　　 　費 120,000 179,979 59,979 
テーマ推進費 120,000 81,600 -38,400 
基金活用事業費 300,000 314,026 14,026 
（小　計） 7,339,000 7,288,514 -50,486 
次期繰越金 2,421,503 2,207,991 -213,512 

（合　計） 9,760,503 9,496,505 -263,998 

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,405,058 0 138,220 10,266,838 
同利息 0 881 881 0 
合計 10,405,058 881 139,101 10,266,838 

科目 金額 科目 金額
定期預金（大口定期） 10,266,838 運営基金 10,266,838 
普通預金（定期利息用） 0 
郵便振替口座 1,697,610 次期繰越金 2,207,991 
普通預金 159,866 
普通預金 350,515 

合計 12,474,829 12,474,829 

定期預金／普通預金（定期利息用）　：　みずほ銀行　兜町支店
郵便振替口座　： 日本橋郵便局
普通預金　：　ゆうちょ銀行　〇一八
普通預金　：　三菱ＵＦＪ銀行　大泉支店

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18号
赤坂見附 KITAYAMAビル３階
TEL：０３－５５７０－５６７１（代表）
FAX：０３－５５７０ー５６７４
【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分

弁護士（所長）　 　 　 　 岩 井　重一（62期）
弁護士　　　　　安田　隆彦
弁護士　　　　　平澤　慎一
弁護士　　　　　波戸岡光太
社会保険労務士　岩井　信也　

2
0
1
9
年
度
の
会
務
報
告
案
と

決
算
案
、
監
査
報
告
を
以
下
の
通
り
提

案
し
ま
す
。

前期繰越金には、2018年度運営基金未使用分の、160,899円を含む

2
0
2
0
年
度
の
会
務
計
画
案
と

予
算
案
を
以
下
の
通
り
提
案
し
ま
す
。

左より倉沢副会長、松本県ヶ丘高校東京同窓会　三澤幹事長、同　
佐藤会長、近藤会長

松本県ヶ丘高校東京同窓会の 2019年度総会（アルカディア市ヶ谷にて）
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「
柴
又
の
魅
力
発
見
」�

�

散
策
の
ご
案
内

　

今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
、
映
画
寅

さ
ん
で
有
名
な
「
柴
又
散
策
」
を
企
画

し
ま
す
。
実
施
日
は
9
月
17
日
（
金
）

で
、
午
前
9
時
30
分　

京
成
柴
又
駅
に

お
集
ま
り
下
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
散
策
場
所
】　

1
．�

柴
又
帝
釈
天
～
今
回
の
目
玉
は

「
ご
本
尊
の
拝
顔
」
と
全
員
が
「
護

摩
札
」
を
頂
き
ま
す
。
そ
の
後
、

彫
刻
、
庭
園
等
を
見
学
。

2
．�「
寅
さ
ん
記
念
館
」、「
山
田
洋
次
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
ゆ
っ
く
り
見
学
。

3
．�

山
本
邸
・
大
正
ロ
マ
ン
の
面
影
を

残
す
地
元
名
士
の
旧
宅
邸
の
見
学
。

【
昼
食
】「
宮
川
」
か
「
川
千
家
」
で
「
う

な
重
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
費
用
】
各
種
入
場
料
、
拝
観
料
、
護

摩
札
、
昼
食
代
を
含
ん
で
約
８
，
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

【
参
加
方
法
】
7
月
31
日
ま
で
に
幹
事

古
畑
ま
で
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

先
着
20
名
と
し
ま
す
。（
会
員
の
家

族
、
知
人
等
の
参
加
も
O�

K
で
す
）

�
090-6042-0566

�
cpafuruh@

tky.3w
eb.ne.jp

会
員
交
流
委
員
会
委
員
長　

�

古
畑
克
巳
（
69
期
）

東
京
歴
史
散
歩�

「
赤
穂
浪
士
の
引
き�

�

上
げ
経
路
」

　

昨
年
11
月
7
日
、
両
国
駅
に
10
名
が

集
合
。
近
く
の
吉
良
邸
に
向
か
っ
た
。

門
を
入
る
と
、
正
面
に
「
吉
良
上
野
介

義
央
公
座
像
」
が
据
え
ら
れ
、
保
存
会

の
方
が
掃
除
を
し
て
い
た
。

　

吉
良
邸
を
引
き
上
げ
た
浪
士
達
は
直

ぐ
先
の
両
国
橋
を
渡
ろ
う
と
し
た
が
、

橋
の
番
人
に
渡
橋
を
拒
ま
れ
た
た
め
、

隅
田
川
沿
い
の
道
を
南
下
し
て
永
代
橋

に
向
か
っ
た
。
永
代
橋
の
手
前
に
あ
る

「
乳
熊
屋
（
ち
く
ま
や
）
味
噌
店
」
の

当
主
が
大
高
源
五
の
俳
句
の
友
で
あ
っ

た
た
め
、
こ
こ
で
甘
酒
の
接
待
を
受
け

集
英
社
で
編
集
長�

�

と
し
て
活
躍
中
！�

�

増
澤
吉
和
さ
ん（
90
期
）

て
休
息
を
と
っ
た
。

　

永
代
橋
は
、
元
禄
11
年
五
代
将
軍
綱

吉
の
50
歳
を
祝
し
て
架
け
ら
れ
た
。
4

年
前
に
出
来
た
橋
を
渡
り
、
鉄
砲
洲
稲

荷
神
社
の
前
を
通
っ
て
、
浅
野
内
匠
頭

邸
に
向
か
っ
た
。
今
の
聖
路
加
病
院
一

帯
が
浅
野
家
屋
敷
だ
っ
た
。
屋
敷
の
脇

を
通
り
、
築
地
本
願
寺
の
裏
手
を
通
過

し
、
東
海
道
に
出
た
。
東
海
道
沿
い
に

あ
る
仙
台
藩
上
屋
敷
（
現
・
日
テ
レ
本

社
ビ
ル
）
の
前
を
通
る
浪
士
達
を
仙
台

藩
士
が
呼
び
止
め
て
粥
を
振
る
舞
っ
た
。

札
の
辻
交
差
点
、
御
田
八
幡
神
社
を
過

ぎ
て
、
高
輪
大
木
戸
跡
を
右
手
に
上
っ

た
と
こ
ろ
が
泉
岳
寺
で
あ
る
。

　

泉
岳
寺
は
今
川
義
元
を
供
養
す
る
た

め
に
徳
川
家
康
が
建
立
し
た
。
浅
野
家

の
菩
提
寺
で
も
あ
っ
た
。
亡
主
・
浅
野

長
矩
の
墓
前
に
吉
良
義
央
の
首
級
を
供

え
た
浪
士
達
は
、そ
の
後
、幕
府
が
指
定

し
た
藩
邸
に
そ
れ
ぞ
れ
預
け
ら
れ
、
亡

骸
は
浅
野
家
の
墓
所
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

境
内
の
茶
屋
で
甘
酒
を
飲
ん
で
帰
路

に
着
い
た
。�

清
水
計
枝
（
64
期
）

　

増
澤
さ
ん
は
、
約
4
年
前
か
ら
青
年

漫
画
雑
誌
『
グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ン
プ
』
の

編
集
長
と
し
て
日
々
活
躍
さ
れ
て
い

る
。
入
社
以
来
、
ジ
ャ
ン
プ
関
連
漫
画

編
集
一
筋
で
、
副
編
集
長
を
経
て
現
在

に
至
る
。
漫
画
雑
誌
は
、
映
画
な
ど
と

違
っ
て
漫
画
作
家
と
編
集
側
の
ご
く
少

人
数
で
自
由
に
で
き
る
と
い
う
魅
力
が

あ
り
、
今
後
も
こ
の
道
を
究
め
た
い
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

『
グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ン
プ
』

集英社　毎月第 1・
3水曜日発売

　

今
年
創
刊
10
周
年
を
迎
え
る
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
大

人
版
「
ジ
ャ
ン
プ
」。
仕
事
や
生
き
方

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
作
品
も
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
今
年
は
『
こ
こ
は
今
か
ら

倫
理
で
す
。』『
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
』『
金
魚
妻
』な
ど
が
実
写
ド
ラ
マ
化
。

うえだ　100号　P05

第
4
号
議
案

2
0
2
0
年
度
会
務
計
画
案

（
2
0
2
0
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
1
年
3
月
31
日
）

第5号議案　　2020年度予算案（2020年4月1日～2021年 3月31日）

運営基金（2020年度　予算案）

収　入　の　部
科目 2020年度予算 2019年度決算 増減

前期繰越金 2,207,991 2,421,402 -213,411 

総会会費収入 0 1,920,000 -1,920,000 
会報広告料 900,000 980,000 -80,000 
年会費収入 2,600,000 2,582,000 18,000 
会議費収入 600,000 759,000 -159,000 
寄付金収入 600,000 583,000 17,000 
雑収入 0 111,990 -111,990 
受取利息収入 0 12 -12 
基金より繰入 300,000 139,101 160,899 

（小　計） 5,000,000 7,075,103 -2,075,103 

（合　計） 7,207,991 9,496,505 -2,288,514 

支　出　の　部
科目 2020年度予算 2019年度決算 増減

総　会　費 59,000 1,878,619 -1,819,619 
会　報　費 2,400,000 2,570,140 -170,140 
交　通　費 270,000 168,572 101,428 
通　信　費 100,000 77,237 22,763 
会　議　費 630,000 933,730 -303,730 
渉　外　費 200,000 284,000 -84,000 
印　刷　費 80,000 48,192 31,808 
事　務　費 800,000 752,419 47,581 
雑　　 　費 80,000 179,979 -99,979 
テーマ推進費 81,000 81,600 -600 
基金活用事業費 300,000 314,026 -14,026 
（小　計） 5,000,000 7,288,514 -2,288,514 
次期繰越金 2,207,991 2,207,991 0 

（合　計） 7,207,991 9,496,505 -2,288,514 

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,266,838 0 300,000 9,966,838 
同利息 0 0 0 0 
合計 10,266,838 0 300,000 9,966,838 

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

＜最近の合格実績＞
【国公立】東京大（医）・東京大・京都大・北京大（医）・筑波大（医）

長崎大（医）・東京工大・東京外大・千葉大・新潟大・信州大ほか

【私立】早稲田大・慶應大・ＩＣＵ・上智大・東邦大（医）・東海大（医）

杏林大(医)・北里大（医）・帝京大（医）・明治大・法政大・中央大・

青山学院大・東京女子医大・津田塾大・聖心女子大・多摩美大ほか

http://www.tokyo.sakura-kokusai.ed.jp

理事長・学園長　荒井　裕司（６４期）

東京都渋谷区代々木 1-43-8
Tel　03-3370-0718

【4つのコース】
◆進学コース ◆美術イラストコース
◆声優タレントコース ◆ペットアニマルコース

「じぶんらしく、 輝く」

一人ひとりが持つ個性を大切にし、

柔軟な教育スタイルときめ細かいサポートで

生徒を笑顔に導きます。

「不登校」も成長の証
あかし

《予算案の考え方》
・年会費は納付キャンペーンを早めに行い、前年並みを確保

・会報広告料は100号で特別広告協賛を募集

・総会中止に伴う会場キャンセル代を総会費に59千円計上

・新型コロナウイルス感染予防に伴い、会議費の減、通信費と印刷費の増を見込む

・運営基金繰り入れは300千円とし、基金活用事業として年会費納付促進、若手

会員組織化支援、新年会アトラクション費用等に充当の予定

2
0
2
0
年
度
の
会
務
計
画
案
と

予
算
案
を
以
下
の
通
り
提
案
し
ま
す
。

▼
第
59
回
総
会
・
懇
親
会

　
６
月
27
日
（
土
）
開
催
予
定
の
第
59

回
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
中
止
。
そ
れ
に
伴
い
、

講
演
会
、
演
奏
会
、
懇
親
会
も
す
べ
て

中
止

　
総
会
の
決
議
は
、
今
回
特
別
に
書
面

（
会
報
に
同
封
の
返
信
用
は
が
き
）
に

よ
り
対
応

▼
21
年
新
年
会

2
0
2
1
年
１
月
16
日
（
土
）、
日

本
教
育
会
館
で
開
催
の
予
定
。
当
日
は

幹
事
会
か
ら
開
始
時
間
を
早
め
る
方
向

で
検
討

▼
諸
活
動

①
新
執
行
部
体
制
の
結
束
力
強
化
と
活

動
の
ス
ム
ー
ズ
な
発
進

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
今
年
度
の
会
合
と
イ
ベ
ン
ト

は
当
面
の
間
、
自
粛

③
幹
事
会
は
４
月
（
書
面
に
よ
る
）、

10
月
、
１
月
に
開
催
の
予
定

④
70
期
、
80
期
代
の
動
員
力
強
化
と
年

会
費
納
付
促
進

⑤
90
期
、
1
0
0
期
代
の
代
表
幹
事

の
発
掘
と
組
織
力
強
化

⑥
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
４
月
３
日
の
コ
ン

ペ
は
希
望
者
の
み
で
小
規
模
開
催

　
秋
は
11
月
６
日
（
金
）
に
開
催
予
定

⑦
女
性
同
窓
生
の
会
、10
月
17
日
（
土
）

に
順
延

⑧
絵
画
同
好
会
の
展
覧
会
は
８
月
に
開

催
予
定

⑨
赤
松
小
三
郎
研
究
会
主
催
の
講
演

会
（
歴
史
研
究
家
、
安
藤
優
一
郎
氏

に
よ
る
「
赤
松
小
三
郎
と
勝
海
舟
」）

は
９
月
12
日
（
土
）
開
催
予
定

⑩
母
校
社
会
講
座
へ
の
講
師
推
薦

⑪
長
野
県
高
校
同
窓
会
東
京
連
合
会
お

よ
び
東
信
同
窓
連
と
の
交
流

⑫
母
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典

（
10
月
24
日
）
へ
の
出
席
な
ど

▼
会
報

・
５
月
下
旬
発
行
の
１
０
０
号
で
は
、

総
会
決
議
に
代
わ
る
返
信
用
は
が
き

を
封
入

・
12
月
中
旬
に
１
０
１
号
を
、
新
編
集

長
の
も
と
で
発
行
予
定

・
１
０
１
号
で
は
、
関
東
非
在
住
で
年

会
費
未
納
者
の
会
報
送
付
見
直
し
に

よ
る
経
費
削
減

▼
基
金
活
用
事
業

・
今
年
度
は
30
万
円
を
繰
り
入
れ
、
年

会
費
納
付
促
進
、
若
手
会
員
組
織
化

支
援
、
新
年
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
費

用
等
に
充
当
の
予
定

吉良邸跡にて

寅さん記念館内～くるまやのセット。のれん
の奥から寅さんがひょっこり現れそうです。

柴又帝釈天

2018ロシアＷ杯の取材で『キャプテン
翼』の高橋陽一先生と（右が増澤さん）
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真
田
氏
と
伍
し
た
芦
田
氏�

�

市
村　

到（
65
期
）

　

依
田

氏
発
祥

は
旧
丸

子
町
依

田
の
地

域
で
あ
る
。
依
田
氏
宗
家
は
十
五
世
紀

前
半
に
佐
久
郡
芦
田
郷
に
進
出
し
、
宗

家
当
主
の
み
が
芦
田
氏
を
名
乗
っ
た
。

信
守
の
時
、
武
田
信
玄
に
臣
従
し
た
。

　

芦
田
信
守
は
武
田
臣
下
と
し
て
着
々

と
力
を
伸
ば
し
、
一
五
四
九
年
に
は
本

拠
を
佐
久
郡
春
日
城
に
移
し
た
。
こ
の

頃
、
真
田
幸
隆
も
武
田
信
玄
の
臣
下
と

な
り
真
田
本
城
を
中
心
に
力
を
貯
え

た
。
武
田
軍
の
信
濃
先
方
衆
の
二
大
勢

力
と
し
て
幸
隆
は
二
〇
〇
騎
、
芦
田
信

守
は
一
五
〇
騎
の
侍
大
将
で
あ
っ
た
。

と
も
に
武
田
軍
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
攻

略
戦
に
参
陣
し
た
。

　

武
田
軍
団
の
中
で
、
芦
田
氏
は
常
に

先
方
衆
の
主
力
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
ま
た
、
占
領
し
た
城
の
番
城
主
と

し
て
の
大
役
を
果
た
し
、
徳
川
勢
の
猛

攻
に
抗
し
続
け
た
。
真
田
信
綱
・
昌
輝

が
討
ち
死
に
し
た
長
篠
の
戦
い
の
時
に

は
、
芦
田
信
守
・
信
蕃
（
の
ぶ
し
げ
）

父
子
は
遠
州
二
俣
城
主
と
し
て
孤
軍
奮

闘
中
で
あ
っ
た
。
真
田
で
は
昌
幸
が
家

督
を
継
い
だ
。
芦
田
信
蕃
は
遠
州
田
中

城
主
と
し
て
家
康
の
猛
攻
に
耐
え
て
い

た
が
、
武
田
勝
頼
は
天
目
山
麓
の
田
野

で
滅
亡
し
た
。
芦
田
信
蕃
は
家
康
の
説

得
に
よ
り
田
中
城
を
明
け
渡
し
た
。
そ

の
際
、
家
康
は
信
蕃
の
武
勇
と
人
物
を

見
込
ん
で
ぜ
ひ
臣
下
と
な
る
よ
う
に
勧

誘
し
た
が
、
固
辞
し
本
拠
で
あ
る
佐
久

の
春
日
城
へ
帰
っ
た
。
昌
幸
は
既
に
勝

頼
滅
亡
以
前
に
北
条
氏
へ
書
状

を
送
り
誼
（
よ
し
み
）
を
通
じ

て
い
た
。

　

春
日
城
へ
戻
っ
た
信
蕃
は
、

小
諸
城
で
織
田
方
か
ら
、
諏
訪

で
ま
ず
信
長
に
会
う
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
主
従
六

人
だ
け
で
諏
訪
へ
向
か
っ
た
。

途
中
、
徳
川
家
康
か
ら
の
飛
脚

に
よ
り
「
諏
訪
へ
行
け
ば
信
長

に
命
を
奪
わ
れ
る
」
と
知
ら
さ

れ
た
。
信
蕃
は
甲
州
で
家
康
と

主
従
の
関
係
を
結
ん
だ
。
家
康

の
計
ら
い
で
、
信
長
か
ら
逃
れ

て
遠
州
二
俣
の
奥
へ
隠
れ
棲
ん

だ
。
雌
伏
六
十
数
日
、
本
能
寺
の
変
が

起
こ
っ
た
。
信
蕃
は
家
康
の
命
で
甲
信

が
徳
川
勢
力
下
に
な
る
よ
う
奔
走
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
甲
斐
の
柏
坂
峠
で
信

蕃
は
「
鐘
の
旗
」
を
立
て
た
。「
あ
れ

は
芦
田
殿
の
旗
よ
」
と
三
千
人
の
武
田

旧
臣
が
馳
せ
参
じ
た
。
そ
の
軍
勢
を
率

い
て
信
蕃
は
佐
久
へ
帰
還
し
小
諸
城
へ

入
っ
た
。
北
条
氏
が
碓
氷
峠
を
越
え
て

侵
入
し
て
く
る
と
、
佐
久
の
諸
将
は
み

な
北
条
氏
へ
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
小
諸

城
を
退
き
信
蕃
は
蓼
科
山
中
の
三
澤
小

屋
へ
籠
っ
た
。
信
蕃
は
ゲ
リ
ラ
的
に
出

没
し
北
条
軍
を
悩
ま
せ
た
。
北
条
は
甲

州
へ
侵
入
し
若
神
子
城
を
本
営
と
し
て

新
府
城
の
家
康
に
対
峙
す
る
。

　

家
康
は
信
蕃
に
「
真
田
昌
幸
を
徳
川

方
に
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
武
勇
・
知
略

に
長
け
た
忠
烈
の
武
将
芦
田
信
蕃
、
権

謀
術
数
に
長
け
た
表
裏
比
興
の
武
将
真

田
昌
幸
。
信
蕃
の
誠
心
誠
意
が
昌
幸
の

打
算
の
心
を
動
か
し
、
昌
幸
は
徳
川
方

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
信
蕃
と
昌
幸
は

協
力
し
て
、
北
条
軍
の
甲
州
若
神
子
へ

の
糧
道
を
断
っ
た
。
北
条
軍
は
兵
糧
に

困
窮
し
、
兵
力
が
は
る
か
に
少
な
か
っ

た
家
康
と
講
和
を
結
ん
で
関
東
へ
退
い

た
。
ほ
ぼ
佐
久
全
域
を
平
定
し
た
信
蕃

は
岩
尾
城
へ
芦
田
軍
単
独
で
攻
め
込
ん

だ
。
陣
頭
指
揮
を
し
て
い
た
時
、
城
内

の
鉄
砲
の
狙
撃
に
遭
い
、
翌
朝
落
命
し

た
。
ま
も
な
く
岩
尾
城
は
開
城
し
た
。

　

信
蕃
の
死
を
悼
ん
だ
家
康
は
、
信
蕃

の
嫡
男
竹
福
丸
を
松
平
康
國
と
し
、
小

諸
城
へ
送
り
込
ん
だ
。
康
國
は
佐
久
郡

全
域
を
平
定
し
、
十
万
石
の
徳
川
傘
下

の
大
名
と
な
っ
た
。
第
一
次
上
田
合
戦

で
は
総
崩
れ
に
な
っ
た
徳
川
軍
の
中

で
、「
鐘
の
纏
（
ま
と
い
）」
を
神
川
べ

り
に
立
て
徳
川
軍
の
壊
滅
を
救
っ
た
。

後
継
の
康
眞
は
上
州
藤
岡
城
主
で
あ
っ

た
が
、
ゆ
え
あ
っ
て
関
ヶ
原
の
戦
い
の

直
前
に
大
名
を
改
易
と
な
っ
た
。
一

方
、
真
田
氏
に
つ
い
て
は
、
諸
兄
の
ご

存
知
の
よ
う
に
十
万
石
の
大
名
と
し
て

歴
史
上
に
名
を
な
し
た
。
真
田
氏
と
伍

し
た
芦
田
氏
の
事
跡
が
中
央
の
歴
史
か

ら
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
惜
し
い

か
ぎ
り
で
あ
る
。
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や
ま
び
こ
句
会

恋
猫
に
話
の
腰
を
折
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
一
江

重
ね
き
し
湯
治
も
白
寿
竹
の
春

　
　
　
　
　
清
助

冬
三
日
月
沈
黙
の
街
揺
る
が
ざ
る

　
　
　
　
正
雄

名
優
の
声
の
確
か
さ
冬
銀
河

　
　
　
　
　
　
芙
沙

バ
ス
停
に
潮
の
匂
ひ
や
黄
水
仙

　
　
　
　
　
隆
治

白
き
月
師
走
の
街
の
影
を
濃
く

　
　
　
　
　
奉
男

ガ
ラ
ス
越
し
部
屋
に
溶
け
入
る
冬
日
か
な

　
平
六

初
夢
や
異
郷
の
迷
路
歩
き
ゐ
て

　
　
　
　
　
孝
昭

帳(

と
ば
り)

あ
き
即
位
宣
明
秋
の
虹

　
　
　正佳

影
法
師
連
れ
て
峯
行
く
冬
登
山

　
　
　
　
　
前
歩

初
場
所
や
幕
尻
力
士
の
嬉
し
泣
き

　
　
　
　
貴
美

　
関
東
同
窓
会
の
会
報
「
う
え
だ
」
が

１
０
０
号
を
数
え
る
と
の
こ
と
。
歴
代

編
集
長
の
努
力
、
先
輩
方
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
の
１
０
０
号
。
し
か
も
他
校

の
会
報
と
比
較
し
て
も
内
容
が
充
実
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
ま
び
こ

句
会
も
発
足
以
来
毎
号
ス
ペ
ー
ス
を
い

た
だ
き
会
員
の
句
を
掲
載
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
多
く
は
、
や
ま

び
こ
句
会
発
足
時
に
俳
句
を
始
め
た
者

が
多
く
、
こ
の
様
な
形
で
発
表
の
機
会

が
あ
る
こ
と
は
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。（
関
東
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
毎
月
掲
載
）。
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　
句
会
は
同
窓
会
会
員
相
互
の
親
睦
会

組
織
と
し
て
２
０
１
２
年
に
発
足
。
同

窓
生
で
長
年
森
澄
夫
門
下
な
ど
で
研
鑽

を
積
ま
れ
た
児
玉
一
江
先
生
（
62
期
）

が
主
宰
者
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、

以
来
毎
月
第
二
金
曜
日
の
午
後
を
定
例

の
句
会
と
し
、
そ
の
季
を
詠
む
こ
と
で

作
風
は
自
由
で
す
。
時
に
は
都
内
の
名

所
・
庭
園
（
一
昨
年
は
小
諸
の
懐
古
園

ど
っ
ぷ
り
句
作
の
楽
し
さ
難
し
さ

や
ま
び
こ
句
会
・
新
会
員
募
集
中

へ
も
）へ
吟
行
に
出
ま
す
。

　
会
員
は
皆
上
田
で
育
っ

た
者
た
ち
で
す
か
ら
、
論

評
も
自
由
闊
達
。
楽
し
い

句
会
で
す
。
最
高
齢
は
38

期
の
岡
さ
ん
。
異
色
の
会

員
砂
子
澤
さ
ん
（
染
谷
高
Ｏ
Ｇ
）
も
い

ま
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
３

月
、
４
月
は
休
会
。
早
く
新
薬
が
開
発

さ
れ
る
こ
と
を
‼

　
俳
句
を
始
め
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

わ
ず
か
17
文
字
で
ど
の
よ
う
な
情
景
を

落
と
し
込
め
る
か
と
い
う
難
し
さ
。
先

生
や
仲
間
の
表
現
が
大
変
参
考
に
な
り

ま
す
。
会
の
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
創
句

第
32
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
　
古
畑
さ
ん
が
優
勝

　
台
風
に
よ
る
荒
天
の
た
め
順
延
さ
れ

た
第
32
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
希
望
者

に
よ
り
12
月
６
日
（
金
）
泉
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は

54
期
〜
69
期
の
８
名
。
曇
り
空
で
は
あ

っ
た
が
、
微
風
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の

な
か
、
ネ
ッ
ト
72
の
イ
ー
ブ
ン
で
古
畑

克
巳
さ
ん
（
69
期
）
が
初
優
勝
。
幹
事

団
の
中
で
初
め
て
優
勝
者
が
出
た
大
会

と
な
っ
た
。

和気あいあいの参加者たち

女
性
同
窓
生
の
会
10
月
に
延
期

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
広
が
り
、
収
束

の
見
通
し
が
立
た
な
い
現

況
を
鑑
み
、
会
報
99
号
で

お
知
ら
せ
し
た
４
月
26
日

開
催
予
定
の
「
女
性
同
窓

生
の
会
」
は
10
月
17
日

（
土
）
に
延
期
し
ま
す
。

　
時
間
、
会
場
、
講
演
者
、
講
演
内
容

な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
９
月
ご
ろ

改
め
て
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
副
会
長
　
池
田
有
美
子（
69
期
）

の
難
し
さ
と
面
白
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　
同
窓
会
員
の
中
に
は
俳
句
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
方
が
多
数
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
が
、
や
ま
び
こ
句
会
に
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
会
費
は
会
場
費
の
み

（
頭
割
り
で
、
約
２
〜
３
０
０
円
と
格

安
）。
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
髙
梨
奉
男
（
62
期
）

　
プ
レ
ー

終
了
後
の

懇
親
会
で

は
、
少
人

数
で
も
あ

り
全
員
か

ら
本
日
の

プ
レ
ー
や

近
況
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
楽
し
い
懇

談
の
時
間
と
な
っ
た
。
会
話
の
中
で
、

そ
ろ
そ
ろ
申
告
ハ
ン
デ
ィ
見
直
し
の
希

望
が
出
さ
れ
た
が
、
幹
事
団
で
検
討
し

た
い
。
な
お
、
石
井
光
春
さ
ん
（
54

期
）
か
ら
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
石
井

賞
（
東
御
産
ワ
イ
ン
）
は
、
今
回
ご
本

人
の
希
望
で
コ
ン
ペ
開
始
時
の
幹
事
で

連
続
出
場
さ
れ
て
い
る
宮
島
光
男
さ
ん

（
55
期
）
と
代
表
幹
事
の
古
畑
さ
ん
に

贈
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
幹
事
・
近
藤
正
昭
（
69
期
）

関
連
新
刊
の
紹
介

『
戦
国
三
代
と
天
下
人
～
芦
田

�

（
依
田
）
氏
の
軌
跡
か
ら
』

�

市
村
到
（
65
期
）
著

悠光堂、2020 年 7月
1日発行、3,300 円
（税込み）

　

芦
田
（
依
田
）
信
蕃
を
中
心
に
芦
田

三
代
を
、
そ
の
時
点
で
の
天
下
人
～
武

田
信
玄
・
徳
川
家
康
・
織
田
信
長
・
豊

臣
秀
吉
・
徳
川
将
軍
家
と
の
関
係
を
視

点
に
お
き
な
が
ら
描
い
た
も
の
。
６
０

０
頁
を
超
え
る
大
作
。

市村到さん

「芦田城」の遠景
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懸
命
の
説
得
に
よ
り
も
う
一
度
監
督
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
し
い
チ
ー
ム
部
員
は
我
々
1
年
生

（
56
期
）
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

木
村
監
督
の
言
っ
た
言
葉
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。「
バ
ッ
ト
は
短
く
持
て
、
相
手
の

胸
を
目
掛
け
て
投
げ
よ
、
ゴ
ロ
は
胸
で

止
め
よ
」
と
「
甲
子
園
に
行
き
た
け
れ

ば
俺
に
付
い
て
来
い
」、
更
に
「
甲
子

園
に
行
く
に
は
毎
日
の
練
習
以
外
に
な

い
！
」
と
。
そ
れ
か
ら
の
略
々
2
年
間

は
正
に
〝
地
獄
〟
で
あ
っ
た
。
雨
が
降

ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
練
習
は
休
み
無

し
、
放
課
後
は
真
っ
暗
に
な
る
ま
で
の

練
習
。
更
に
〝
朝
練
（
ア
サ
レ
ン
）〟
と

称
し
、
当
時
上
田
城
外
濠
に
あ
っ
た
市

営
球
場
で
朝
6
時
半
か
ら
8
時
頃
迄
練

習
を
し
て
か
ら
登
校
し
た
。
こ
の
為
、

市
外
か
ら
通
う
生
徒
を
市
営
球
場
の
レ

フ
ト
側
直
近
に
あ
っ
た
私
の
生
家
や
上

田
市
在
住
の
後
援
会
有
志
の
家
に
宿
泊

さ
せ
た
。
昭
和
32
年
の
1
、
2
月
頃
の

あ
る
朝
、
雪
が
降
っ
た
。
流
石
に
今
日

の
練
習
は
休
み
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

私
の
家
の
2
階
の
窓
か
ら
球
場
を
見
る

と
、
真
っ
白
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
真
ん

中
に
人
影
が
あ
っ
た
。
木
村
監
督
で
あ

っ
た
。
そ
の
朝
は
積
雪
の
た
め
〝
ゴ

ロ
〟
は
打
て
な
か
っ
た
が
監
督
は
〝
フ

ラ
イ
・
ボ
ー
ル
〟
を
ノ
ッ
ク
し
て
捕
球

練
習
を
行
っ
た
。
1
日
た
り
と
い
え
ど

も
硬
球
を
握
ら
な
い
日
は
無
か
っ
た
の

で
あ
る
。
然
し
こ
の
厳
し
さ
は
今
で
云

う
〝
パ
ワ
ハ
ラ
〟
で
は
な
か
っ
た
。
監

督
自
身
が
率
先
行
動
し
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
日
々
が
続
い
た
昭
和
32

年
の
5
月
、
北
信
越
5
県
大
会
で
初
優

勝
し
た
。
皆
、
有
頂
天
に
な
っ
た
が
木

村
監
督
は
「
目
標
は
あ
く
ま
で
夏
の
甲

子
園
だ
」
と
実
に
冷
静
だ
っ
た
。
そ
の

後
は
そ
れ
ま
で
通
り
の
練
習
が
続
い
た
。

そ
う
し
て
8
月
、
新
潟
白
山
球
場
で
松

本
県
ヶ
丘
高
校
を
4-

2
で
破
り
と
う

と
う
悲
願
の
初
出
場
を
実
現
し
た
。
第

39
回
夏
の
甲
子
園
大
会
の
信
越
代
表
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
甲
子
園
出
場
校
は

23
校
で
、
次
の
40
回
記
念
大
会
か
ら
は

各
県
1
校
と
な
っ
た
。
実
は
こ
の
時
殆

ど
全
員
が
夏
風
邪
に
か
か
っ
て
い
た
。松

本
で
の
県
予
選
の
終
わ
り
頃
に
選
手
の

一
人
が
風
邪
を
引
い
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
優
勝
の
翌
日
は
殆
ど
全
員
が

旅
館
の
大
広
間
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
大
阪
行
き
と
な
っ
た
が
、

ま
だ
数
人
の
風
邪
が
治
ら
な
か
っ
た

為
、
比
較
的
症
状
の
軽
い
者
が
先
行

し
、
2
組
に
分
か
れ
て
上
田
駅
を
出
発

し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
木
村
監
督
か
ら

指
示
が
あ
っ
た
。「
皆
、
下
駄
を
履
い

て
行
け
」
と
。
当
時
の
上
田
松
尾
高
校

生
徒
は
登
下
校
時
は
下
駄
履
き
が
普
通

で
あ
っ
た
し
、
新
潟
行
き
も
下
駄
履
き

で
あ
っ
た
。
然
し
、
大
阪
行
き
と
な
る

と
流
石
に
我
々
も
父
兄
も
内
心
〝
そ
れ

は
！
〟
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
が
然

し
、
木
村
監
督
は
言
っ
た
、「
い
つ
も

の
通
り
…
…
」。
こ
れ
が
木
村
監
督
の

野
球
哲
学
で
あ
っ
た
。

�

（
以
下
、
次
号
（
下
）
に
続
く
）

木
村
監
督
の
野
球
哲
学�

　
〝
下
駄
履
き
の
甲
子
園
〟（
上
）�

�

成
田
邦
夫（
56
期
）

　

今
か
ら
64
年

前
の
昭
和
32
年

夏
、
上
田
松
尾

高
校
野
球
部
は

甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た
。
上
田
中
学

時
代
か
ら
の
、
そ
し
て
東
信
地
区
か
ら

と
し
て
も
初
の
快
挙
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
が
実
現
し
た
裏
に
は
限
ら
れ
た
人
達

の
み
が
知
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

っ
た
。

　

先
ず
は
当
時
の
中
沢
睦
次
郎
校
長
と

木
村
頌
一
監
督
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま

る
。
甲
子
園
出
場
へ
の
熱
い
想
い
を
抱

い
て
い
た
中
沢
校
長
が
、
飯
田
出
身
で

か
つ
て
中
京
商
業
の
監
督
と
し
て
昭
和

12
～
13
年
甲
子
園
夏
春
連
覇
さ
せ
た
木

村
頌
一
さ
ん
を
、
上
田
松
尾
高
校
の
野

球
部
監
督
に
招
聘
し
た
の
だ
。
木
村
さ

ん
は
か
ね
が
ね
私
立
の
野
球
常
連
校
で

は
な
く
〝
普
通
の
公
立
進
学
高
校
〟
の

野
球
部
選
手
を
甲
子
園
に
出
場
さ
せ
た

い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
昭
和
28
年
に
中
沢
校
長
の
招
聘

を
受
け
入
れ
て
上
田
松
尾
高
校
の
国
語

科
教
師
兼
野
球
部
監
督
と
な
っ
た
。

　

木
村
監
督
は
こ
の
時
在
籍
し
て
い
た

2
、
3
年
生
の
部
員
を
全
員
退
部
さ

せ
、
1
年
生
の
部
員
（
54
期
）
の
み
の

チ
ー
ム
と
し
た
。
大
し
て
野
球
能
力
に

恵
ま
れ
て
い
な
い
生
徒
を
ゼ
ロ
か
ら
鍛

え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
熱

血
指
導
の
結
果
、
2
年
後
の
昭
和
30
年

の
夏
に
は
い
き
な
り
信
越
代
表
の
決
勝

戦
進
出
ま
で
の
チ
ー
ム
に
し
た
。
結
果

は
残
念
な
が
ら
5-

3
で
敗
退
、
伊
那

北
高
校
が
甲
子
園
初
出
場
と
な
っ
た
。

中
沢
校
長
他
関
係
者
の
悔

し
が
り
方
は
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
。
木
村
監
督
は

定
年
が
近
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
故
郷
飯
田
に
帰
り
家

業
の
神
官
を
務
め
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
中
沢
校
長

を
始
め
と
す
る
関
係
者
の

           URL   http://www.s-giken.com
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「
１�
９�

６�

４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク�

　
　

聖
火
リ
レ
ー
」
の
想
い
出

　

今
年
は
1
年
遅
れ
の
東
京
オ
リ
・
パ

ラ
の
年
。
7
月
に
開
催
を
控
え
た
現

在
、
東
京
五
輪
組
織
委
員
会
は
会
長
交

代
人
事
で
大
混
乱
、
橋
本
聖
子
氏
で
着

地
し
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る

よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
そ
ん
な
騒
ぎ
を
よ
そ
に
、
私
は
56

年
前
日
本
が
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
世
界
に
羽
ば
た
い
た
第
18
回
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
年
の
私
は
高
校
2
年
生
。
陸

上
班
に
所
属
し
1
年
次
の
右
も
左
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
競
技
生
活
か
ら
、
2
年

次
に
な
っ
て
、
や
っ
と
自
身
の
競
技
に

対
し
多
少
の
自
信
が
湧
き
始
め
た
頃
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
丁
度
そ

の
頃
に
巡
り
合
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
し
た
。
こ
の
紙
面
で
は
長
野
県

内
で
56
年
前
に
実
施
さ
れ
た
「
１
９

６
４
年
聖
火
リ
レ
ー
」
を
、
当
時
の

資
料
を
辿
り
な
が
ら
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

　

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
会
式
は
10
月
10
日
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
長
野
県
内
で
の
「
聖
火

リ
レ
ー
」
は
軽
井
沢
町
で
の
馬
術
競
技

に
合
わ
せ
、
10
月
14
日
と
15
日
に
川
中

島
町
～
軽
井
沢
町
間
75
・
5
㎞
、
45
区

間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
下
記
市
町
村

名
は
当
時
の
呼
称
）。
全
体
の
「
聖
火

リ
レ
ー
」
は
、
沖
縄
が
ス
タ
ー
ト
と
な

り
国
内
を
北
上
し
ま
し
た
が
、
そ
の
経

路
は
手
元
に
資
料
が
な
い
う
え
私
の
記

憶
も
定
か
で
な
く
、
ご
紹
介
で
き
な
い

の
は
残
念
で
す
。

『
10
月
14
日　

14
：
00
聖
火
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
て
川
中
島
町
に
到
着

14
：
20
川
中
島
町
を
出
発
→
14
：
34
篠

ノ
井
市
→
14
：
57
更
埴
市
→
15
：
30
戸

倉
町
→
15
：
56
坂
城
町
→
18
：
28
上
田

市
（
市
役
所
一
泊
）

10
月
15
日　

9
：
45
上
田
市
（
市
役

所
）
を
出
発
→
10
：
23
東
部
町
→
11
：

00
小
諸
市
→
12
：
01
御
代
田
町
→
12
：

19
軽
井
沢
町　

馬
術
競
技
場
到
着
』

　

そ
こ
で
、
2
日
間
に
わ
た
る
「
聖
火

リ
レ
ー
」
の
内
、
上
田
市
内
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

尚
、
高
校
名
、
中
継
地
点
名
な
ど
は

当
時
発
表
さ
れ
た
表
示
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

聖
火
は
国
道
18
号
線
を
南
下
し
、
坂

城
町
か
ら
17
番
目
の
中
継
所
「
上
田
市

標
前
」
で
上
田
城
南
高
校
の
リ
レ
ー
隊

員
（
生
徒
）
に
引
継
が
れ
、「
塩
尻
小

学
校
前
」
ま
で
走
行
。

　

こ
こ
か
ら
も
上
田
城
南
高
校
に
よ

り
、
19
番
目
の
「
千
曲
バ
ス
駐
車
場

前
」
に
到
着
。
続
い
て
我
が
上
田
高
校

に
引
継
が
れ
、
20
番
目
の
「
裁
判
所

前
」
迄
の
リ
レ
ー
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
「
裁
判
所
前
」
か
ら
第
1
日
目
の
最

終
目
的
地
21
番
目
の
「
上
田
市
役
所

前
」
ま
で
、
我
が
陸
上
班
も
他
の
運
動

班
メ
ン
バ
ー
と
共
に
リ
レ
ー
に
参
加
。

正
走
者
は
当
時
3
年
生
の
羽
田
健
一
郎

氏
（
現　

陸
文
会
会
長
）、
隋
走
者
と

し
て
当
時
キ
ャ
プ
テ
ン
の
成
澤
三
雄
氏

（
現
陸
文
会
関
東
支
部
長
）、
2
年
生
で

は
石
沢
健
司
氏
、
北
沢
清
美
氏
、
荻
原

功
氏
（
故
人
）
の
合
計
6
名
で
、
私
も

陸
上
班
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

聖
火
は
市
役
所
で
一
泊
し
、
翌
日
は

「
上
田
市
役
所
前
」
か
ら
18
号
線
沿
い
の

22
番
目
の
中
継
地
「
日
本
無
線
K�

K
前
」

ま
で
を
上
田
千
曲
高
校
、
そ
し
て
「
神
川

バ
ス
停
留
所
」
ま
で
は
上
田
染
谷
丘
高

校
が
リ
レ
ー
。
次
の
24
番
目
「
大
屋
駅
入

口
」
ま
で
は
、
上
田
千
曲
高
校
が
再
度
リ

レ
ー
し
「
信
濃
東
部
自
動
車
教
習
所
前
」

へ
、
そ
こ
か
ら
「
田
中
バ
ス
停
留
所
」
ま

で
は
上
田
東
高
校
が
担
当
。
上
田
市
内

の
高
校
5
校
に
よ
る
「
聖
火
リ
レ
ー
」

が
無
事
完
走
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降

の
東
部
町
か
ら
軽
井
沢
町
間
も
聖
火
は

順
調
に
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
中
継
地
点
間
の
距
離
は
、
最
短

1
・
0
㎞
か
ら
最
長
2
・
0
㎞
の
間
で
設

定
さ
れ
、
1
区
間
当
た
り
正
走
者
及
び

隋
走
者
合
計
23
名
の
高
校
生
が
一
団
と

な
り
、
45
区
間
、
総
勢
１
，０
３
５
名

が
参
加
し
て
の
「
聖
火
リ
レ
ー
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
予
定

さ
れ
て
い
る
聖
火
リ
レ
ー
は
こ
の
3
月

25
日
に
、「
２
０
２
０
年
聖
火
リ
レ
ー
」

と
し
て
福
島
県
楢
葉
町
を
ス
タ
ー
ト

し
、
全
国
８
５
７
市
区
町
村
を
約
1
万

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
継
走
し
ま
す
。
聖
火

リ
レ
ー
は
「
剣
を
ト
ー
チ
に
替
え
て
」

平
和
の
象
徴
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
レ
ー
が
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章

の
理
念
に
ど
う
寄
り
添
っ
て
行
わ
れ
る

の
か
、
私
は
こ
の
点
に
も
注
目
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
は
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
中
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
開
催

と
な
る
わ
け
で
す
。
個
人
的
に
は
開
催

を
大
い
に
望
ん
で
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
を
ど
う
判
断
し
開
催
の
是
非

を
決
定
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
頃
に
は
判
明
し
て
い
ま
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
若
人
で
あ
り
ま

し
た
皆
さ
ん
、
国
道
18
号
線
沿
い
に

「
１
９
６
４
年
聖
火
リ
レ
ー
」
を
想

像
？　

走
破
し
て
頂
く
の
は
如
何
で
し

ょ
う
。
昔
の
ア
ス
リ
ー
ト
（
自
称
）
か

ら
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。

２�

０�

２�

１
年
3
月
1
日

陸
文
会
副
会
長　

山
﨑
一
郎（
64
期
）記

山崎一郎さん～中継所「裁
判所前」にて

山崎さんが観戦した陸上競技のチケット（表と裏）

聖火リレー名簿「上田高校」
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【
新
企
画�

班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
紹
介
】�

�
第
2
回　
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
同
窓
会

　

ギ
タ
ー
・
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
は

１
９
６
４
年（
昭

和
39
年
）
に
4
名

の
女
学
生
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
０
０
１

年（
平
成
13
年
）

に
部
員
減
少
に
よ

り
、
廃
部
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
お
よ
そ

２
７
０
名
の
部
員
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。

　

廃
部
後
、
Ｏ
Ｂ
会
な
る
も
の
も
な
く

十
数
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
た
ま
た
ま
3
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

再
会
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

〝
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
同
窓

会
〟
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
先
ず
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
情
報
を
か

き
集
め
て
名
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

し
て
2
年
後
に
待
望
の
第
1
回
同
窓
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ

の
際
、
ど
う
せ
集
ま
る
の
な
ら
ば
や
は

り
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
も
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
早
速
メ
ン
バ
ー

を
集
め
、
月
1
回
の
練
習

を
開
始
し
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
14
名
も
集
ま

り
、
練
習
会
場
も
東
御
市

の
メ
ン
バ
ー
の
古
民
家
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は

柏
市
や
つ
く
ば
市
に
在
住

の
方
も
い
ま
す
が
、
都
合

の
つ
く
限
り
練
習
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
何
十
年
振

り
か
に
楽
器
を
手
に
し
た

方
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
昔
取
っ
た
杵
柄
で
直

ぐ
に
素
敵
な
音
色
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

母
校
に
は
唯
一
マ
ン
ド
セ

ロ
と
言
う
楽
器
が
残
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
現
在
は

そ
れ
も
借
用
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。

　

第
1
回
同
窓
会
に
は
40

名
が
集
ま
り
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
大
変
好
評
で
し

た
の
で
、
今
後
も
継
続
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昨

年
は
第
4
回
目
の
予
定
で
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
同
窓
会

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
1

年
か
け
て
練
習
し
た
成
果
を
発
表
し
た

い
と
の
思
い
で
、
同
窓
会
館
を
借
り
て

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
観
客
で
行
な

い
、
ネ
ッ
ト
で
動
画
配
信
し
ま
し
た
。

【
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
歩
み
】

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）：
64
期
の
4
名
が

創
立

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
3
月
：
最
後
の
ク

ラ
ブ
員
1
名
（
99
期
）
が
卒
業
し
、
廃
部

　

＊�

こ
の
37
年
間
に
約
２
７
０
名
の
ク
ラ
ブ
員

が
在
籍��

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
7
月
：
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
3
名
が
再
会
し
、
同
窓
会
設
立
を
計
画

　

＊
こ
の
間
に
同
窓
会
員
名
簿
作
成

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
11
月
：
第
1
回
同

窓
会
開
催
（
参
加
者
40
名
）

　

＊
以
後
毎
年
11
月
に
開
催

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
様
々
な
制
限
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
ギ
タ

ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
は
マ
ス
ク
を
し
て
も

演
奏
で
き
ま
す
の
で
、
感
染
予
防
を
徹

底
し
て
月
1
回
の
練
習
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
東
圏
の
メ
ン
バ
ー
は
リ

モ
ー
ト
を
使
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
休
憩
中

の
茶
話
会
が
十
分
に
出
来
な
い
の
が
一

番
残
念
な
こ
と
で
す
。
今
年
も
11
月
13

日
の
同
窓
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
見
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
、
是
非
同
窓
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、〝Facebook

グ

ル
ー
プ
〟
で
交
流
し
て
い
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
左
記
の
幹
事
ま
で
お
願
い

致
し
ま
す
。

［
幹
事
］　

金
井
正
広
（
69
期
）090-

7213-5315

、kanaifam
@
janis.

or.jp

、
北
沢
（
宮
島
）
真
澄
（
73
期
）

090-4051-0240

、
清
水
（
塚
田
）

ま
す
み
（
73
期
）090-5808-5915

ｷﾞﾀｰ・ﾏﾝﾄﾞﾘﾝｸﾗﾌﾞ同窓会

 演奏メンバー募集中！

★上田高校ギター・マンドリンクラブOB/OGの親睦会です

★月1回、東御にて練習会開催中（リモート参加もOK)
★年1回、上田にて総会及び演奏会開催
★OB/OGの皆様、ご連絡をお待ちしています
幹事： 金井正広(69期) (090-7213-5315、kanaifam@janis.or.jp）
　　　北沢真澄(73期)
　　　清水ますみ(73期)

ｷﾞﾀｰ・ﾏﾝﾄﾞﾘﾝｸﾗﾌﾞ同窓会

 演奏メンバー募集中！

★上田高校ギター・マンドリンクラブOB/OGの親睦会です

★月1回、東御にて練習会開催中（リモート参加もOK)
★年1回、上田にて総会及び演奏会開催
★OB/OGの皆様、ご連絡をお待ちしています
幹事： 金井正広(69期) (090-7213-5315、kanaifam@janis.or.jp）
　　　北沢真澄(73期)
　　　清水ますみ(73期)

部室の看板（「古城の門」より）

2019年のミニコンサート2019年の同窓会参加者

50年後の姿

1969年の松尾祭 1969年のコンサート
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Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
発
展
可
能
性�

�

上
田
高
等
学
校
学
校
長　
北
澤　
潔

　

4
月
1
日
付
け
で
、
こ
の
伝
統
あ
る

上
田
高
等
学
校
の
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
関
東
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
様
々
な
面
で
本
校
の

教
育
活
動
に
対
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
ま
ず
は
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
月
6
日
の
入
学
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
来

賓
は
ご
招
待
せ
ず
、
保
護
者
の
皆
様
に

は
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
参
加
い

た
だ
く
と
い
う
変
則
的
な
形
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
日
制
３
２
２
名
、
定
時
制

16
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

令
和
3
年
度
が
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
の
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
様
々
な
制
限
を
受
け
な

が
ら
の
教
育
活
動
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
本
校
は
、

昨
年
4
月
に
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ

ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
構
築
支
援
事
業
に
お
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
拠
点
校
に
指
定
さ
れ
、

共
同
実
施
校
で
あ
る
松
本
県
ヶ
丘
高
等

学
校
、
11
校
の
県
内
連
携
校
、
さ
ら
に

4
校
の
海
外
の
連
携
校
と
と
も
に
Ａ
Ｌ

（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
取
組
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
27
年

に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指
定
さ
れ
て
以
降
、

学
校
設
定
科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ

ィ
（
Ｇ
Ｓ
）」
を
各
学
年
に
配
置
し
て

の
取
組
、
県
内
外
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
台
湾
研
修
旅
行
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ボ
ス
ト
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
実

施
な
ど
、
様
々
な
探
究
的
な
学
び
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
社
会
課
題
に

対
す
る
関
心
と
深
い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
能
力
等

の
国
際
的
教
養
を
身
に
付
け
、
将
来
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
の
学
び

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
が
評
価
さ
れ
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
開
発
拠

点
校
の
指
定
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

本
校
が
、
一
方
で
、
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
的
に
も
先
端
を
行
く
学
び
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
は
誇
っ
て
よ
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

数
年
前
ま
で
、
高
校
は
地
域
に
対
し

て
開
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
は
い
え

ず
、
高
校
間
で
の
連
携
も
学
習
に
関
わ

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
状
況
で
し
た
。
現
在
は
、
課
題
研

究
発
表
会
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
高
校

の
生
徒
・
教
員
が
相
互
に
行
き
来
し
た

り
、
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
連
携
と

交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
が
メ
イ
ン
に

な
り
ま
し
た
が
、
発
表
会
だ
け
で
な
く

課
題
研
究
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
学
校

の
枠
を
超
え
た
連
携
が
で
き
れ
ば
、
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
、
県
内
の
高
校
に
お
け

る
「
探
究
的
な
学
び
」
は
、
各
校
の
特

色
を
活
か
し
な
が
ら
の
実
践
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
及
び
技
術
も
飛
躍
的
に
向
上
し

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の

事
業
に
よ
り
、
高
校
間
の
様
々
な
連
携

を
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度
に

は
高
校
生
国
際
会
議
の
開
催
を
目
指

し
、
さ
ら
に
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て

大
学
教
育
の
先
取
り
履
修
を
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
な
ど
、
本
校

が
中
心
と
な
っ
て
の
取
組
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

伝
統
や
歴
史
を
守
り
尊
重
し
な
が
ら

も
、
先
進
的
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
前
向
き
の
姿
勢
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
東
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
後
輩
の
取
組
と
活
躍
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

　

野
沢
北
高
等
学
校
校
長
か
ら
県
教
育

委
員
会
学
び
の
改
革
支
援
課　

教
育

幹
兼
高
等
教
育
指
導
係
長
を
歴
任

　

専
門
教
科
は
社
会
科
公
民

　

中
学
時
代
は
坂
城
中
学
校
に
2
年
間

在
籍
、
上
田
高
校
79
期
に
は
同
中
学
校

同
窓
の
方
が
大
勢
い
る

卒
業
式
の
報
告

　

令
和
2
年
度
の
卒
業
式
は
、
昨
年
度

同
様
に
、
卒
業
生
、
職
員
、
在
校
生
代

表
一
名
の
み
の
出
席
で
、
三
月
二
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
玄
関

前
で
、
在
校
生
が
班
活
の
先
輩
を
送
る

風
物
詩
と
も
言
え
る
風
景
も
、
各
班
代

表
者
二
名
の
み
と
い
う
制
限
の
も
と
で

の
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
廣
田
校
長
の
本
校
で
の
最
後

の
式
辞
よ
り
一
部
を
ご
紹
介
し
て
、
卒

業
式
の
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

『
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
明
け
な
い
夜

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
々
は
世
界
を
少
し
で
も
良
い
も
の

に
し
よ
う
と
ひ
た
む
き
に
願
っ
て
お

り
、
そ
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

人
類
の
連
帯
の
力
を
発
揮
す
る
時
が
、

必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
共
有
す
る
こ
の
不
条
理
に

満
ち
た
若
い
一
時
期
の
思
い
出
は
、こ
こ

に
い
る
一
人
一
人
を
互
い
に
さ
ら
に
強

く
結
び
付
け
、
社
会
の
建
設
の
た
め
に

尽
く
す
力
と
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
確

か
な
拠
り
所
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
の
卒
業
を
心
か
ら

祝
福
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卒

業
式
へ
の
列
席
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い

た
、
保
護
者
の
皆
様
、
同

窓
生
の
皆
様
、
学
校
評
議

員
の
皆
様
ほ
か
、
本
校
の

教
育
活
動
に
日
頃
か
ら
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

っ
て
い
る
皆
様
に
、
篤
く

御
礼
を
申
し
上
げ
、
私
の

式
辞
と
致
し
ま
す
。』

�

同
窓
会
担
当　

百
瀬
慎
一

県
４
校
対
抗
バ
ス
ケ

優
勝
回
数
で
ト
ッ
プ
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室内楽班が全日本オケフェスに出場

上
田
高
校
の
室
内
楽
班
が
昨
年
12
月

25
〜
28
日
に
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
青

年
館
で
開
催
さ
れ
た
第
26
回
全
国
高
等

学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
（
全
日

本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
主

催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

79
校
が
出
場
す
る
中
、
今
年
の
室
内

楽
班
は
、
３
年
生
が
卒
業
後
、
部
長
の

中
村
綾
花
さ
ん
ら
２
年
生
と
、
新
入
学

の
１
年
生
に
よ
る
21
人
の
少
数
編
成
。

フ
ェ
ス
で
は
顧
問
の
柳
澤
哲
、
宮
下
靖

弘
先
生
も
演
奏
に
加
わ
っ
て
Ａ
・
コ
レ

ッ
リ
作
曲
の「
合
奏
協
奏
曲
８
番
Ｏ
ｐ
．

美しいハーモニーを響かせた班員

６
ト
短
調
（
ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
）」

を
演
奏
。
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
弦
楽
器
に
チ

ェ
ン
バ
ロ
を
加
え
た
華
や
か
な
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
響
か
せ
、
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

選
抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
47
人
）
に
は

篠
原
七
海
さ
ん
、
中
村
部
長
、
水
野
ま

い
華
さ
ん
、
土
屋
有
里
恵
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
「
交
響
曲
５
番
Ｏ
ｐ
．
64
ホ
短
調
」

を
奏
で
、貴
重
な
体
験
を
積
み
ま
し
た
。

3
年
連
続
で
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
同
窓
会
　
上
田
で
開
催

　
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
第
３

回
同
窓
会
が
昨
年
11
月
17
日
、
上
田
市

内
の
「
さ
さ
や
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
始
ま

り
、
記
念
撮
影
の
後
、
再
会
を
祝
し
て

乾
杯
し
て
歓
談
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
を
報
告
。ギ
タ
ー
の
独
奏
も
あ
り
、

和
や
か
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
奏
メ
ン
バ
ー
は
13
人
。
県

内
の
ほ
か
東
京
、
千
葉
、
茨
城
な
ど
か

ら
、
東
御
市
の
ひ
め
こ
ざ
わ
ハ
ウ
ス
に

月
一
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
差
し
入
れ
に
来
て
く
れ
た
方
、「
同

窓
会
に
は
参
加
で
き
な
い
の
で
」
と
、

遠
方
か
ら
姫
小
沢
ま
で
演
奏
を
聴
き
に

来
て
く
れ
る
方
も
い
て
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
に
も
緊
張
感
の
あ
る
練
習

を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
唯
一
高
校
に
残
さ
れ
て
い

た
楽
器
「
マ
ン
ド
セ
ロ
」
を
お
借
り
す

る
こ
と
が
で
き
、
い
っ
そ
う
深
み
の
あ

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
丘
を
越
え
て
」

を
は
じ
め
「
碧
空
」、「
古
戦
場
の
秋
」、

「
テ
・
キ
エ
ロ
・
デ
ィ
ヒ
ス
テ
」
の
四

曲
を
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
お
決

ま
り
の
「
校
歌
」
を
参
加
者
全
員
で
熱

唱
し
ま
し
た
。

　
３
年
連
続
で
の
第
３
回
目
の
同
窓
会

と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
24
人
。
前

回
に
比
べ
、や
や
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

近
況
報
告
で
は
「
よ
う
や
く
初
め
て
参

加
で
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
方

も
い
て
、
回
を
重
ね
る
こ
と
の
良
さ
と

幸
せ
を
感
じ
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
今
野
ゆ
り
子（
75
期
）全員で集合写真

　
長
野
県
4
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｏ
Ｂ
記
念
大
会
が
昨
年
８
月
13
日
、
諏

訪
清
陵
高
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
は
長
野
高
校
、
松
本
深
志
高

校
、
諏
訪
清
陵
高
校
、
上
田
高
校
の
四

校
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

関
東
地
区
で
、
ま
た
５
年
ご
と
に
地

元
で
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

１
９
７
９
年
の
第
１
回
か
ら
数
え
て
40

回
目
に
当
た
る
今
回
は
、
諏
訪
清
陵
高

校
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
各
校
の
若
手
か
ら
年
配
の
Ｏ
Ｂ
が
一

堂
に
会
し
４
校
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行

っ
た
。結
果
は
松
本
深
志
高
校
が
優
勝
、

我
が
上
田
高
校
は
最
下
位
４
位
に
終
わ

っ
た
。
　

　
し
か
し
、
過
去
40
回
中
17
回
優
勝
し

て
お
り
、
優
勝
回
数
で
は
ト
ッ
プ
で
あ

る
。

　
Ｏ
Ｂ
の
対
抗
戦
と
並
行
し
て
４
校
の

現
役
高
校
生
の
対
抗
戦
も
行
わ
れ
、
こ

ち
ら
は
上
田
高
校
が
優
勝
し
た
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
異
な
る
高
校
の
Ｏ
Ｂ
の
交
流
が
40
年

も
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
も
貴

重
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
各
校
協
力

し
て
こ
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
き
た

い
。
目
標
は
１
０
０
年
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
順
三（
76
期
）

職員だけに見送られて退場する卒
業生



うえだ　102 号　P13

み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て�

�
旧
一
学
年
担
当　
竹
内
光
礼

　

こ
の
一
年
間
は
多
く
の
行
事
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
ん
な
中
で

も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、

実
現
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
は
文
化
祭

で
踊
り
続
け
る
あ
の
衝
撃
的
な
ダ
ン
ス

を
体
験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
9

月
の
松
尾
祭
運
動
の
部
で
は
、
文
化
祭

と
コ
ラ
ボ
し
た
新
行
事
を
考
え
出
し
ま

し
た
。
8
月
下
旬
の
課
題
研
究
入
門
で

は
、
本
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
よ
る

対
面
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
手
段

を
考
え
ま
し
た
。
11
月
の
学
習
合
宿
で

は
、
ホ
テ
ル
・
旅
行
会
社
・
学
校
が
連

絡
を
密
に
と
り
な
が
ら
不
便
さ
を
超
克

し
て
、
佐
久
市
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
普
通
で
な
い
環
境
下
で

活
き
活
き
と
活
動
が
で
き
た
の
は
生
徒

の
頑
張
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
窓

会
・
保
護
者
の
皆
様
の
生
徒
へ
の
見
守

り
も
大
き
な
後
押
し
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
行
事
の
計
画
を
立
て

る
度
に
実
施
す
る
か
否
か

の
判
断
に
悩
ん
で
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
時
に
同
窓

会
・
保
護
者
の
皆
様
か
ら

暖
か
い
後
押
し
が
あ
り
前

へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
が
ま
ん
、が
ま
ん
の
一
年
間
」�

�

旧
二
学
年
担
当　
百
瀬
慎
一

　

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
の

変
更
を
否
応
な
く
迫
ら
れ
た
中
、
高
校

生
活
も
同
様
で
、
一
言
で
表
現
す
る

と
、
標
題
の
よ
う
に
「
が
ま
ん
、
が
ま

ん
の
一
年
間
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

高
校
二
年
と
い
う
と
、
行
事
や
特
別

活
動
の
上
で
最
も
充
実
し
た
学
年
に
な

る
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ

て
が
中
止
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

一
年
間
で
し
た
。

　

台
湾
へ
の
研
修
旅
行
の
中
止
、
首
都

圏
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
止
、
松
尾

祭
の
中
止
と
、
大
き
な
行
事
は
す
べ
て

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
上
田
城
址

で
の
花
見
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の
飲
食

を
伴
っ
た
お
楽
し
み
な
ど
、
す
べ
て
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
二
学
年
の
担
当
は
、
こ
れ
で

は
あ
ま
り
に
も
不
憫
と
考
え
、
今
年
三

月
初
旬
予
定
で
、
福
島
の
震
災
関
連
の

学
習
を
中
心
と
し
た
国
内
旅
行
を
計
画

し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
昨
年
冬
に
か

け
て
の
感
染
者
の
急
増
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
べ
く
、
Ｗ

Ｗ
Ｌ
係
の
先
生
方
の
尽
力
で
、
本
来
訪

問
し
交
流
す
る
は
ず
だ
っ
た
台
湾
の
高

級
中
学
と
の
リ
モ
ー
ト
交
流
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
せ
め
て
も
の

救
い
で
し
た
。

　

人
生
す
べ
て
一
期
一
会
で
す
が
、
特

に
三
年
間
と
い
う
短
い
高
校
生
活
は
、

「
今
で
な
く
て
は
」
と
い
う
こ
と
ば
か

り
で
、
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

な
ん
と
も
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

定
時
制
三
年
生
の
特
別
な
一
年
間�

�

旧
三
学
年
担
任　
長
谷
部
研
一

　

四
月
に
始
業
し
、
久
し
ぶ
り
に
生
徒

に
会
え
た
と
思
う
間
も
な
く
数
日
間
で

休
校
に
。
一
か
月
以
上
の
休
校
が
明
け

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
普
段
で
さ
え

空
間
の
多
い
定
時
制
の
教
室
で
、
更
に

間
隔
を
空
け
た
座
席
。
給
食
の
時
間
も

向
か
い
合
わ
な
い
よ
う
に
配
置
さ
れ
た

席
で
食
べ
、
会
話
は
控
え
る
。
制
約
さ

れ
た
中
で
過
ご
す
学
校
生
活
は
、
生
徒

に
と
っ
て
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
と
り
わ
け
三
年
生
に
と
っ

て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
修
学
旅
行
が

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒
に
と
っ
て
は

マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
る
現
実

の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
確
実
に
、
物
事

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
て
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
頭
で
考
え
な
く
て
も
、

そ
れ
な
り
に
物
事
が
進
ん
で
い
く
環
境

に
慣
れ
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ

の
状
況
は
必
要
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
経
験
を
プ
ラ
ス
に
変
え

て
、
卒
業
し
て
い
っ
た
四
名
（
三
修

生
）
に
は
飛
躍
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
一
年
後
に
卒
業
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
九
名
の
生
徒
に
は
更
に
大
き

く
な
っ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
年
生
で
は
、
生
徒
は
不
安
定
な
状

況
が
続
く
中
、
学
習
や
多
様
な
体
験
を

と
お
し
て
自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
、

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
時
間
と
向
き
合
い
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
職
員
は
、
生
徒
が
学
力
を

さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
班
活
動

で
は
一
層
活
躍
で
き
る
そ
ん
な
環
境
を

継
続
し
て
整
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

同
窓
会
・
保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
変
わ

ら
ぬ
暖
か
い
見
守
り
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
年
間
の
締
め
と
し
て
私

た
ち
が
生
徒
か
ら
受
け
取
っ
た
一
番
う

れ
し
い
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
先

生
、
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」

中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き

な
こ
と
で
し
た
。
学
校
で
の

日
常
で
は
得
ら
れ
な
い
仲
間

と
の
交
流
や
、
多
く
の
生
徒

に
と
っ
て
初
め
て
と
な
る
関

西
方
面
で
の
数
々
の
体
験
。

生
徒
た
ち
が
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
な
れ
る
機
会
で

あ
っ
た
だ
け
に
残
念
で
な
り

密を避けての学習合宿

リモートでの台湾交流の一コマ

生徒生活体験発表会
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学
校
生
活
を
裏
か
ら�

�
支
え
る
生
徒
会�

�
生
徒
会
長　
高
本
志
世

　

生
徒
会
長

の
高
本
志
世

で
す
。
私
は

現
代
音
楽

班
、
混
声
合

唱
班
、
国
際
問
題
研
究
班
に
所
属
す
る

文
系
男
子
で
す
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
、

こ
ん
な
人
物
が
生
徒
会
長
を
や
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
幸
か
不
幸
か
こ
ん
な
時
期
に

生
徒
会
長
の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
よ
り

良
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
生
徒
会
役
員
共
々
日
々
励
ん
で

い
ま
す
。
表
面
上
、
振
り
返
る
こ
と
も

無
い
程
度
の
活
動
し
か
見
せ
て
な
い
生

徒
会
で
す
が
、
そ
の
裏
で
は
例
年
に
な

い
活
動
も
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ

挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
上
小
地
区
生

徒
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
で

す
。
上
田
高
校
が
主
催
し
て
近
隣
の
高

校
の
生
徒
会
役
員
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
文
化
祭
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
来

年
度
の
生
徒
会
に
も
引
き
継
い
で
い
く

予
定
で
す
。

　

こ
ん
な
ご
時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
会
が
行
っ
て
い
く
活
動
の
本
質
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
生

徒
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る

の
み
で
す
。
そ
し
て
生
徒
会
最
大
の
活

動
と
し
て
7
月
に
は
松
尾
祭
が
待
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
出
来
る
最
大

限
最
高
の
松
尾
祭
を
皆
さ
ん
に
届
け
ま

す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

コ
ロ
ナ
禍
の
混
声
合
唱
班�

�

混
声
合
唱
班
顧
問　
音
楽
科
教
諭�

�

　
宮
下
靖
弘
（
91
期
）

　

上
田
高
校
に
は
、
か
つ
て
立
派
な
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う

話
は
知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
合
唱
班

が
「
混
声
合
唱
班
」
と
名
を
変
え
て
ど

れ
く
ら
い
の
時
が
経
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

令
和
元
年
度
の
夏
に
3
年
生
が
引
退

し
た
後
、
混
声
合
唱
班
は
〝
混
声
〟

〝
合
唱
〟
と
名
乗
っ
て
い
な
が
ら
班
員

が
女
子
生
徒
1
名
の
み
に
な
り
、
危
機

的
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
慌
て
て
班
員

募
集
に
力
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
少
し
ず

つ
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
現
在
は
班
員
8

名
。
ま
だ
ま
だ
人
数
は
少
な
い
で
す

が
、
そ
れ
で
も
混
声
と
名
乗
れ
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
末
か
ら
コ
ロ
ナ
に

振
り
回
さ
れ
て
、
今
も
「
歌
唱
活
動
は

最
も
危
険
な
行
為
」
と
ま
で
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
歌
を
奪
わ
れ
て
1
年
に
な
り

ま
す
が
、
生
徒
達
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
歌
唱
活
動
の
あ
り
方
に
細
心
の
注
意

を
し
な
が
ら
、
つ
い
先
日
（
令
和
3
年

3
月
27
日
）
に
本
校
同
窓
会
ホ
ー
ル
で

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
演
奏
会
の

名
称
は「
第
1
回
定
期
演
奏
会
」で
す
。

　

長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
て
い
る
本

校
混
声
合
唱
班
で
、
松
尾
祭
公
演
以
外

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
こ
の
演
奏
会
が

1
回
目
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
今
回
の
演
奏
会
は
、
生
徒
達

に
と
っ
て
ま
さ
に
初
め
て
の
定
期
演
奏

会
で
あ
り
、
混
声
合
唱
班
の
新
し
い
歴

史
を
作
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
時
代
か
ら
続
い
て
い

る
本
校
合
唱
班
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
現

在
も
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

僕
た
ち
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班
は
、
一

つ
で
も
多
く
の
勝
利
を
挙
げ
る
べ
く

日
々
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
春
か

ら
夏
の
す
べ
て
の
公
式
大
会
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

顧
問
の
先
生
方
の
ご
尽
力
と
保
護
者
の

皆
様
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
3
年
生
は

東
信
地
区
内
の
み
の
交
流
戦
形
式
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
大
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
方
か

ら
引
き
継
い
だ
想
い
、
そ
れ
は
す
な
わ

ち
「
い
つ
如
何
な
る
時
も
冷
静
な
頭
脳

と
熱
い
情
熱
を
も
っ
て
練
習
及
び
試
合

に
臨
み
、
明
日
の
成
長
を
信
じ
て
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
む
」
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、「
勇
往
邁
進
」
の
横
断
幕
を

仰
ぎ
見
る
度
に
そ
れ
を
思
い
返
し
て
、

仲
間
と
共
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
春
高
県
内
予
選
に
て
2
年

ぶ
り
の
県
大
会
出
場
、
東
信
新
人
大
会

で
は
地
区
内
5
位
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
長
野
県
大
会
に
お
い
て
念
願
の
一

勝
を
挙
げ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
優
勝

校
の
岡
谷
工
業
に
は
完
敗
し
ま
し
た

が
、
そ
の
敗
戦
を
糧
に
新
し
い
課
題
を

見
い
だ
し
て
、
技
術
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
最
近
は
長
野
県
上
位
校
と

の
練
習
試
合
に
お
い
て
も
今
ま
で
以
上

の
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
、
意
気
昂
然

と
出
陣
す
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
よ
り
一
層
の
精
進
を
重

ね
、
勝
利
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

「
勇
往
邁
進
」
を�

�

胸
に
刻
ん
で�

�

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班

　

上
田
高
校
同
窓
生
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班
で
す
。

県
４
校
対
抗
バ
ス
ケ

優
勝
回
数
で
ト
ッ
プ
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室内楽班が全日本オケフェスに出場

上
田
高
校
の
室
内
楽
班
が
昨
年
12
月

25
〜
28
日
に
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
青

年
館
で
開
催
さ
れ
た
第
26
回
全
国
高
等

学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
（
全
日

本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
主

催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

79
校
が
出
場
す
る
中
、
今
年
の
室
内

楽
班
は
、
３
年
生
が
卒
業
後
、
部
長
の

中
村
綾
花
さ
ん
ら
２
年
生
と
、
新
入
学

の
１
年
生
に
よ
る
21
人
の
少
数
編
成
。

フ
ェ
ス
で
は
顧
問
の
柳
澤
哲
、
宮
下
靖

弘
先
生
も
演
奏
に
加
わ
っ
て
Ａ
・
コ
レ

ッ
リ
作
曲
の「
合
奏
協
奏
曲
８
番
Ｏ
ｐ
．

美しいハーモニーを響かせた班員

６
ト
短
調
（
ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
）」

を
演
奏
。
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
弦
楽
器
に
チ

ェ
ン
バ
ロ
を
加
え
た
華
や
か
な
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
響
か
せ
、
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

選
抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
47
人
）
に
は

篠
原
七
海
さ
ん
、
中
村
部
長
、
水
野
ま

い
華
さ
ん
、
土
屋
有
里
恵
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
「
交
響
曲
５
番
Ｏ
ｐ
．
64
ホ
短
調
」

を
奏
で
、貴
重
な
体
験
を
積
み
ま
し
た
。

3
年
連
続
で
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
同
窓
会
　
上
田
で
開
催

　
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
第
３

回
同
窓
会
が
昨
年
11
月
17
日
、
上
田
市

内
の
「
さ
さ
や
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
始
ま

り
、
記
念
撮
影
の
後
、
再
会
を
祝
し
て

乾
杯
し
て
歓
談
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
を
報
告
。ギ
タ
ー
の
独
奏
も
あ
り
、

和
や
か
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
奏
メ
ン
バ
ー
は
13
人
。
県

内
の
ほ
か
東
京
、
千
葉
、
茨
城
な
ど
か

ら
、
東
御
市
の
ひ
め
こ
ざ
わ
ハ
ウ
ス
に

月
一
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
差
し
入
れ
に
来
て
く
れ
た
方
、「
同

窓
会
に
は
参
加
で
き
な
い
の
で
」
と
、

遠
方
か
ら
姫
小
沢
ま
で
演
奏
を
聴
き
に

来
て
く
れ
る
方
も
い
て
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
に
も
緊
張
感
の
あ
る
練
習

を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
唯
一
高
校
に
残
さ
れ
て
い

た
楽
器
「
マ
ン
ド
セ
ロ
」
を
お
借
り
す

る
こ
と
が
で
き
、
い
っ
そ
う
深
み
の
あ

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
丘
を
越
え
て
」

を
は
じ
め
「
碧
空
」、「
古
戦
場
の
秋
」、

「
テ
・
キ
エ
ロ
・
デ
ィ
ヒ
ス
テ
」
の
四

曲
を
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
お
決

ま
り
の
「
校
歌
」
を
参
加
者
全
員
で
熱

唱
し
ま
し
た
。

　
３
年
連
続
で
の
第
３
回
目
の
同
窓
会

と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
24
人
。
前

回
に
比
べ
、や
や
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

近
況
報
告
で
は
「
よ
う
や
く
初
め
て
参

加
で
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
方

も
い
て
、
回
を
重
ね
る
こ
と
の
良
さ
と

幸
せ
を
感
じ
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
今
野
ゆ
り
子（
75
期
）全員で集合写真

　
長
野
県
4
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｏ
Ｂ
記
念
大
会
が
昨
年
８
月
13
日
、
諏

訪
清
陵
高
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
は
長
野
高
校
、
松
本
深
志
高

校
、
諏
訪
清
陵
高
校
、
上
田
高
校
の
四

校
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

関
東
地
区
で
、
ま
た
５
年
ご
と
に
地

元
で
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

１
９
７
９
年
の
第
１
回
か
ら
数
え
て
40

回
目
に
当
た
る
今
回
は
、
諏
訪
清
陵
高

校
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
各
校
の
若
手
か
ら
年
配
の
Ｏ
Ｂ
が
一

堂
に
会
し
４
校
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行

っ
た
。結
果
は
松
本
深
志
高
校
が
優
勝
、

我
が
上
田
高
校
は
最
下
位
４
位
に
終
わ

っ
た
。
　

　
し
か
し
、
過
去
40
回
中
17
回
優
勝
し

て
お
り
、
優
勝
回
数
で
は
ト
ッ
プ
で
あ

る
。

　
Ｏ
Ｂ
の
対
抗
戦
と
並
行
し
て
４
校
の

現
役
高
校
生
の
対
抗
戦
も
行
わ
れ
、
こ

ち
ら
は
上
田
高
校
が
優
勝
し
た
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
異
な
る
高
校
の
Ｏ
Ｂ
の
交
流
が
40
年

も
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
も
貴

重
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
各
校
協
力

し
て
こ
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
き
た

い
。
目
標
は
１
０
０
年
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
順
三（
76
期
）

第 1回定期演奏会

千葉大遠征にて
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上
田
高
校
の
教
育
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
卒
業
生
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
記
述
問

題
導
入
・
英
語
外
部
検
定
試
験
導
入
に
関
わ

る
混
乱
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴
う
休

校
措
置
な
ど
厳
し
い
状
況
の
学
年
で
し
た
。

加
え
て
、
共
通
テ
ス
ト
導
入
初
年
度
、
理
科

や
公
民
の
得
点
調
整
な
ど
の
混
乱
と
い
っ
た

環
境
の
中
、
現
浪
と
も
に
健
闘
し
、
本
校
生

の
潜
在
能
力
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
に
は
現
役
生
百
六
十
名
合

格
。
東
北
大
学
・
名
古
屋
大
学
・
信
州
大
学

で
合
格
者
が
増
え
ま
し
た
。
旧
帝
一
工
で
は

現
浪
合
わ
せ
二
十
九
名
。
北
海
道
大
学
一
名
、

東
北
大
学
十
二
名
、
東
京
大
学
三
名
、
名
古

屋
大
学
七
名
、
京
都
大
学
二
名
、
大
阪
大
学

三
名
、
東
京
工
業
大
学
一
名
で
し
た
。
医
学

科
は
現
浪
で
国
公
立
大
学
一
名
、
私
立
大
学

一
名
で
し
た
。
私
立
大
で
は
、
立
命
館
大
な

ど
関
西
方
面
で
例
年
以
上
の
合
格
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
を
生
か
し
た
推
薦

型
・
総
合
選
抜
型
の
合
格
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
入
試
制
度
・
社
会
環
境
が
急
速
な
勢

い
で
変
化
す
る
中
で
す
が
、
進
路
開
拓
や
人

間
的
成
長
に
お
い
て
、
地
域
・
保
護
者
、
同

窓
会
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指

し
ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｌ
に
伴
う
新
し
い
学
び
の
実

現
と
と
も
に
、
進
路
希
望
成
就
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

進
路
指
導
主
事　

櫻
井　

敦

国公立現役生合格�前年度上回る160名
� コロナ禍・共通テスト導入初年度の中で大健闘！

2020年度の進学実績� 上田高校進路指導室調べ（3月末現在）
大学名 現役 既卒 大学名 現役 既卒 大学名 現役 既卒 大学名 現役 既卒

国立大学� 134 33 公立大学 26 5� 芝浦工業 14 2 金沢学院 2 0
北海道 1 0� 高崎経済 0 1� 順天堂 2 1 金沢工業 6 1�
秋田 0 1� 前橋工科 2 0� 上智 1 0 北陸 2 1�
山形 1 0� 埼玉県立 3 0� 昭和 1 0 長野保健医療 2 0
東北 11 1� 東京都立 5 0� 昭和薬科 2 0 佐久 6 1�
茨城 3 1� 横浜市立 1 0� 成蹊 1 1 松本 1 0�
福島 2 0� 群馬県民健康 1 0� 成城 1 0 清泉女学院 7 1�
宇都宮 1 1� 新潟県立 3 0 専修 10 5 静岡理工科 1 0
筑波 0 1� 長野 2 1 大東文化 9 0 愛知 1 0�
群馬 2 2� 長野県看護 1 0 大正 2 0 愛知学院 2 0�
埼玉 4 1� 長野県立 4 0 中央 16 1� 愛知産業 1 0�
千葉 3 0� 公立諏訪東京理科 0 3 津田塾 1 2 中京 1 0�
お茶の水女子 1 0� 静岡県立 1 0 東海 6 4� 中部 2 0�
電気通信 0 1� 兵庫県立 1 0 東京家政 2 2 南山 0 6�
東京 2 1� 京都府立 1 0 東京工科 5 0 名城 2 0�
東京外国語 1 0� 秋田公立美術 1 0 東京女子 2 2 京都芸術 2 0�
東京学芸 7 1� 国公立大学計 160 38 東京電機 2 1 京都精華 1 0�
東京工業 1 0� 東京農業 3 0 京都産業 3 3�
東京芸術 1 0� 私立大学 342 122 東京理科 13 8 京都女子 1 0�
横浜国立 2 0� 国際医療福祉 6 2� 東洋 14 6 京都橘 1 0�
新潟 4 2� 高崎商科 2 0� 東邦 2 0 京都美術工芸 1 0
上越教育 2 0� 群馬パース 1 0� 東京薬科 1 0 同志社 6 1�
富山 13 1� 高崎健康福祉 2 1� 日本 13 8 立命館 15 6�
金沢 11 5� 城西 1 0� 日本獣医生命科学 1 0 龍谷 4 3�
福井 1 0� 獨協 4 1 法政 10 10 関西 5 1�
山梨 1 1� 文教 10 1 武蔵 2 0� 近畿 1 2�
信州 46 7� 女子栄養 2 0� 武蔵野美術 1 1 関西学院 5 2�
静岡 1 0� 城西国際 2 0� 明治 12 7 奈良 2 1�
三重 1 0� 秀明 3 0 明治学院 0 1 立命館アジア太平洋 3 0�
名古屋 6 1� 千葉工業 4 4� 立教 5 7� その他 21 0
名古屋工業 0 1� 明海 2 0� 立正 5 0�
京都 0 2� 青山学院 3 2� 早稲田 6 1� 公立短期大学 0 0
大阪 2 1� 学習院 0 1� 東京経済 2 1� 私立短期大学 0 0
神戸 1 1� 北里 6 1� 東京工科 2 0� 文科省所管外の大学校等 0 0
広島 1 0� 慶應義塾 3 2� 神奈川 8 1� 専門学校等 1 0
琉球 1 0� 工学院 1 1� 鎌倉女子 1 0� 就職 1 0

國學院 0 4� 相模女子 1 0�
駒澤 8 4� 横浜薬科 2 0�
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２
０
２
０
年
度
会
務
報
告
案�

（
２
０
２
０
年
4
月
1
日
～�

�
２
０
２
１
年
3
月
31
日
）

▼
全
般

　

新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
、
予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
だ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
遠
隔
参
加
に
よ
る
新

し
い
会
議
ス
タ
イ
ル
を
試
行
で
き
た
。

▼
第
59
回
総
会
・
懇
親
会

　

如
水
会
館
で
の
総
会
・
懇
親
会
は
中

止
し
、
紙
面
に
よ
る
総
会
決
議
を
実

施
。
議
決
参
加
者
は
３
５
８
名
。

▼
２
０
２
１
年
新
年
会

　

1
月
16
日
（
土
）
日
本
教
育
会
館
で

開
催
。
会
場
で
丸
山
清
光
氏
（
70
期
）

の
講
演
を
実
施
。
参
加
者
は
65
名
。

内
、
遠
隔
参
加
者
46
名
。

▼
諸
活
動

・
委
員
会
活
動
は
、
新
役
員
体
制
に
な

り
、
3
委
員
会
増
設
し
、
役
員
全
員
が

参
画
す
る
形
態
を
執
っ
た
。

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
春
と
秋
に
小
規

模
で
開
催
。

・
女
性
同
窓
生
の
会
、
赤
松
小
三
郎
研

究
会
主
催
の
講
演
会
は
、
延
期
と
し
た
。

▼
会
報

　

5
月
下
旬
に
１
０
０
号
、
12
月
下
旬

に
１
０
１
号
を
発
行
。
１
０
１
号
よ

り
、
新
企
画
と
し
て
「
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
の
紹
介
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

▼
収
支
決
算

　

年
会
費
は
、
年
間
を
通
し
て
堅
調
に

集
ま
っ
た
。
納
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
69

期
、
71
～
82
期
と
例
年
よ
り
対
象
期
を

広
げ
た
。
年
会
費
の
予
算
を
5
万
円
上

回
っ
た
。
寄
付
金
は
、
総
会
が
無
か
っ

２
０
２
１
年
度
会
務
計
画
案�

（
２
０
２
１
年
4
月
1
日
～�

�

２
０
２
２
年
3
月
31
日
）

▼
第
60
回
総
会
・
懇
親
会

　

6
月
26
日
（
土
）、
如
水
会
館
で
開

催
予
定
。
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
て
、
懇
親

会
は
中
止
。
遠
隔
参
加
も
可
能
と
す

る
。
実
行
委
員
73
期
、
78
期
が
中
心
。

▼
２
０
２
２
年
新
年
会

　

1
月
22
日
（
土
）
日
本
教
育
会
館
で

開
催
予
定
。

▼
諸
活
動

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
4
月
と
11
月
開
催

予
定
。

・
新
規
企
画
と
し
て
日
帰
り
小
旅
行
を

9
月
（
柴
又
散
策
）、
12
月
（
相
撲
部

屋
見
学
）
実
施
予
定
。

・
昨
年
延
期
の
女
性
同
窓
生
の
会
は
10

月
。
絵
画
同
好
会
展
覧
会
は
8
月
、
赤

松
小
三
郎
研
究
会
主
催
の
講
演
会
は
11

月
に
実
施
予
定
。

▼
会
報

　

5
月
下
旬
に
１
０
２
号
、
12
月
下
旬

に
１
０
３
号
を
発
行
。

▼
基
金
活
用
事
業

　

今
年
度
は
30
万
円
を
繰
り
入
れ
、
年

会
費
納
付
促
進
、
若
手
会
員
組
織
化
支

援
を
予
定
。

た
た
め
、
大
幅
に
下
回
っ
た
。
広
告
料

は
、
予
算
を
8
万
円
上
回
っ
た
。
支
出

に
つ
い
て
は
、
総
会
費
用
や
諸
経
費
等

が
少
な
く
、
単
年
度
収
支
決
算
で
、
9

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

▼
基
金
活
用
事
業

　

30
万
円
繰
り
入
れ
予
算
に
対
し
、
年

会
費
納
付
促
進
時
の
郵
送
代
等
の
費
用

と
し
て
約
8
万
円
を
使
用
し
た
。

2020年度決算案　（2020年 4月 1日～ 2021年 3月 31日）
単位 : 円

収入の部 支出の部
科目 予算 決算 差額 科目 予算 決算 差額

前期繰越金 2,207,991 2,207,991 0 総 会 費 59,000 59,000 0
会 報 費 2,400,000 2,484,639 84,639

総会費収入 0 100,000 100,000 交 通 費 270,000 28,930 －241,070
会報広告料 900,000 980,000 80,000 通 信 費 100,000 46,460 －53,540
年会費収入 2,600,000 2,654,000 54,000 会 議 費 630,000 500,593 －129,407
会議費収入 600,000 114,000 －486,000 渉 外 費 200,000 73,646 －126,354
寄付金収入 600,000 463,000 －137,000 印 刷 費 80,000 38,855 －41,145
雑収入　 0 0 0 事 務 費 800,000 743,258 －56,742
受取利息収入 0 11 11 雑 　 費 80,000 108,387 28,387
基金より繰入 300,000 80,734 －219,266 委員会推進費 81,000 136,299 55,299

基金活用事業費 300,000 80,734 －219,266
（小 計） 5,000,000 4,391,745 －608,255 （小 計） 5,000,000 4,300,801 －699,199

次期繰越金 2,207,991 2,298,935 90,944
合 計 7,207,991 6,599,736 －608,255 合 計 7,207,991 6,599,736 －608,255

2021年度予算案　（2021年 4月 1日～ 2022年 3月 31日）
単位 : 円

収入の部 支出の部
科目 2021年度予算 2020年度決算 増減 科目 2021年度予算 2020年度決算 増減

前期繰越金 2,298,935 2,207,991 －90,944 総 会 費 300,000 59,000 －241,000
0 会 報 費 2,500,000 2,484,639 －15,361

総会費収入 100,000 100,000 0 交 通 費 100,000 28,930 －71,070
会報広告料 900,000 980,000 80,000 通 信 費 50,000 46,460 －3,540
年会費収入 2,650,000 2,654,000 4,000 会 議 費 700,000 500,593 －199,407
会議費収入 600,000 114,000 －486,000 渉 外 費 70,000 73,646 3,646
寄付金収入 420,000 463,000 43,000 印 刷 費 40,000 38,855 －1,145
雑収入　 0 0 0 事 務 費 750,000 743,258 －6,742
受取利息収入 0 11 11 雑 　 費 110,000 108,387 －1,613
基金より繰入 300,000 80,734 －219,266 委員会推進費 50,000 136,299 86,299

基金活用事業費 300,000 80,734 －219,266
（小 計） 4,970,000 4,391,745 －578,255 （小 計） 4,970,000 4,300,801 －669,199

次期繰越金 2,298,935 2,298,935 0
合 計 7,268,935 6,599,736 －669,199 合 計 7,268,935 6,599,736 －669,199

運営基金（2020年度決算案） 運営基金・一般会計総括表（2021年 3月 31日現在）
単位 : 円 単位 : 円

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高 科目 金額 科目 金額
運営基金 10,266,838� 0� 79,804� 10,187,034� 定期預金（スーパー定期） 9,887,034�運営基金 10,187,034�
同利息 0� 930� 930� 0� 普通預金 300,000�

合計 10,266,838� 930� 80,734� 10,187,034� 郵便振替口座 940,149�次期繰越金 2,298,935�

運営基金（2021年度予算案） 普通預金（幹事長口座） 264,231�
普通預金（会計長口座） 1,094,555�

単位 : 円 合計 12,485,969� 12,485,969�
科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高

運営基金 10,187,034� 0� 299,850� 9,887,184�
同利息 0� 150� 150� 0�

合計 10,187,034� 150� 300,000� 9,887,184�

定期預金／普通預金　：　みずほ銀行　兜町支店
郵便振替口座　：　日本橋郵便局
普通預金　：　ゆうちょ銀行　〇一八店　
普通預金　：　auじぶん銀行　あお支店
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《年会費納入者一覧（2021年3月末現在）》
▶年会費納入にご協力いただき、ありがとうございます。一覧は 2020年以降の年会費を納入された方です。
▶名前の後の数字はその年度まで納入したことを示しています。（例：2021＝2021年度まで納入済み）
▶�会報に同封の年会費の直近納入日、納入済み年度をご参照ください。年度 4月から満 80歳を迎える期の会員は納入免除です。
▶過年度分未納の方は、さかのぼって納入する必要はありません。納めていただいた時点からカウントします。

※お問い合わせ先：事務局（幹事長）関博明まで
　TEL：03-5201-3979（関東同窓会事務所）　e-mail：seki.hi@nifty.com

柳沢昌俊� 2021
柳澤敏雄� 2024
依田欣五郎� 2026

【63期】
青木泰信� 2024
飯島俊文� 2022
飯島正文� 2023
飯塚一雄� 2025
市村武次� 2029
大井俊彦� 2024
大塚和弘� 2024
河西郁男� 2021
金沢嘉昌� 2027
上条和祥� 2020
川村恭司� 2020
神林　森� 2021
木村公平� 2026
小林諒一� 2024
小林悠一� 2024
佐伯謹吾� 2023
塩澤清文� 2025
塩野入幸一� 2026
春原　穣� 2026
関田正幸� 2023
髙寺　学� 2020
高見沢　治� 2023
滝沢鐵夫� 2025
武井長久� 2025
竹内伍郎� 2025
多田圭吾� 2021
田中将揮� 2025
田中　正� 2021
田中　稔� 2022
内藤秀気� 2021
中沢秀夫� 2024
成澤三雄� 2029
西澤文昭� 2021
西村耕三� 2023
橋詰　徹� 2026
藤川　昇� 2025
保坂証司� 2023
保屋野美智子� 2022
堀内敏文� 2022
松本有造� 2021
松山　久� 2021
水野　隆� 2023
三井好行� 2021
峰村芳夫� 2020
宮島正紀� 2024
武捨良一� 2020
矢島正晴� 2022
山浦善樹� 2021
山浦成子� 2020
山極真咲� 2021
山本寿美子� 2023
若林春樹� 2020
若林英也� 2021
渡辺節男� 2021

荻原　明� 2020
片山隆行� 2023
唐沢重雄� 2021
川上千秋� 2025
木内和宣� 2020
栗山正雄� 2024
小出勝利� 2021
甲田充彦� 2021
児玉一江� 2024
小林正樹� 2024
小林美智子� 2020
小林直樹� 2020
小林　仁� 2020
小林圭一� 2022
小山平六� 2024
近藤晃理� 2035
酒井伸二郎� 2021
坂口典和� 2020
佐藤澄江� 2022
塩入睦夫� 2023
塩入功三� 2023
清水輝夫� 2021
正村真治� 2025
鈴木綾子� 2022
関　祥行� 2021
髙梨奉男� 2027
高松郁夫� 2023
滝沢伸吉� 2023
滝澤　淳� 2020
瀧澤　晃� 2023
田口象二郎� 2026
竹内伸一� 2021
竹渕　稔� 2024
田島善光� 2025
土屋和猛� 2024
土屋郁夫� 2024
遠山　曉� 2021
富田光明� 2021
永井正夫� 2024
中澤裕治� 2027
長沢勝彦� 2020
中島正博� 2020
中曾根弓夫� 2022
中野敬三� 2032
中村房子� 2026
中村幸一� 2020
中村眞一� 2021
中山君平� 2024
西澤邦宣� 2023
羽田啓吾� 2020
別府直苗� 2021
牧野紀明� 2033
松井由美� 2030
宮坂信章� 2024
宮崎信二� 2024
宮原大和� 2020
村川誠子� 2025
室賀太郎� 2023
諸岡健児� 2022

井上　剛� 2023
今井光信� 2020
上原勝二郎� 2026
内山澄孝� 2020
大草猛生� 2022
大澤裕吉� 2023
大澤義隆� 2025
荻原隆治� 2025
奥村喜美子� 2022
尾和正暉� 2043
加賀美徳行� 2021
笠井徳爾� 2027
岸田　勇� 2020
沓掛　忠� 2023
久保田敬雄� 2023
栗谷川　洋� 2025
神津久幸� 2023
神津英明� 2024
小林宣光� 2024
小山忠顯� 2024
小山　満� 2023
坂井英樹� 2020
篠原敬一� 2024
清水正睦� 2020
關　　勝� 2023
高橋宗雄� 2027
滝澤　進� 2031
滝澤雅男� 2020
田澤　洋� 2024
玉木純雄� 2022
成沢文計� 2024
野口文武� 2024
野田久代� 2024
橋詰研一� 2025
林　勝秋� 2020
堀内寿美� 2024
町田　章� 2020
松尾英昭� 2025
三井文人� 2022
宮坂　清� 2025
宮澤達士� 2022
宮島英紀� 2030
宮本和子� 2024
麦島和子� 2025
望月　信� 2027
諸岡征之� 2028
柳原　穣� 2022
由井　崇� 2023
吉田光明� 2020

【62期】
青柳健次� 2022
秋田　勇� 2024
浅井保雄� 2028
有賀幾夫� 2024
伊藤宗男� 2020
岩井重一� 2037
上原隆一� 2023
岡村丈一� 2023

荻原武仁� 2021
尾上朝子� 2023
風間文彦� 2021
上村正実� 2021
北原英孝� 2022
北村友和� 2028
沓掛行徳� 2025
黒澤博身� 2024
小関夏子� 2020
小松有也� 2023
小山比呂志� 2020
齋藤建次� 2020
櫻井修一� 2023
清水敏弘� 2022
白井　透� 2026
関　一嘉� 2023
袖山　脩� 2024
鷹野芳機� 2022
竹内善尉� 2021
竹倉征祠� 2025
田中良樹� 2023
田中　誠� 2022
田中武夫� 2025
田中　節� 2021
田中一穂� 2020
田中俊郎� 2020
塚田　晃� 2025
戸塚武雄� 2022
長崎　誠� 2020
中島敏男� 2026
西沢国隆� 2020
沼形泰枝� 2022
羽毛田　信� 2025
久田英保� 2028
福嶋　宣� 2024
古川　敦� 2024
前田尚武� 2022
松井石根� 2022
松木　強� 2025
松林純夫� 2024
丸山久勝� 2024
武藤義勝� 2023
森田英明� 2021
両角　聡� 2022
矢嶋邦彦� 2020
安間　襄� 2022
柳沢　厚� 2021
山岸憲雄� 2021
山岸文明� 2024
渡辺俊彦� 2027
渡辺達三� 2021

【61期】
新井袈裟光� 2023
池田　稔� 2022
石井茂雄� 2021
市川五朗� 2021
市川武伸� 2023
井出孝光� 2024

中島勇司� 2022
西澤益男� 2020
林　嘉市� 2022
林　隆男� 2020
堀内　昭� 2025
本田祥治� 2020
宮川克彦� 2028
宮下秀久� 2024
宮下厚樹� 2021
宮島武源� 2022
宮原清明� 2022
宮本忠昭� 2021
矢嶋瑞夫� 2023
山邉光一� 2021
吉池正樹� 2023
依田康徳� 2023
渡辺武彦� 2022

【59期】
有賀勝雄� 2024
石﨑吉宏� 2020
石塚洋一� 2026
内久根克彦� 2020
大日方勝利� 2040
尾崎晴夫� 2020
木下嶺夫� 2022
小林芳友� 2022
小林朋晃� 2023
小林義典� 2054
坂口茂夫� 2022
櫻井資悦� 2021
重原正治� 2022
清水侯博� 2025
関　和明� 2024
關根克郎� 2020
関本桂子� 2024
髙橋謙夫� 2022
千野裕明� 2023
常盤秀夫� 2021
西沢正浩� 2021
萩原清人� 2021
長谷川久二� 2023
羽田幸善� 2022
藤原秀臣� 2022
堀部孝久� 2021
本郷達郎� 2023
町田克二� 2022
水出清仁� 2020
柳澤建夫� 2024
柳澤喜明� 2021
山口元彦� 2020

【60期】
青柳偕行� 2020
池田　清� 2024
池田孝蔵� 2021
井上　茂� 2021
今井勇雄� 2020
大橋邦夫� 2022

白倉憲二� 2020
関　行裕� 2021
高木佳年� 2021
竹内　昭� 2020
田沢雄二郎� 2022
土屋信雄� 2022
戸塚英雄� 2021
西沢一徳� 2020
野田晃弘� 2022
箱山　雍� 2023
畑　　勲� 2021
馬場健一� 2020
保科政男� 2021
細田　衛� 2032
堀　英毅� 2022
堀内　修� 2022
本田　健� 2021
松木　功� 2032
宮下廣勝� 2022
森田紀武� 2024
柳沢　孝� 2021
山浦　武� 2022
横沢武久� 2020
渡辺孝幸� 2024
渡辺静雄� 2022

【58期】
青木　淳� 2023
赤池三男� 2021
井澤　敬� 2024
伊東紀男� 2022
伊東啓治� 2023
伊藤文明� 2024
大井秀三郎� 2023
大島仁士� 2022
大日向寛畝� 2021
岡野富男� 2020
片岡春雄� 2022
金子親碩� 2025
鎌原昭治� 2020
北澤　彰� 2021
久保田達夫� 2023
倉島義明� 2021
小池　晃� 2021
神津　進� 2020
小林慶三� 2021
小山捷二� 2021
小山　泰� 2021
桜井兼三� 2022
品川勇一� 2021
清水壽一� 2021
城下　尚� 2024
髙橋福幸� 2021
滝沢信夫� 2021
手塚信康� 2021
手塚洋兵� 2022
寺島紘士� 2028
中島秀忠� 2022

【55期】
青木幹男� 2020
荒井恒雄� 2020
片岡恒夫� 2021
坂口宏明� 2020
清水好昭� 2020
高田悠三� 2020
滝沢克彦� 2022
塚田征司� 2021
塚田忠夫� 2023
土屋　務� 2020
鶴見貞夫� 2022
長峯道明� 2020
間島　巌� 2020
宮崎利夫� 2020
宮島光男� 2021
和田　守� 2022

【56期】
赤尾信吉� 2022
飯高盛龍� 2020
上原清治� 2021
内海章緒� 2032
大塚明彦� 2025
大日方　昂� 2022
笠原征夫� 2020
神津　進� 2024
笹沢政道� 2022
柴田義人� 2020
関　勝久� 2022
瀬下正利� 2025
竹内　仁� 2024
立岩　環� 2030
田村　功� 2022
長崎哲夫� 2023
中村甲治� 2034
成田邦夫� 2022
新沼惇雄� 2020
堀内辰男� 2020
村山　剛� 2020
山極卓也� 2020
依田幸雄� 2020

【57期】
伊藤寿昭� 2020
宇賀神一雄� 2022
臼田茂二� 2021
榎本金二� 2020
大谷光弘� 2020
尾和尚人� 2020
皆瀬　淳� 2020
加賀美欣二郎� 2020
神林英男� 2022
桑原恒雄� 2024
小島吉男� 2022
小林　明� 2020
近藤郁雄� 2021
近藤正輝� 2023
清水康弘� 2021

【46期】
宮沢　寿� 2022

【47期】
笹井　博� 2020
土屋　博� 2020
三浦嘉治� 2020

【49期】
小林恒雄� 2020
松本初男� 2020

【50期】
生島　満� 2020
金井忠雄� 2034
竹内啓爾� 2026
宮原省三� 2022
渡邉洋一� 2029

【51期】
内久根孝一� 2020
太田幸男� 2024
倉沢直哉� 2021
佐藤隆俊� 2020
滝澤英彦� 2022
成澤誠司� 2021
保坂利勝� 2020
堀内弘栄� 2023

【52期】
青木　功� 2041
和泉民人� 2020
小林孝典� 2024
柴田正人� 2020
古川　一� 2026

【53期】
柏村孝行� 2021
塚田　靖� 2021
服部聦一郎� 2041
半田義昭� 2021

【54期】
石原澄江� 2024
大日方　真� 2020
河西秀夫� 2020
倉島　彰� 2020
小林勝利� 2023
坂口　守� 2020
櫻井　敬� 2020
田中嘉親� 2030
田村　朗� 2022
千村一平� 2020
橋田ちせ� 2024
深町勝男� 2020
藤村延魚� 2027
前田喜美子� 2029
山崎茂幸� 2020
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依田　研� 2020
依田久行� 2020

【75期】
一之瀬康利� 2022
今野ゆり子� 2022
梅原弘文� 2020
片桐敏郎� 2029
金岡吉晴� 2020
川畑久仁子� 2021
小泉行徳� 2023
糀谷陽子� 2023
小林正宏� 2024
春原一道� 2020
関口徹雄� 2022
大工原　潤� 2023
滝沢正登� 2023
塚田勝彦� 2022
辻　明美� 2020
手塚　悟� 2029
樋田成人� 2021
平林一央� 2025
丸山　誓� 2020
水無瀬　実� 2020
宮島省吾� 2023
森　淳夫� 2026
柳沢幸治� 2025
山田美紀� 2024
横田光幸� 2025

【76期】
赤池武志� 2024
今井仁志� 2021
内山憲一� 2024
大河園子� 2023
金井一正� 2021
北沢典子� 2020
小島　玲� 2025
小林忠利� 2022
佐藤美恵子� 2024
清水順三� 2024
芹沢雄二� 2024
田原　計� 2022
土屋久幸� 2020
鴇澤省一� 2022
鳴沢真一� 2021
成塚健治� 2024
畑　芳春� 2021
林　義也� 2024
広田徳明� 2024
深澤たみ子� 2022
福井正彦� 2027
堀籠秀直� 2022
宮川　正� 2021
柳沢玲一郎� 2021
横山佳弘� 2024

【77期】
岩下　浩� 2021
押金　勉� 2021
沖　健治� 2023
尾和富士雄� 2020
片岡拓雄� 2021
神村昌通� 2021
岸　豊子� 2035
草間和幸� 2022
神津富治男� 2024
小平　昭� 2020
小林正晃� 2020
小松　勉� 2020
佐藤之俊� 2021
佐藤一男� 2021
清水敬介� 2029
下村恭子� 2024
関　和彦� 2023

長坂武見� 2022
中澤一治� 2022
福田礼子� 2028
船渡和男� 2020
保科健二� 2020
村田耕作� 2023
矢嶋陽介� 2021
矢島基美� 2023
山崎初美� 2022
依田昌樹� 2020
渡邉温子� 2021

【73期】
青木利之� 2020
安藤　学� 2020
石坂敦子� 2028
梅原裕子� 2020
尾台通久� 2025
掛川治男� 2027
川上幸則� 2026
河野嘉子� 2024
楜沢良和� 2025
神津秀章� 2020
小須田道彦� 2023
小林克彦� 2020
小山智久� 2020
塩入　修� 2024
須賀道郎� 2024
須貝　博� 2020
関　久仁彦� 2020
関　博幸� 2020
芹沢一雄� 2027
滝沢次郎� 2020
土屋秀俊� 2020
土屋元一� 2020
栃原考二� 2020
中村節子� 2024
羽毛田　守� 2022
橋詰富博� 2025
橋爪尚子� 2020
橋爪宏達� 2020
福内　敦� 2020
藤木和彦� 2020
藤田友子� 2024
堀内秀雄� 2024
宮崎馨子� 2020
宮下克彦� 2022
柳沢和也� 2022

【74期】
飯嶋俊樹� 2021
石塚二郎� 2022
伊藤寛一郎� 2021
上原文子� 2022
遠藤誠子� 2022
大平貴臣� 2021
荻原眞一� 2022
荻原久俊� 2031
唐沢　健� 2024
川村　真� 2025
工藤弘子� 2021
小宮山伸之� 2024
坂口洋三� 2023
佐藤一雄� 2020
清水　篤� 2020
白土春子� 2022
竹内敏尚� 2024
田子　昇� 2022
田村高志� 2030
土屋三千夫� 2024
名倉俊一� 2021
西澤重雄� 2020
林　幸平� 2021
宮下研也� 2020
柳沢香枝� 2022

【71期】
青木俊幸� 2023
青松英男� 2020
赤木千江子� 2021
荒木　亮� 2025
飯島　昭� 2020
市村晴人� 2020
岩下秀市� 2022
岡野周子� 2021
掛川正一� 2022
工藤弘文� 2021
國安法夫� 2020
小林一輝� 2024
小林秀一� 2022
小林英夫� 2021
小林清隆� 2020
小林孝弘� 2024
小牧秀子� 2022
斎藤康博� 2022
清水　正� 2022
白木一彦� 2022
高木公彦� 2023
茅野昌義� 2025
中沢庄平� 2024
中谷夕紀子� 2020
新津和明� 2020
長谷川敏雄� 2026
増田尚紀� 2020
南澤　巌� 2024
宮崎　徹� 2021
望月亮子� 2025
柳沢幸夫� 2023
吉池　豊� 2025
吉本篤史� 2021
若林典雄� 2020
和久津智恵子� 2020

【72期】
青沼　泉� 2020
朝川雄二� 2020
浅沼　徹� 2025
井出　弘� 2023
伊藤千瑞子� 2027
猪熊千賀子� 2021
今井一郎� 2023
岩崎裕治� 2023
榎本美智子� 2020
奥山利幸� 2025
柏木敬子� 2024
金井康志� 2020
金子恒彦� 2020
川崎とみ子� 2023
北沢　豪� 2020
倉沢　進� 2020
黒崎純一� 2020
氣田夏子� 2022
小池精一� 2020
小宮山修邦� 2023
小山志保子� 2021
小山信温� 2022
佐藤哲夫� 2022
芝間志浩� 2024
関　博明� 2020
関　雄二� 2020
滝沢秀彦� 2024
竹下昌彦� 2021
田中　誠� 2032
田村順一� 2020
塚原三喜夫� 2024
土屋雅央� 2024
土屋　修� 2022
土屋　清� 2022
寺嶋正明� 2024
戸塚雅章� 2020
轟　隆一� 2020

遠藤和美� 2020
大井恭子� 2020
太田喜久代� 2020
小川亮夫� 2023
尾立孝司� 2021
蟹江由美子� 2022
河合　勝� 2024
河合紀美子� 2024
倉沢　裕� 2027
黒田英臣� 2023
桑原邦寿� 2031
小池明夫� 2021
小泉　薫� 2020
甲田　豊� 2027
小林眞人� 2021
小見山博文� 2020
近藤正昭� 2021
坂口幸世� 2024
清水龍夫� 2022
関　和義� 2024
高橋　実� 2022
高見沢一彦� 2024
田口万蔵� 2027
龍野　広� 2022
土屋文男� 2022
栃原重文� 2025
中澤孝男� 2020
中澤英和� 2020
西澤孝明� 2025
西嶋　正� 2037
祢津信彦� 2020
野口英行� 2024
藤谷芳子� 2022
古畑克巳� 2032
細萱文彦� 2025
本村龍生� 2031
前田啓子� 2024
三塚　隆� 2021
箕輪保幸� 2021
宮澤　広� 2023
宮澤清和� 2020
村松和雄� 2022
山村由紀子� 2021
吉村邦彦� 2021
依田隆文� 2025

【70期】
安藤　哲� 2023
伊藤彰紀� 2021
大橋志津江� 2025
蒲生桃子� 2020
川井秀人� 2025
君波昭治� 2020
小林則夫� 2021
小松尚志� 2023
佐藤秀紀� 2025
篠原宏昭� 2020
渋沢　稔� 2025
白井　宏� 2024
関　茂樹� 2022
征矢野進一� 2025
高橋淳子� 2024
田中茂雄� 2024
田中正行� 2024
土屋巳紀� 2020
中村建哉� 2022
中村　冠� 2022
畠山玲子� 2021
林　　融� 2020
藤野里美� 2026
丸山幸夫� 2024
丸山清光� 2020
緑川正博� 2023
宮崎洋明� 2020
矢澤清子� 2020

柳沢信芳� 2020
山崎　哲� 2022
山下一雄� 2033
山城　隆� 2022
山本修士� 2021
渡邉信幸� 2021

【68期】
石井　清� 2024
石井英俊� 2020
石垣洋子� 2024
稲寺　隆� 2021
井上明美� 2023
井部才揮� 2021
碓田　茂� 2020
上平敏昭� 2020
太田康夫� 2024
織田辰郎� 2024
尾台孝男� 2020
金子元昭� 2022
工藤敏夫� 2024
窪田　進� 2021
栗林祐二� 2022
小林照明� 2024
小林陽輔� 2020
小林　誠� 2020
小林　明� 2022
小山　実� 2022
桜井啓一� 2022
佐藤能延� 2020
塩野入文雄� 2022
芝間伸剛� 2029
清水洋一� 2037
杉本真理子� 2020
春原秀一郎� 2021
髙橋武義� 2024
竹内信明� 2024
多胡千恵子� 2024
土屋耕太郎� 2024
土屋正道� 2021
常田賢一� 2021
円谷和枝� 2025
中澤哲哉� 2024
中島みどり� 2025
中村隆明� 2023
西沢　悟� 2023
平林美穂� 2022
福澤　弘� 2022
増澤　章� 2023
松山研治� 2021
宮川俊晴� 2022
宮坂邦夫� 2022
宮崎直之� 2022
宮澤一幸� 2024
山浦雄一� 2021
山岸　馨� 2025
山本近雄� 2026
横山佐苗� 2023
和田忠彦� 2020
和田千春� 2020

【69期】
相場育男� 2020
青柳真二� 2024
浅野祐三� 2020
荒木久文� 2023
荒木由美子� 2023
有賀秀典� 2021
池田泰子� 2023
池田有美子� 2025
石橋　務� 2020
磯貝隼人� 2022
磯野玲子� 2020
内堀良雄� 2020
生方健二郎� 2022

大石雄司� 2023
岡野洋子� 2023
荻原芳明� 2020
笠原英明� 2022
北沢　博� 2023
北澤英男� 2021
北島良男� 2021
黒坂正文� 2023
黒柳直幸� 2022
小林周一� 2023
小林彰一� 2022
笹澤和平� 2025
塩野崎英二� 2024
清水正憲� 2021
清水　理� 2020
清水通男� 2031
菅沼惠子� 2025
清野勝芳� 2024
瀬上たか子� 2020
関口　信� 2022
田口　博� 2028
竹内豊和� 2028
竹内　進� 2023
竹内裕二� 2025
田中　修� 2024
田中　茂� 2026
田村和枝� 2021
塚田敏夫� 2024
角田幸雄� 2020
中沢廣重� 2026
原山喜久男� 2021
宮下隆雄� 2022
宮田和子� 2020
茂木俊郎� 2024
栁澤公雄� 2023
山岸　豊� 2020
山極正直� 2023
山邉豊文� 2023
米山幸雄� 2025

【67期】
石田雅夫� 2022
石田清典� 2024
一宮眞理� 2023
岩崎　章� 2023
上田　潔� 2028
内山　隆� 2023
大井　隆� 2022
大井健太� 2022
掛川正幸� 2022
金井正美� 2024
沓掛正樹� 2025
黒岩正一� 2021
小林みゆき� 2024
小松康夫� 2023
小山正樹� 2021
坂口公一� 2021
坂口正高� 2020
坂本正樹� 2022
佐藤陽文� 2022
高木和幸� 2025
高儀早苗� 2021
竹内寿昭� 2022
竹前ひろ子� 2022
谷合裕子� 2026
土屋英子� 2020
堤　　達� 2025
寺澤　昇� 2022
西川明子� 2023
林　千春� 2025
松崎秀樹� 2023
松本哲夫� 2023
丸山博見� 2023
水島良子� 2024
村越　進� 2021

菊地暁子� 2022
沓掛文夫� 2021
倉沢よりえ� 2023
栗林みよ子� 2022
甲田幹夫� 2024
小瀬澄子� 2022
小林淳一� 2023
小林鉄人� 2020
小林国雄� 2022
小山佳朗� 2022
櫻田喜貢穂� 2024
笹沢政利� 2028
佐藤徹郎� 2024
佐藤由樹� 2021
真山　享� 2030
澤崎健一� 2021
塩川明男� 2022
柴田正文� 2020
清水俊文� 2024
神宮　進� 2021
関　賢治� 2021
高畑悟郎� 2021
高見澤文雄� 2021
滝川幸子� 2024
瀧沢政視� 2021
田口令子� 2021
武井幸穂� 2027
武澤美佐子� 2025
田尻英敏� 2024
田中由紀子� 2021
田中　昇� 2021
谷川　昇� 2020
田村栄治� 2022
塚田道明� 2027
土屋富志夫� 2023
手塚幸次� 2021
中曽根隆義� 2021
中村宣夫� 2022
中山正光� 2023
成澤文和� 2020
西澤省悟� 2026
馬場和幸� 2020
林　長人� 2020
原田義則� 2032
半田俊治� 2022
深町美由� 2021
保屋野良治� 2021
牧野泰晴� 2020
牧野信明� 2023
丸山敏明� 2024
丸山暢久� 2030
緑川政志� 2023
宮川恵三� 2020
宮澤憲一� 2021
宮原　豊� 2030
村山幸男� 2023
森　則雄� 2021
矢島哲夫� 2022
柳沢賢次� 2021
柳澤光美� 2022
山浦敬夫� 2021
山極時生� 2022
若柳直人� 2022

【66期】
秋山信悟� 2024
浅野俊二� 2021
池田頼雄� 2025
石井千里� 2020
石井茂夫� 2023
石黒初枝� 2024
市川正雄� 2021
市川　孝� 2020
伊藤富士男� 2022
今井郷子� 2021

渡辺常男� 2026

【64期】
浅井康彦� 2026
荒井裕司� 2028
有賀　猛� 2020
石井則男� 2023
石田寿満� 2020
磯村雄二� 2027
伊田　賢� 2020
一條光枝� 2023
一場美智子� 2023
岩崎民雄� 2020
小野沢常裕� 2028
小野博見� 2020
片桐昭夫� 2020
北原巖男� 2021
木村廣三� 2022
窪田　実� 2023
久保田英二� 2020
熊坂一成� 2025
小谷正行� 2020
小林武男� 2023
小林千修� 2020
小松正佳� 2021
小宮山　孝� 2020
佐藤弘徳� 2021
佐鳥利行� 2020
塩川伸明� 2027
島田彰男� 2020
清水安雄� 2021
清水淳郎� 2020
清水計枝� 2022
清水敬久� 2022
白井　彰� 2020
春原和民� 2021
高梨芳男� 2021
滝澤明憲� 2021
竹内中和� 2025
竹中　司� 2022
田中耕一� 2025
辻　佐知子� 2022
寺西孝昭� 2022
直井隆徳� 2027
中西載慶� 2023
成沢広行� 2020
野村　一� 2023
樋村明久� 2021
平林正明� 2022
松高賢一� 2023
宮坂信之� 2026
宮坂眞実� 2020
宮地研二� 2023
宮下明子� 2020
村居次雄� 2027
矢ケ崎　智� 2024
柳沢篤俊� 2020
山﨑一郎� 2021
山本淳一� 2021
吉村澄男� 2020

【65期】
赤尾晴夫� 2022
浅倉英樹� 2021
岩崎ひとみ� 2020
岩崎和雄� 2020
上原澄子� 2020
上原　昇� 2043
宇野直幸� 2026
大野正広� 2024
大町教子� 2022
岡田　修� 2021
折井正博� 2025
柿崎良男� 2023
柏木集保� 2022
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上田高校NOW
マ
ス
ク
し
20
分

　
　
　
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

１
学
年
主
任
　
竹
内
光
礼

新
学
期
か
ら
新
ク
ラ
ス

2
学
年
担
当
　
百
瀬
慎
一

定
時
制
5
つ
の
願
い

1
学
年
担
任
　
中
村
俊
文

　
２
０
２
０
年
４
月
４
日
は
、
３
２
５

名
の
生
徒
に
と
っ
て
記
憶
に
残
る
日
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
た
め
、
来
賓
の
方
々
の
姿
は

な
く
、
２
階
の
窓
を
開
け
、
入
学
生
も

職
員
も
み
な
マ
ス
ク
を
し
、
異
様
な
雰

囲
気
の
中
、
20
分
間
の
入
学
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
１
２
０
期
生
も

２
学
年
に
進
級
し
ま
し
た
。
旧
１
学
年

は
３
月
26
日
が
分
散
登
校
日
。
３
週
間

ぶ
り
に
生
徒
達
が
学
校
へ
や
っ
て
き
ま

　
今
年
度
、
定
時
制
に
は
男
子
15
人
、

女
子
12
人
の
合
計
27
人
の
生
徒
が
入
学

し
ま
し
た
。
本
校
定
時
制
の
特
徴
は
、

「
生
徒
数
が
多
い
こ
と
」「
３
年
で
卒
業

で
き
る
３
修
制
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
で
す
。
１
年
生
の
う
ち
約
４
割
の

生
徒
が
こ
の
「
３
修
制
」
で
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
１
年
生
の
特
徴
は
「
欠
席
す

る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
毎
日
仲
良
く
楽
し
そ
う
に
登

校
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
「
ク
ラ
ブ
加
入
率
が

高
い
」。
遅
い
時
間
で
す
が
、
生
徒
た

ち
は
体
育
館
や
空
き
教
室
を
使
っ
て
元

気
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
担
任
を
持
つ
に
あ
た
っ
て
以
下
の
５

つ
の
目
標
を
「
担
任
の
願
い
」
と
し
て

掲
げ
ま
し
た
。「
①
強
み
を
伸
ば
そ
う

②
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
③
思
い

や
り
・
感
謝
の
心
を
持
と
う
④
良
い
言

葉
を
使
お
う
⑤
正
し
く
生
き
よ
う
」。

私
自
身
も
一
緒
に
目
指
し
た
い
高
い
目

標
で
す
。

　
生
徒
と
共
に
様
々
な
こ
と
を
学
び
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
桜
を
背
景
に
し
た
古
城
の

門
で
の
写
真
撮
影
は
中
止
に
な
り
、
授

業
は
10
日
か
ら
27
日
ま
で
臨
時
休
校
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
新
入
生
に
と
っ
て
は
、

厳
し
い
高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
に
お

い
て
も
、
試
練
、
失
望
、
悲
し
み
な
ど

し
た
。

　
２
日
か
ら
始
ま
っ
た
一
斉
休
校
で

は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
特
編
授
業
は
中

止
、
年
度
末
の
学
習
指
導
な
ど
も
３
年

生
の
進
学
指
導
を
除
い
て
禁
止
、
班
活

動
も
一
切
活
動
中
止
と
い
う
中
で
、
ふ

だ
ん
「
猛
烈
に
忙
し
い
上
田
高
校
生
」

が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
分
散
登
校
で
は
一
斉
考
査
の
答
案
、

通
知
表
、
模
擬
試
験
の
答
案
や
成
績

表
、
英
語
検
定
の
結
果
、
提
出
課
題
な

ど
大
量
の
配
布
物
が
配
ら
れ
、
そ
の
時

点
で
の
新
学
期
の
予
定
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
日
は
、
入
学

以
来
生
活
を
共
に
し
た
ク
ラ
ス
が
解
散

の
日
で
し
た
。
４
月
か
ら
は
新
し
い
ク

マスク姿で授業を受ける生徒たち

様
々
な
苦
境
と
対
峙
す
る
場
面
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
一
年
を
学
年
目
標
に

あ
る
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、「
挨
拶
」「
充

実
し
た
生
活
」「
諦
め
な
い
心
」
を
常

に
意
識
し
、
自
己
と
向
き
合
い
友
と
交

わ
る
中
で
、
行
事
、
班
活
働
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
成
長

へ
の
道
を
歩
み
続
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
い
つ
か
経
験
し
た
様
々
な
取

り
組
み
や
今
回
の
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、

笑
っ
て
話
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
ス
で
の
生
活
が
始
ま
る
の
で
す
。

　
一
年
間
な
じ
み
、
愛
着
の
あ
る
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
、
１
時
間
弱
の
慌
た
だ
し

い
事
務
連
絡
で
解
散
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
、
生
徒
達
は
さ
ぞ
複
雑
な
思
い

を
抱
え
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
一
刻
も
早
く
収
束
し
、
何
も
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
伸
び
伸
び
と
高
校
生
活

を
送
る
日
が
来
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

入学式もマスク姿

入学式
吉池由佳里� 2021
依田秀男� 2024

【104期】
荒井恵理奈� 2024
有賀　創� 2022
石川翔太� 2021
川合健治� 2025
清水文隆� 2025
寺島亞希� 2022
古澤　挙� 2021
若林真実� 2022

【107期】
甲田英里子� 2023

【108期】
金井雄飛� 2020

【110期】
栁澤文香� 2020

【112期】
中沢雄河� 2022
長谷川ゆか� 2021

【113期】
関　拓海� 2020
武井愛衣� 2023

【114期】
出澤一晃� 2020
林　奈南� 2020

【116期】
池田侑弥� 2020

【117期】
遠山麻菜� 2022

【98期】
宮澤慶行� 2020

【99期】
池田美保� 2024
窪田健志� 2022
永井洋平� 2022
中嶋　豪� 2020
松林大祐� 2021
宮澤陽介� 2021
矢島好太郎� 2021
渡辺敏央� 2020

【100期】
浅沼直哉� 2020
甲田英史� 2021
清水恭子� 2022
關　雅之� 2021
滝澤成晃� 2024
中川央充� 2025

【101期】
青木　史� 2024
山極佳代子� 2023

【102期】
桶本希美� 2020
輿水理美� 2025
齋藤昌志� 2020
白倉公隆� 2020
堀内　駿� 2020

【103期】
大谷真宙� 2020
小岩井聡美� 2022
清水　瞳� 2022
竹村淳一� 2020
中澤一宏� 2024
屋代　有� 2021
山崎咲保里� 2021

中島数晃� 2025

【89期】
小林幸治� 2024
関　祐一� 2024
北東美枝� 2022

【90期】
飯田茂幸� 2024
佐藤一道� 2023
鈴木　礼� 2021
中村妙子� 2025
成田哲博� 2024
簾沢誠司� 2022

【91期】
髙橋麻子� 2021
滝澤綾子� 2024
西入　聖� 2020

【92期】
植松真弓� 2022
小林則雄� 2024
翠川哲也� 2027

【93期】
相澤洋正� 2020
竹内雅典� 2021

【95期】
小宮山功一朗� 2021
橋本清香� 2024

【96期】
青木康史� 2021

【97期】
石森博行� 2022
津島葉子� 2020
依田久美子� 2024

米津仁志� 2022
原島麻生美� 2023

【85期】
内田久美子� 2022
荻原松美� 2021
春日一浩� 2022
小須田武志� 2024
小林智美� 2022
近藤弘司� 2020
桜木加代子� 2023
日野みゆき� 2022
藤田香織� 2024
村上和香子� 2020
山下知子� 2020

【86期】
阿部貴子� 2021
市川　宏� 2020
太田　仁� 2020
関　良基� 2024
滝澤郁雄� 2048
中沢信明� 2020
西川美香子� 2023
沼田晴夫� 2024
三好英次� 2021
吉池有司� 2030

【87期】
荒井紀代� 2020
北村玲子� 2025
正部家孝子� 2022
田中正暁� 2024
永井　博� 2023
松本博文� 2022

【88期】
柏木美和� 2020
髙橋恭子� 2020
中越陽子� 2024

重藤知夫� 2023
清水るりこ� 2020
滝沢裕雄� 2021
竹鼻健司� 2023
土屋敏也� 2022
西澤知樹� 2021
長谷川　浩� 2024
服部順子� 2020
平田美代子� 2020
平松佳子� 2024
古谷由美子� 2024
堀田きよみ� 2021
箕輪博康� 2021
宮下正巳� 2023
森いずみ� 2024
山浦直宏� 2020
山口治美� 2022

【83期】
内川　智� 2023
榎本かおる� 2020
大野聡子� 2022
尾添静子� 2024
倉島茂樹� 2021
甲田輝久� 2021
村主紀子� 2020
春原哲之� 2020
高松寿夫� 2022
廣松さゆり� 2020
藤澤賢治� 2022
松尾宗一� 2023
三木美和� 2029
宮島克仁� 2020
山本　稔� 2023
若林　努� 2021

【84期】
石川昌彦� 2020
中沢文茂� 2024
児玉直美� 2020
吉池　仁� 2026

長谷川　剛� 2024
花井克之� 2021
花岡　健� 2024
原　久美� 2022
宮崎純一� 2021
宮原浩貴� 2023
宮原博美� 2020
柳沢孝之� 2020
山﨑まゆみ� 2024
横木真寿美� 2020

【81期】
岡部伸宏� 2021
金井教子� 2021
亀沢　久� 2021
輿水正比古� 2022
児玉睦美� 2024
小林直樹� 2021
坂口善樹� 2022
関口成美� 2020
田中万盛� 2020
戸島俊一� 2020
中沢直木� 2024
服部みどり� 2023
馬場信明� 2024
保科彰治� 2022
堀内康男� 2024
松山徹也� 2020
水出裕幸� 2021
宮下　博� 2020
毛利元晶� 2021
横関正人� 2021
四方ゆかり� 2022

【82期】
井出　智� 2020
荻野　健� 2026
加藤民幸� 2022
川口浩一� 2025
木内道男� 2022
久保貴子� 2021

梨子田雅直� 2020
西澤　尚� 2021
西澤澄雄� 2020
西澤敬夫� 2024
根岸輝美子� 2020
根岸　聡� 2020
野口克哉� 2022
花岡和道� 2022
早坂ゆかり� 2021
堀内嗣浩� 2020
松尾　弘� 2020
松木富士子� 2021
丸山　修� 2025
丸山松弥� 2024
水沢　宏� 2021
門司靖子� 2020
両澤克彦� 2020
両角　豊� 2021
山本雅人� 2020
若林勇文� 2020

【80期】
會田信子� 2032
新井晶子� 2024
飯窪順子� 2021
五十嵐　剛� 2024
石黒久仁子� 2021
北村公也� 2020
工藤　謙� 2021
久保山和彦� 2027
熊野忠則� 2023
小林敬昌� 2021
鈴木巳季� 2025
相馬　淳� 2024
龍野和徳� 2023
土屋陽子� 2023
豊内有多子� 2021
中沢尚之� 2024
中野健治� 2023
成田まゆみ� 2024
西谷江美� 2024

高山邦明� 2023
竹鼻伸一� 2020
手塚光彦� 2024
丸山剛生� 2020
柳沢宗男� 2024
山崎利明� 2021
渡辺　毅� 2025

【78期】
五十嵐紀元� 2020
内田邦子� 2049
神林尚秀� 2020
神津裕美� 2024
河野えり子� 2021
清水広美� 2021
竹花真理子� 2020
田村理恵� 2020
中嶋隆夫� 2028
水野光利� 2024
宮島剛直� 2024
吉田和子� 2024
和田剛浩� 2020
渡邉　博� 2030

【79期】
井出浩一� 2021
井上広恵� 2020
今井　明� 2050
荻原　貴� 2026
長田敦子� 2022
木村範子� 2020
倉沢卓見� 2025
小松純子� 2023
小宮山恭子� 2020
坂田尚美� 2020
笹沢英生� 2020
清水雄至� 2020
竹鼻ゆかり� 2023
戸田由香� 2022
仲村久美� 2020
中村憲治� 2020

期 氏名 金額 期 氏名 金額 期 氏名 金額 期 氏名 金額

46 清水巻郎 2,000 53 須田武久 10,000 58 堀内　昭 5,000 66 清水通男 8,000
47 土屋　博 10,000 54 深町勝男 2,000 59 石﨑吉宏 1,000 66 岡野洋子 4,000
49 大石和夫 2,000 55 和田　守 3,000 60 羽毛田信 5,000 66 田口　博 8,000
49 風間　充 2,000 56 笹沢政道 2,000 60 柳沢　厚 3,000 70 高橋淳子 8,000
50 翠川　勲 2,000 57 榎本金二 2,000 61 滝澤　進 10,000 70 丸山清光 30,000
51 蒲生卓磨 5,000 57 高木佳年 5,000 62 秋田　勇 4,000 73 橋詰富博 20,000
51 掛川國雄 2,000 57 畑　勲 8,000 63 藤川　昇 3,000 79 坂田尚美 1,000
53 塚田　靖 5,000 57 戸塚英雄 2,000 64 小林武男 5,000 81 毛利元晶 3,000

65 上原　昇 58,000 合計 240,000

寄付者／寄付グループ
(2020 年 10 月 1日～ 2021 年 3月 31日） ご協力ありがとうございました！

労務管理で経営をサポート 
 

髙橋社会保険労務士事務所 
 社会保険労務士 髙橋 武義（68期） 

〒350-1175 埼玉県川越市笠幡 3757-6 
  TEL049-236-3856 FAX049-277-5389 

Email：info@takahashi-sr.biz 
http://www.takahashi -sr.biz 
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こ
の
欄
で
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
最

近
上
梓
し
た
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
た
い
新
刊
図
書
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
編
集

長
の
荻
原
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
oosakajou@

m
sn.com

�

（
定
価
は
税
込
み
）

『
新
型
コ
ロ
ナ　
7
つ
の
謎　
最
新
免

疫
学
か
ら
わ
か
っ
た
病
原
体
の
正
体
』

�

宮
坂
昌
之（
64
期
）

ブルーバックス
新書　1,100 円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
免
疫
学
の

第
一
人
者
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
著

者
の
長
女
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る
。

『G
oogle

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス　
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
～
分
析
・
施
策
の
ア

イ
デ
ア
を
生
む
最
強
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
』

�

山
浦
直
宏（
82
期
）

技術評論社
3,278 円

　

Google

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
第
一

人
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
６
０
０
頁
を

超
え
る
最
新
版
解
説
書
。
最
新
の
機
能

と
活
用
法
が
体
系
的
に
網
羅
さ
れ
て
い

る
決
定
版
。

『
美
に
つ
い
て
の
五
つ
の
瞑
想
』

�

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン
著

�

内
山
憲
一（
76
期
）訳

水声社
2,200 円

　

私
た
ち
の
生
に
お
い
て
美
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
著
者
の
語
り

は
格
調
高
く
美
し
く
、
詩
人
の
直
観
に

支
え
ら
れ
た
深
い
思
索
に
満
ち
て
い
る
。

『
侏
儒
の
つ
ぶ
や
き

�
―
戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
中
で
―
』

�

竹
内
節（
54
期
）

文芸社
1,650 円

「
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
今
も
敗
戦
後
の

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
弱
体
化
政
策
が
広
く
浸

透
し
て
い
る
こ
と
を
い
つ
も
感
じ
て
い

る
と
言
う
こ
と
で
す
。」（
著
者
よ
り
）

「
小
学
2
年
生
で
迎
え
た
終
戦
か
ら
75

年
に
民
主
主
義
の
基
本
と
は
、
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
書
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

�

（
馬
場
武
彦
さ
ん
（
54
期
）
よ
り
）

『「
新
し
い
学
び
」で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
！
』

�

渡
邉
洋
一（
50
期
）

幻冬舎メディアコンサコ
ンサルティング　880円

「『
働
く
人
生
五
十
年
』
の
時
代
。
変

化
の
大
き
い
時
代
に
は
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
新
し
い
学
び
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
が
必
要
。国
も
各
種
交
付
金
で
応
援
。

こ
れ
は
そ
の
指
南
書
。」（
著
者
よ
り
）

『
お
気
の
毒
な
弁
護
士
』

�

山
浦
善
樹（
63
期
）

弘文堂
3,850 円

　

約
30
年
の
「
マ
チ
弁
」
を
経
て
最
高

裁
判
事
を
務
め
た
著
者
が
、
そ
の
半
生

を
ま
と
め
た
一
冊
。
独
特
の
挿
絵
は
自

ら
描
い
た
。

『
な
ぜ
か
宇
宙
は
ち
ょ
う
ど
い
い
』

�

松
原
隆
彦（
83
期
）

誠文堂新光社
1,760 円

　

宇
宙
を
支
配
す
る
物
理
法
則
は
理
論

的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
な

き
数
値
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
本
書
で

は
そ
の
う
ち
22
の
奇
跡
を
紹
介
す
る
。

『
ね
ん
ど
de
ク
ッ
キ
ン
グ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

�

は
っ
と
り
み
ど
り（
81
期
）

日東書院本社
1,485 円

「
色
も
形
も
自
由
自
在
の
ね
ん
ど
は
工

夫
次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
物
が
作
れ
ま

す
。
本
物
の
よ
う
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
フ
ー

ド
の
作
り
方
を
写
真
で
解
説
。
本
当
の

お
料
理
を
す
る
よ
う
に
ね
ん
ど
遊
び
が

楽
し
め
ま
す
。
ギ
フ
ト
に
も
お
薦
め
で

す
。」（
著
者
よ
り
）

『
文
学
の
認
知
空
間

�

―
近
代
日
本
文
学
と
東
京
』

�

佐
藤
義
雄（
65
期
）

蒼丘書林
3,520 円

「
主
題
や
人
物
像
な
ど
か
ら
で
は
な

く
、
風
景
の
「
認
知
」
を
核
に
置
い

て
、
日
本
近
代
文
学
の
テ
キ
ス
ト
を
読

み
直
し
た
も
の
で
す
。
お
な
じ
み
の

〈
場
〉
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。」

�

（
著
者
よ
り
）

〒102－0073
千代田区九段北1-3-3九段下東急真ｻｸﾗﾋﾞﾙ４階・8階
TEL: 03-3512-0211   FAX:03-3512-0214
E-mail : f.tsuchi@eos.ocn.ne.jp

       公益財団法人日本調停協会連合会　理

    弁護士　土屋　文男（69期）

 土屋綜合法律事務所

〒102－0073
千代田区九段北1-3-3九段下東急真ｻｸﾗﾋﾞﾙ４階・8階
TEL: 03-3512-0211   FAX:03-3512-0214
E-mail : f.tsuchi@eos.ocn.ne.jp

       公益財団法人日本調停協会連合会　理

    弁護士　土屋　文男（69期）

 土屋綜合法律事務所

〒102－0073
千代田区九段北1-3-3九段下東急真ｻｸﾗﾋﾞﾙ４階・8階
TEL: 03-3512-0211   FAX:03-3512-0214
E-mail : f.tsuchi@eos.ocn.ne.jp

       公益財団法人日本調停協会連合会　理

    弁護士　土屋　文男（69期）

 土屋綜合法律事務所
理事長
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同
窓
生
の
新
刊

司
法
書
士

　
飯
田

　
茂
幸
（
90
期
）

〒108-0072
東
京
都
港
区
白
金
1-

2
5-

1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ン
ス
白
金
4
0
2

T
E
L 

0
3-

6
2
7
7-

3
4
1
3

F
A
X 

0
3-

6
2
7
7-

0
6
0
8

司
法
書
士
事
務
所

　
リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
ス
白
金

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
最
近
上
梓
し
た

図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
メ
ー

ル
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。   

　
　
　
　
　
荻
原
貴
（
79
期
）

                    oosakajou@
m
sn.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
定
価
は
外
税
）

「
免
疫
力
を
強
く
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
昌
之（
64
期
）

　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
１
１
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
関

心
が
高
ま
る
免

疫
。健
康
食
品
や

ワ
ク
チ
ン
、予
防
接
種
や
「
が
ん
治
療
」

に
つ
い
て
、
免
疫
学
の
第
一
人
者
が
平

易
に
解
説
。

「
宇
宙
は
無
限
か
有
限
か
」

　
　
　
　
　
　      
松
原
隆
彦（
83
期
）

　
　
　
　
　
光
文
社
新
書
　
８
０
０
円

　
宇
宙
に
「
果

て
」
は
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
。

宇
宙
に
「
外
側
」

は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
最
新
の
宇

宙
論
の
成
果
を
交
え
て
「
根
源
的
な
問

い
」
を
考
え
る
。

「
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
『
絵
』
の
描
き
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
辰
男（
56
期
）

　
　
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ン
ド
　
１
５
０
０
円

定
年
後
に
エ

ク
セ
ル
の
図
形

描
画
機
能
や
な

ど
を
使
っ
て
習
得
し
た
オ
ー
ト
シ
ェ
イ

プ
描
画
法
を
、
写
真
を
豊
富
に
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

「
教
養
と
し
て
の
落
語
」

　
　
　
　
　
　   

　
立
川
談
慶（
82
期
）

　
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
　
１
４
０
０
円

　
吉
田
茂
ら
政

財
界
の
第
一
人

者
に「
人
の
心
を

つ
か
む
」ツ
ー
ル

と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
〝
教
養
と
し
て

の
落
語
〞
の
古
典
力
を
立
川
談
志
の
弟

子
が
教
え
る
。

「
箸
の
は
な
し
を
聞
い
て
く
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
　
栄（
56
期
）

          

コ
ミ
ー
物
語
選
書
　
８
４
０
円
　

　「
手
長
箸
」
を

使
い
脳
を
刺
激

す
る
箸
掴
み
ゲ

ー
ム
を
発
案
、普

及
に
取
り
組
む
著
者
が
、
共
に
喜
ぶ
こ

と
が
で
き
る
箸
の
シ
ン
プ
ル
で
多
様
な

力
を
紹
介
。

　
　
　

「
八
重
原

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
植
物
」

　
　
　
　
　      

　
清
水
計
枝（
64
期
）

              

ク
ラ
フ
ト
社
　
１
８
０
０
円

　
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
の
生
家
に

は
劇
に
登
場
す

る
植
物
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
東
御
市
に
自
ら

庭
園
を
開
設
。
栽
培
さ
れ
て
い
る
63
種

の
植
物
を
描
き
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
の

一
節
と
合
わ
せ
て
紹
介
。

「
幻
の
彼
女
」

酒
本
歩
（
本
名
：
和
田
剛
浩
78
期
）

　
　
　
　
　
　
光
文
社
　
１
６
５
０
円

　
交
際
し
て
い

た
三
人
の
女
性

が
相
次
い
で
亡

く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
主
人
公
が
知
り
、
真
相
を
追
う

長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。
下
町
風
情
、
最
先

端
医
療
あ
り
の
話
題
作
。

「
い
ち
ば
ん
や
さ
し
いG

oogle

ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
教
本
」

                       

山
浦
直
宏
（
82
期
）

　
　
　
　
イ
ン
プ
レ
ス
　
２
１
７
８
円

　
広
告
や
集
客

な
ど
サ
イ
ト
を

運
営
す
る
の
に

必
須
のGoogle

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
。
そ
の
デ
ー
タ
活
用

を
「
取
る
」「
見
る
」「
使
う
」
の
３
段

階
で
整
理
し
解
説
。

　
赤
松
小
三
郎
研
究
会
員
の
関
良
基
・

拓
殖
大
学
教
授が
、
６
月
の
第
59
回
総

会
で
、
徳
川
幕
府
の
中
枢
で
日
本
の
近

代
化
を
進
め
た
上
田
藩
主
松
平
忠
固
の

功
績
と
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
の
講
演

を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
。

　
忠
固
は
老
中
と
し
て
日
米
和
親
条
約

の
締
結
と
開
国
・
近
代
化
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
権
力
を

握
っ
た
長
州
・
薩
摩
藩
の
影
響
下
で
、

赤
松
同
様
に
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
関
氏
は
同
研
究

会
の
報
告
や
講
演
、
著
作
で
指
摘
し
て

き
た
。

　
今
回
、
講
演
は
取
り
や
め
と
な
っ
た

が
、
関
氏
は
並
行
し
て
、
同
講
演
の
テ

ー
マ
で
も
あ
る
、
赤
松
と
松
平
忠
固
の

正
当
な
評
価
を
求
め
る
新
著
を
執
筆
し

て
い
る
。
ブ
ロ
グ
な
ど
で
「
ほ
と
ん
ど

誰
も
知
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
江
戸
末

期
の
政
治
家
・
松
平
忠
固
」
の
功
績
を
、

赤
松
研
究
会
で
発
表
や
講
演
し
て
き
た

蓄
積
を
も
と
に
、「
日
本
を
開
国
し
た

人
物
」
と
し
て
広
く
認
め
さ
せ
た
い
と

執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
６
月
以
降

に
作
品
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
と
い

う
。 松

平
忠
固
の
功
績
出
版
へ

関
良
基
・
拓
大
教
授
（
86
期
）

同
窓
生
の
新
刊

　今年は７８期が総会実行委員の当番期です

　皆で協力して総会を盛り上げましょう。

　多数の皆さんのご参加をお待ちしています。

７８期有志一同

７８ 期

祝！ 第60回総会
期

　今年は７８期が総会実行委員の当番期です

　皆で協力して総会を盛り上げましょう。

　多数の皆さんのご参加をお待ちしています。

７８期有志一同

７８ 期

祝！ 第60回総会
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期 祝！第 回総会

復旧した別所線千曲川橋梁：宮島光男さん（ 期）ご提供

期有志一同

今年は私たちが実行委員会当番期です。

皆さんの協力で総会を成功させましょう。

参加をお待ちしています。

49
期　
小
林　
恒
雄

　

米
寿
を
経
過
、
嬉
し
い
。
社
協
、
高

齢
者
支
援
の
依
頼
を
受
け
、
仲
間
六
人

で
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
慰
安
訪
問
を
リ

モ
ー
ト
で
実
施
し
て
い
る
。

49
期　
滝
澤　
侑
三

　

私
は
父
の
実
家
に
移
る
事
に
な
り
東

京
か
ら
上
田
に
転
校
し
ま
し
た
。
一
番

先
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
が
大
石
君

で
し
た
。
心
に
残
っ
て
居
り
ま
す
。

会
員
短
信

総
会
の
議
決
出
欠
は
が
き
よ
り

元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
理
事
、
現
在
は
「
上
田

創
造
館
」
名
誉
館
長
と
し
て
活
躍
中�

�

山
浦
雄
一
さ
ん（
68
期
）

　

山
浦
さ
ん
は

東
京
大
学
工
学

系
大
学
院
航
空

学
専
攻
課
程
修

了
後
、
１
９
７
８
年
に
現
在
の
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
前
身
の
宇
宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ａ
）
に
入
社
さ
れ
、
２
０
１
７
年

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
を
退
社
さ
れ
る
ま
で
、
4
年
の
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
駐
在
を
含
む
約
40
年
間
宇
宙
開

発
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
特
に
２
０
１

３
年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
理
事
と
し
て
、

経
営
企
画
、
国
際
関
係
、
産
業
振
興
、

危
機
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担

当
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
経
営
面
か
ら
支

え
た
。
現
在
は
筑
波
大
学
で
客
員
教
授

（
宇
宙
工
学
）
と
し
て
教
鞭
を
執
る
。

な
お
、
昨
年
12
月
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
時
代
の

貴
重
な
経
験
が
詰
め
込
ま
れ
た
著
書
が

出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

『
現
場
の
判
断
、
経
営
の
決
断

�

宇
宙
開
発
に
見
る
リ
ス
ク
対
応
』

�

山
浦
雄
一
（
68
期
）

日本経済新聞出版
2,090 円

　

は
や
ぶ
さ
2
、
こ
う
の
と
り
、
宇
宙

飛
行
士
、
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
で
世
界
に
挑

ん
だ
日
本
と
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
事

故
を
2
度
起
こ
し
た
米
国
は
、
苦
難
・

危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
。
約
40

年
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
在
籍
し
た
筆
者
が
、
日

米
宇
宙
開
発
の
現
場
・
経
営
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
、
日
本
の
チ
ー
ム
一
丸
の
姿

と
底
力
を
明
か
す
。
2
月
6
日
、
毎
日

新
聞
朝
刊
と
電
子
版
の
書
評
欄
に
て
好

紹
介
。

　

一
方
、
山
浦
さ
ん
は
地
元
「
上
田
創

造
館
」
の
名
誉
館
長
と
い
う
一
面
を
お

持
ち
だ
。
平
成
28
年
に
開
館
30
周
年
を

迎
え
る
際
に
、
科
学
技
術
等
に
経
験
・

知
見
を
有
す
る
人
物
と
し
て
山
浦
さ
ん

が
名
誉
館
長
に
就
任
し
た
。

　

同
館
は
「
住
民
の
教
育
、
文
化
及
び

芸
術
の
振
興
を
図
り
、
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
創
造
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
、
上
田
地
域
広
域
連

合
に
属
す
る
組
織
。
館
内
に
は
、
文
化

ホ
ー
ル
、
民
族
資
料
館
、
図
書
館
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
天
体
観
測
室
（
屋

上
）
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
て
、「
地

域
に
開
か
れ
た
広
場
」
と
し
て
年
間
来

場
者
数
は
約
17
万
人
を
数
え
る
。
名
誉

館
長
と
し
て
の
山
浦
さ
ん
は
、
講
演
講

師
、
イ
ベ
ン
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
、
ト

ー
ク
パ
ネ
ル
の
パ
ネ
リ
ス
ト
な
ど
の
活

動
を
す
る
ほ
か
、
事
業
企
画
等
へ
の
助

言
を
行
う
な
ど
、
同
館
に
と
っ
て
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
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寄付者・寄付グループ
ご協力ありがとうございました！（2019 年 10 月 1日  ～ 2020 年 3月 31日）

期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 )
38 荒木廣之 10,000 53 尾崎俊朗 10,000 57 若林　篤 1,000 67 熊坂文成 10,000
46 清水巻郎 2,000 54 山崎茂幸 3,000 60 白井　透 5,000 68 68 期同期会 3,000
47 土屋　博 10,000 54 倉島　彰 2,000 60 福嶋　宣 5,000 72 小林孝好 1,000
49 滝澤侑三 2,000 55 土屋　務 2,000 62 秋田　勇 4,000 72 72 期有志 10,000
49 鶴見慎一郎 2,000 55 宮島光男 10,000 65 上原　昇 60,000 79 渡辺尚美 1,000
49 翠川　輝 2,000 55 高田悠三 1,000 65 丸山道隆 1,000 79 倉沢卓見 1,000
50 相場邦二郎 10,000 56 神津　進 2,000 65 佐藤由樹 4,000 81 毛利元晶 3,000
50 翠川　勲 1,000 56 笹沢政道 2,000 65 65 期有志 40,000 81 輿水正比古 1,000
51 保坂利勝 2,000 56 赤尾信吉 1,000 66 清野勝芳 2,000 100 矢島志織 3,000
51 内久根孝一 5,000 56 横島庄治 2,000 66 田口　博 8,000 匿名希望 100,000
51 掛川國雄 2,000 57 大谷光弘 3,000 67 水島良子 3,000 合計 352,000

【103期】 【101期】 石森博行 2022 佐藤一道 2023 荒井紀代 2019 内田久美子 2022 【83期】 【82期】
甲田英里子 2023 山極佳代子 2023 津島葉子 2020 鈴木　礼 2021 北村玲子 2020 荻原松美 2021 五十嵐恵子 2019 井出　智 2019

依田久美子 2024 中村妙子 2025 坂口太一 2019 春日一浩 2022 内川　智 2023 荻野　健 2026
【108期】 【102期】 依田恵美子 2019 簾沢誠司 2022 正部家孝子 2022 小林智美 2022 榎本かおる 2020 加藤民幸 2022
中村祐輝 2019 輿水理美 2025 田中正暁 2023 近藤弘司 2020 大野聡子 2022 加藤泰子 2019

【98期】 【91期】 永井　博 2023 桜木加代子 2023 尾添静子 2024 川口浩一 2025
【110期】 【103期】 竹花　元 2019 髙橋麻子 2021 西澤信司 2019 塩野入清美 2019 倉島茂樹 2021 木内道男 2022
草川竜也 2019 小岩井聡美 2022 宮澤慶行 2020 滝沢綾子 2019 松本博文 2022 日野みゆき 2022 甲田輝久 2021 久保貴子 2021
栁澤文香 2019 清水　瞳 2022 西入　聖 2020 山本ひろ江 2019 村上和香子 2019 佐藤士保子 2019 笹沢和子 2019

竹村淳一 2020 【99期】 山下知子 2020 村主紀子 2019 重藤知夫 2023
【112期】 屋代　有 2021 窪田健志 2022 【92期】 【88期】 高松寿夫 2022 清水るりこ 2020
中沢雄河 2022 山崎咲保里 2021 塚田　学 2019 植松真弓 2022 柏木美和 2019 【86期】 松尾宗一 2023 滝沢裕雄 2021
長谷川ゆか 2019 吉池由佳里 2021 永井洋平 2022 河東田美恵 2019 髙橋恭子 2019 阿部貴子 2020 宮島克仁 2019 竹鼻健司 2023

中嶋　豪 2020 小山　勇 2019 中越陽子 2024 市川　宏 2019 山本　稔 2023 土屋敏也 2022
【113期】 【104期】 宮澤陽介 2021 翠川哲也 2027 中島数晃 2025 桜井章喜 2019 若林　努 2021 西澤知樹 2020
関　拓海 2020 有賀　創 2019 矢島好太郎 2021 佐藤美那子 2019 服部順子 2019
武井愛衣 2023 石川翔太 2021 渡辺敏央 2020 【95期】 【89期】 関　良基 2023 【84期】 平松佳子 2019

川合健治 2020 小宮山和匡 2019 江住和俊 2019 滝澤郁雄 2048 児玉直美 2020 古谷由美子 2019
【114期】 清水文隆 2020 【100期】 小宮山功一朗 2019 北田さやか 2019 中沢信明 2019 清水博之 2019 堀田きよみ 2019
出澤一晃 2020 寺島亞希 2022 甲田英史 2019 小林幸治 2024 西川美香子 2023 城下理恵 2019 松橋睦生 2019
林　奈南 2019 古澤　挙 2019 清水恭子 2022 【96期】 関　祐一 2024 三好英次 2020 原島麻生美 2023 宮下正巳 2023

關　雅之 2021 青木康史 2021 北東美枝 2022 山本　寛 2019 吉池　仁 2021 室賀郁夫 2019
【117期】 【106期】 田中篤志 2019 関　隆臣 2019 吉池有司 2025 米津仁志 2022 森いずみ 2024
柳澤理乃 2019 木村和人 2019 中川央充 2020 【90期】 山浦直宏 2019

矢島志織 2019 【97期】 飯田茂幸 2024 【87期】 【85期】 山口　治美 2022

　
在
校
時
よ
り
も
幅
広
く
深
交
を
重
ね
ら
れ
る
同
窓
会
へ

の
参
加
を
楽
し
み
に
、
年
年
歳
歳
の
人
生
を
新
た
な
感
動

で
歩
み
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
１
０
０
号
記
念
を
お
祝

い
し
ま
す
。
我
が
１
０
０
号
（
歳
）
は
発
行
出
来
る
か
ど

う
か
。
当
面
90
号
を
目
指
し
ま
す
。  

松
井
石
根
（
60
期
）

会
報「
う
え
だ
」１０

０
号
発
行
記
念
同
窓
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

うえだ　100号　P11

　
関
東
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は

１
２
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
事
業
の
進
捗
状
況
を
ご
報
告

致
し
ま
す
。

①
空
調
設
備
の
寄
附
は
、
上
田
高
校

管
理
諸
室
と
同
窓
会
館
へ
高
効
率
ガ

ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
の
設
置

が
完
了
し
ま
し
た
。
公
費
で
は
な
か

な
か
導
入
で
き
な
い
校
長
室
、
教
務

室
、
保
健
室
、
事
務
室
な
ど
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
生
徒
職
員
に
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
（
普
通
教
室
の
エ
ア

コ
ン
は
１
１
０
周
年
記
念
事
業
で
設

清
流
甦
る
母
校
の
お
堀

母
校
創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
報
告

お
堀
浚
渫
5
月
に
完
成
へ

置
済
）。
同
窓
会
館
は
各
部
屋
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
短
期
間
で
す
が
卒

業
生
が
学
習
室
で
、
入
試
に
向
け
て

活
用
し
ま
し
た
。

②
堀
浚
渫
工
事
は
２
月
に
着
工
。
暖
冬

に
よ
る
汚
泥
の
液
状
化
で
工
期
が
伸

び
、
堀
の
南
側
３
分
の
１
の
浚
渫
終

了
。
４
月
末
に
浚
渫
終
了
。
敷
地
内

の
水
源
井
戸
ポ
ン
プ
は
12
月
末
に
設

置
、
５
月
に
は
美
し
い
堀
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
予
定
。

③
校
史
「
高
校
第
二
編
」
発
刊
は
、

途
絶
え
て
い
た
１
９
７
４
年
か
ら

２
０
１
９
年
度
ま
で
45
年
間
を
、
編

纂
委
員
22
名
が
秋
の
刊
行
を
目
指
し

執
筆
中
で
す
。

④
会
員
名
簿
デ
ー
タ
は
、
事
務
局
業
務

用
会
員
名
簿
を
必
要
最
小
限
の
装
丁

で
10
年
ぶ
り
に
改
訂
し
ま
す
。

⑤
記
念
行
事
と
式
典

　
学
内
記
念
行
事
を
10
月
21
日
に
上

田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
サ

ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
）
で
行
い
ま
す
。
講

演
の
講
師
は
堀
内
康
男
氏
（
81
期
＝

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
イ
オ
ン
エ

ン
ジ
ン
開
発
者
）。

同
窓
会
主
催
の
記
念
式
典
は
、
10

月
24
日
午
後
２
時
か
ら
上
田
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
３
階
「
信
濃
」
で
催
し

ま
す
。
記
念
講
演
講
師
は
山
浦
善
樹

氏
（
63
期
、
弁
護
士
、
元
最
高
裁
判

所
判
事
）
で
す
。

⑥
寄
附
金
２
８
７
０
万
円
集
ま
る

　
３
月
30
日
時
点
で
寄
附
同
窓
生
の

延
べ
人
数
は
１
７
３
４
人
、
会
員
約

２
万
５
０
０
０
人
の
６
・９
％
で
す
。

寄
附
総
額
は
２
８
７
０
万
５
２
１
６

円
、
目
標
金
額
４
６
０
０
万
円
の

62
・
４
％
で
す
。

　
目
標
額
達
成
へ
、お
知
り
合
い
に
、

ぜ
ひ
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
寄
附

の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　
振
込
用
紙
は
７
月
の
同
窓
会
本
部

会
報
に
同
封
す
る
予
定
で
す
。
上
田

高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
で
の
振
り
込
み

方
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
の

様
子
や
折
々
の
古
城
の
門
な
ど
上
田

高
校
関
連
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す

の
で
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
同
窓
会
事
務
局
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
倉
澤
克
彦（
73
期
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古城の門を背に記念撮影

生徒と保護者でにぎわう入学式

水を抜いたお堀で重機が活躍

堆積した大量の汚泥をトラックに

弁
護
士

　北澤

　豪（
七
二
期
）

木
挽
町
総
合
法
律
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
十
二
番
十
三
号

大
東
銀
座
ビ
ル
五
階
〒
一
〇
四
・〇
〇
六
一

　電話

　〇三
・
五
五
三
七
・
五
一
一
八

　

FAX

　〇三
・
五
五
三
七
・
五
三
一
八

有限会社カニエ薬局
取締役　蟹江由美子

（69期）

〒370-0517
群馬県邑楽郡大泉町
西小泉 1-25-1
カニエ薬局志部店

電話 0276-62-4455
FAX 0276-62-4455

温泉コンサルタント

携帯電話　090-2146-6000
本社　〒386-0404   長野県上田市上丸子312番地1

            TEL: 0268-75-7300　　FAX: 0268-75-7302 

            E-mail : takada1@cocoa.ocn.ne.jp

　代表取締役　髙　田　　忍　（69期）

地質総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・温泉工事

    株式会社 信州エンジニアリング

            URL: http://shin-eng.server-shared.com/

温泉コンサルタント

携帯電話　090-2146-6000
本社　〒386-0404   長野県上田市上丸子312番地1

            TEL: 0268-75-7300　　FAX: 0268-75-7302 

            E-mail : takada1@cocoa.ocn.ne.jp

　代表取締役　髙　田　　忍　（69期）

地質総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・温泉工事

    株式会社 信州エンジニアリング

            URL: http://shin-eng.server-shared.com/

温泉コンサルタント

携帯電話　090-2146-6000
本社　〒386-0404   長野県上田市上丸子312番地1

            TEL: 0268-75-7300　　FAX: 0268-75-7302 

            E-mail : takada1@cocoa.ocn.ne.jp

　代表取締役　髙　田　　忍　（69期）

地質総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・温泉工事

    株式会社 信州エンジニアリング

            URL: http://shin-eng.server-shared.com/

温泉コンサルタント

携帯電話　090-2146-6000
本社　〒386-0404   長野県上田市上丸子312番地1

            TEL: 0268-75-7300　　FAX: 0268-75-7302 

            E-mail : takada1@cocoa.ocn.ne.jp

　代表取締役　髙　田　　忍　（69期）

地質総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・温泉工事

    株式会社 信州エンジニアリング

            URL: http://shin-eng.server-shared.com/

期 祝！第 回総会

復旧した別所線千曲川橋梁：宮島光男さん（ 期）ご提供

期有志一同

今年は私たちが実行委員会当番期です。

皆さんの協力で総会を成功させましょう。

参加をお待ちしています。

上田創造館（上田市上田原 1640番地）



うえだ　102 号　P22

51
期　
黒
川　
嘉
郎

　

対
校
戦
マ
ス
タ
ー
ズ
も
中
断
の
中
、

昨
年
九
月
よ
り
、
ボ
ー
ト
の
練
習
を
再

開
。
快
晴
の
十
一
月
十
五
日
戸
田
レ
ガ

ッ
タ
に
我
々
八
十
三
歳
以
上
の
エ
イ
ト

ク
ル
ー
も
参
加
。
若
い
世
代
の
四
ク
ル

ー
と
競
漕
。
メ
ダ
ル
を
獲
た
。
コ
ロ
ナ

禍
、
諸
兄
姉
の
健
勝
を
祈
念
‼

58
期　
宮
下　
秀
久

　

地
形
図
を
読
み
、
そ
の
場
で
コ
ー
ス

を
創
っ
て
歩
く
会
を
三
十
年
主
宰
し
て

い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど

う
ぞ
。

63
期　
飯
塚　
一
雄

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
鉄
の
改
良
と
保
守
工

場
新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
で
渡
航
出
来
な
い
一
年
を

送
り
ま
し
た
。

65
期　
佐
藤　
義
雄

　

二
〇
一
九
年
三
月
に
明
治
大
学
文
学

部
教
授
退
任
。
現
在
、
名
誉
教
授
、
体

育
会
水
泳
部
特
別
顧
問
で
す
。
体
育
会

水
泳
部
は
天
皇
賜
杯
を
二
年
ぶ
り
に
獲

得
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
六
月
に
三
冊
目
の
研
究

書
「
文
学
の
認
知
空
間
」
を
出
版
し
ま

し
た
。

69
期　
関　
和
義

　

ク
ラ
ス
幹
事
と
し
て
努
め
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
講
演
会
、
リ

モ
ー
ト
参
加
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

75
期　
一
之
瀬
康
利

　

二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
転
職
し
、
海

外
事
業
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開

店
休
業
状
態
で
し
た
。

76
期　
土
屋　
久
幸

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
高
齢
者
施
設
で
病

気
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
収
ま
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

寺
島
知
惠
子（
旧
姓：伊
藤
）さ
ん（
58
期
）逝
く

『
―
孫
た
ち
に
伝
え
た
い
祖
母
里
和
の

生
涯
―
』
を
読
み
掛
け
て
い
た
。
知
惠

子
さ
ん
が
、
ガ
ン
で
闘
病
中
に
著
し
た

も
の
だ
。

　

3
月
22
日
に
亡
く
な
っ
た
と
夫
君
の

寺
島
紘
士
氏
か
ら
電
話
で
訃
報
が
届
い

た
。
急
ぎ
、
練
馬
の
ご
自
宅
を
弔
問
し

た
。
祭
壇
に
は
社
会
活
動
時
と
沢
山
の

お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
た
知
的
な
遺
影
が

あ
っ
た
。

　

58
期
に
は
6
人
の
女
性
が
い
た
。
伊

藤
知
惠
子
さ
ん
は
放
送
班
に
属
し
て
い

た
が
班
室
は
ロ
ッ
カ
ー
代
わ
り
だ
っ

た
。
僕
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
原
稿
を
見

て
何
時
も
適
切
な
指
摘
を
貰
っ
た
。
最

近
で
も
、「
あ
の
時
の
原
稿
は
！
」
と

細
目
で
言
う
。
僕
は
赤
面
し
て
し
ま
う
。

　

伊
藤
さ
ん
は
2
年
生
時
9
月
、

Pennsylvania

州D
alton�H

igh�
School

に
留
学
し
た
。
留
学
す
る
優

秀
な
上
田
高
校
同
級
生
が
居
た
と
は
驚

き
だ
っ
た
。
信
越
放
送
が
留
学
先
の
伊

藤
さ
ん
と
ラ
ジ
オ
生
中
継
を
し
た
。
僕

は
放
送
班
と
し
て
立
ち
会
っ
た
。
当
日

の
体
育
講
堂
で
の
録
音
は
、
校
舎
の
白

塀
にtim

e�capsule

と
し
て
埋
め
た
。

10
年
後
に
開
け
る
筈
だ
っ
た
が
、
60
年

経
た
今
以
て
開
け
て
い
な
い
。
音
楽
に

も
長
け
てIsrael�Phil
の
チ
ェ
ロ
奏
者

山
岸
宜
公
君
（
58
期
）
と
はviolin�

で

は
負
け
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
人

も
居
る
。

　

留
学
帰
国
後
、
58
期
生
と
し
て
復
帰

し
た
。
東
京
大
学
卒
業
後
、
運
輸
省
官

僚
寺
島
紘
士
君
と
高
校
・
大
学
同
士
が

や
っ
ぱ
り
結
婚
し
た
。
日
本
国
家
の
官

僚
を
支
え
る
家
庭
だ
っ
た
。

　

高
校
交
響
楽
を
支
え
、
長
い
間
上
田

80
期　
櫻
井　
規
喜

　

電
車
に
乗
車
中
、
ど
こ
に
も
非
接

触
。
二
重
マ
ス
ク
・
ゴ
ー
グ
ル
・
ア
ル

コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
携
行
。
帰
宅
後
は
、

即
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
衣
類
ス
チ
ー
ム

消
毒
、
即
風
呂
。

うえだ　100号　P19

寄付者・寄付グループ
ご協力ありがとうございました！（2019 年 10 月 1日  ～ 2020 年 3月 31日）

期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 ) 期 氏名 金額 ( 円 )
38 荒木廣之 10,000 53 尾崎俊朗 10,000 57 若林　篤 1,000 67 熊坂文成 10,000
46 清水巻郎 2,000 54 山崎茂幸 3,000 60 白井　透 5,000 68 68 期同期会 3,000
47 土屋　博 10,000 54 倉島　彰 2,000 60 福嶋　宣 5,000 72 小林孝好 1,000
49 滝澤侑三 2,000 55 土屋　務 2,000 62 秋田　勇 4,000 72 72 期有志 10,000
49 鶴見慎一郎 2,000 55 宮島光男 10,000 65 上原　昇 60,000 79 渡辺尚美 1,000
49 翠川　輝 2,000 55 高田悠三 1,000 65 丸山道隆 1,000 79 倉沢卓見 1,000
50 相場邦二郎 10,000 56 神津　進 2,000 65 佐藤由樹 4,000 81 毛利元晶 3,000
50 翠川　勲 1,000 56 笹沢政道 2,000 65 65 期有志 40,000 81 輿水正比古 1,000
51 保坂利勝 2,000 56 赤尾信吉 1,000 66 清野勝芳 2,000 100 矢島志織 3,000
51 内久根孝一 5,000 56 横島庄治 2,000 66 田口　博 8,000 匿名希望 100,000
51 掛川國雄 2,000 57 大谷光弘 3,000 67 水島良子 3,000 合計 352,000

【103期】 【101期】 石森博行 2022 佐藤一道 2023 荒井紀代 2019 内田久美子 2022 【83期】 【82期】
甲田英里子 2023 山極佳代子 2023 津島葉子 2020 鈴木　礼 2021 北村玲子 2020 荻原松美 2021 五十嵐恵子 2019 井出　智 2019

依田久美子 2024 中村妙子 2025 坂口太一 2019 春日一浩 2022 内川　智 2023 荻野　健 2026
【108期】 【102期】 依田恵美子 2019 簾沢誠司 2022 正部家孝子 2022 小林智美 2022 榎本かおる 2020 加藤民幸 2022
中村祐輝 2019 輿水理美 2025 田中正暁 2023 近藤弘司 2020 大野聡子 2022 加藤泰子 2019

【98期】 【91期】 永井　博 2023 桜木加代子 2023 尾添静子 2024 川口浩一 2025
【110期】 【103期】 竹花　元 2019 髙橋麻子 2021 西澤信司 2019 塩野入清美 2019 倉島茂樹 2021 木内道男 2022
草川竜也 2019 小岩井聡美 2022 宮澤慶行 2020 滝沢綾子 2019 松本博文 2022 日野みゆき 2022 甲田輝久 2021 久保貴子 2021
栁澤文香 2019 清水　瞳 2022 西入　聖 2020 山本ひろ江 2019 村上和香子 2019 佐藤士保子 2019 笹沢和子 2019

竹村淳一 2020 【99期】 山下知子 2020 村主紀子 2019 重藤知夫 2023
【112期】 屋代　有 2021 窪田健志 2022 【92期】 【88期】 高松寿夫 2022 清水るりこ 2020
中沢雄河 2022 山崎咲保里 2021 塚田　学 2019 植松真弓 2022 柏木美和 2019 【86期】 松尾宗一 2023 滝沢裕雄 2021
長谷川ゆか 2019 吉池由佳里 2021 永井洋平 2022 河東田美恵 2019 髙橋恭子 2019 阿部貴子 2020 宮島克仁 2019 竹鼻健司 2023

中嶋　豪 2020 小山　勇 2019 中越陽子 2024 市川　宏 2019 山本　稔 2023 土屋敏也 2022
【113期】 【104期】 宮澤陽介 2021 翠川哲也 2027 中島数晃 2025 桜井章喜 2019 若林　努 2021 西澤知樹 2020
関　拓海 2020 有賀　創 2019 矢島好太郎 2021 佐藤美那子 2019 服部順子 2019
武井愛衣 2023 石川翔太 2021 渡辺敏央 2020 【95期】 【89期】 関　良基 2023 【84期】 平松佳子 2019

川合健治 2020 小宮山和匡 2019 江住和俊 2019 滝澤郁雄 2048 児玉直美 2020 古谷由美子 2019
【114期】 清水文隆 2020 【100期】 小宮山功一朗 2019 北田さやか 2019 中沢信明 2019 清水博之 2019 堀田きよみ 2019
出澤一晃 2020 寺島亞希 2022 甲田英史 2019 小林幸治 2024 西川美香子 2023 城下理恵 2019 松橋睦生 2019
林　奈南 2019 古澤　挙 2019 清水恭子 2022 【96期】 関　祐一 2024 三好英次 2020 原島麻生美 2023 宮下正巳 2023

關　雅之 2021 青木康史 2021 北東美枝 2022 山本　寛 2019 吉池　仁 2021 室賀郁夫 2019
【117期】 【106期】 田中篤志 2019 関　隆臣 2019 吉池有司 2025 米津仁志 2022 森いずみ 2024
柳澤理乃 2019 木村和人 2019 中川央充 2020 【90期】 山浦直宏 2019

矢島志織 2019 【97期】 飯田茂幸 2024 【87期】 【85期】 山口　治美 2022

　
在
校
時
よ
り
も
幅
広
く
深
交
を
重
ね
ら
れ
る
同
窓
会
へ

の
参
加
を
楽
し
み
に
、
年
年
歳
歳
の
人
生
を
新
た
な
感
動

で
歩
み
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
１
０
０
号
記
念
を
お
祝

い
し
ま
す
。
我
が
１
０
０
号
（
歳
）
は
発
行
出
来
る
か
ど

う
か
。
当
面
90
号
を
目
指
し
ま
す
。  

松
井
石
根
（
60
期
）

会
報「
う
え
だ
」１０

０
号
発
行
記
念
同
窓
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

TEL: 0422-24-7722　　FAX: 0426-33-9507 

Website:  https://www.ishimori-law-office.com/

弁護士　石森　博行（97期）

E-mail : hiroyuki.ishimori@ishimori-lo.com

〒180-0001   東京都武蔵野市吉祥寺北町1-1-2
トラッセルズ102号　石森法律事務所

                     TEL: 0256-92-0001 
                     E-mail : ykodan@gmail.com

    理事長・院長　甲田　豊（69期）

 医療法人社団　甲田内科クリニック

  　燕市医師会　会長

〒959-0264   新潟県燕市吉田3748
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                     E-mail : ykodan@gmail.com
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    理事長・院長　甲田　豊（69期）
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  　燕市医師会　会長
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高
校
同
窓
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
。
生
涯
を
通
じ
て
知
的
なsuper

＆m
ulti

レ
デ
ィ
ー
だ
っ
た
。

　

伊
藤
知
惠
子
→
寺
島
知
惠
子
→
秀
雲

院
慈
響
英
和
大
姉
と
名
前
を
変
え
た
。

生
前
の
厚
誼
と
遺
徳
が
全
て
織
り
込
ま

れ
た
戒
名
だ
。�

赤
池
三
男
（
58
期
）

弁護士　林　幸平　�（74期）

神
田
美
容
外
科
形
成
外
科
医
院

院
長
・
医
学
博
士

征
矢
野　
進
一
（
69
期
）

千
代
田
区
鍛
治
町
二
―
七
―
二

��

〇
三
―
三
二
五
七
―
〇
一
一
一



うえだ　102 号　P23

堀
内
忠
久
さ
ん
（
53
期
）
が
逝
く

　

現
役
時
代
は
鋼
製
ド
ラ
ム
缶
、
特
殊

容
器
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
営
業
部
長
、

役
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
関
西
勤
務
か

ら
戻
り
同
窓
会
総
会
に
出
る
う
ち
に
議

論
好
き
が
目
に
留
ま
り
、
甕
滋
会
長
期

の
幹
事
長
に
推
さ
れ
活
躍
が
始
ま
る
。

　

会
運
営
の
基
と
な
る
会
員
名
簿
の
再

整
備
を
掲
げ
、
ま
ず
若
手
会
員
の
住
所

を
求
め
実
家
に
は
が
き
を
送
付
、
さ
ら

に
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
自
分
の
手
で

会
員
六
千
人
弱
の
氏
名
、
住
所
等
を
イ

ン
プ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
清

水
通
男
氏
（
66
期
）
の
Ｉ
Ｔ
企
業
を
煩

わ
せ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
が
、
次
期

丸
山
瑛
一
会
長
は
こ
れ
を
甕
執
行
部
の

偉
業
と
讃
え
て
い
る
。
会
報
の
充
実
に

も
尽
力
、
会
費
の
徴
収
向
上
を
図
っ
て

記
事
枠
を
新
設
、
座
談
会
の
取
り
入
れ

な
ど
斬
新
な
紙
面
に
変
え
た
。
ま
た
長

野
取
材
す
る
会
報
編
集
長
を
気
遣
っ
て

自
車
で
往
復
送
迎
し
た
。
次
期
副
会
長

に
就
き
母
校
創
立
百
周
年
行
事
を
終
え

て
東
京
上
田
会
に
拠
点
を
移
し
た
。

　

上
原
隆
雄
副
会
長
（
51
期
）
主
導
の

異
業
種
交
流
部
会
の
「
上
田
市
の
再
活

性
化
を
促
す
事
業
」
に
参
加
、
部
会
の

事
務
局
長
と
な
り
、
ま
ず
、
上
田
法
人

会
青
年
部
の
講
演
会
に
在
京
の
各
界
専

門
家
を
順
次
紹
介
す
る
。
同
窓
生
の
元

講
師
は
『
礼
を
尽
く
し
て
依
頼
さ
れ
、

お
世
話
に
な
っ
た
』
と
言
う
。

　

次
い
で
休
耕
田
活
用
に
も
な
る
「
う

え
だ
み
ど
り
大
根
」
の
開
発
に
没
頭
す

る
。
02
年
に
上
田
会
が
栽
培
を
勧
め
生

産
者
側
（
Ｊ
Ａ
系
等
）
が
応
え
た
も
の
。

　

会
議
や
農
場
に
度
々
通
い
、
堀
内
色

を
抑
え
冷
静
に
協
議
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、

品
種
改
良
し
市
の
特
産
品
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
ウ
イ
グ
ル
族

の
歌
と
踊
り
を
楽
し
む
程
の
旅
行
好
き

で
、
98
年
、
高
校
・
大
学
同
級
の
友
人

を
ド
イ
ツ
に
訪
ね
る
旅
を
主
催
し
た
。

　

後
年
、
そ
の
大
井
君
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
独
チ
ー
ム
を
引
率
し
来
日
、
堀
内

夫
妻
は
富
士
宮
市
に
Ｓ
Ｕ
Ｖ
で
駆
け
つ

け
て
旧
交
を
温
め
た
。
数
年
の
ち
、

「
大
井
か
ら
返
信
が
来
な
く
な
っ
た
」

と
寂
し
そ
う
だ
っ
た
。
時
々
、
会
合
や

旅
行
を
計
画
し
誘
っ
て
く
れ
た
人
で
、

チ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
さ
ん
と
慕
い
呼
ぶ
人
も

居
た
。

　

大
き
な
体
軀
で
大
胆
に
行
動
す
る
人

と
の
印
象
が
強
い
が
、
仕
事
仲
間
や
友

人
を
常
に
気
遣
っ
た
。『
…
…
願
わ
く

ば
卒
寿
ま
で
…
…
世
の
変
わ
り
よ
う
を

見
た
い
も
の
』
と
年
賀
状
に
残
し
、
突

然
、
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

�

須
田
武
久
（
53
期
）

　

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

っ
た
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会

は
、
今
年
は
色
々
な
制
限
は
あ

っ
た
が
何
と
か
開
催
さ
れ
た
。

地
元
か
ら
は
上
田
西
高
校
が
北

信
越
代
表
の
一
校
と
し
て
出
場
し
、
期

待
さ
れ
た
が
広
島
新
庄
高
校
に
延
長
戦

の
末
惜
敗
し
た
。
▼
今
号
の
中
で
は
、

特
別
企
画
と
し
て
、
た
ま
た
ま
松
本
県

ヶ
丘
高
校
の
東
京
同
窓
会
を
取
り
上
げ

た
が
、
偶
然
に
も
他
の
三
つ
の
記
事

（
Ｐ
2
，
9
，
12
）
で
松
本
県
ヶ
丘
高

校
が
登
場
し
た
。
昭
和
32
年
夏
の
甲
子

園
大
会
出
場
を
懸
け
て
二
度
に
渡
る

「
上
田
松
尾
VS
松
本
県
ヶ
丘
」
の
対
戦

と
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
共
同
実
施
校
と
し
て
。

▼
冒
頭
で
触
れ
た
今
年
の
選
抜
大
会
で

は
、
中
京
大
中
京
高
校
が
24
年
ぶ
り
の

四
強
入
り
を
果
た
し
た
。
こ
ち
ら
は
母

校
を
甲
子
園
初
出
場
に
導
い
た
木
村
頌

一
監
督
が
、
か
つ
て
中
京
商
業
時
代
に

監
督
と
し
て
甲
子
園
夏
春
連
覇
を
す
る

な
ど
、
実
は
母
校
と
縁
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
た
。
▼
さ
て
、
今
年
三
月
二
日

の
母
校
卒
業
式
は
昨
年
同
様
に
規
模
を

大
幅
に
縮
小
し
て
行
わ
れ
た
。
廣
田
校

長
先
生
に
と
っ
て
は
母
校
で
の
最
後
の

卒
業
式
で
も
あ
っ
た
。
三
年
間
、
母
校

が
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
の
念
に

堪
え
な
い
。
今
後
は
北
澤
新
校
長
体
制

で
の
母
校
の
更
な
る
飛
躍
を
切
に
望
む

と
こ
ろ
で
あ
る
。（
荻
原
貴
）
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同
窓
生
の
新
刊

司
法
書
士

　
飯
田

　
茂
幸
（
90
期
）

〒108-0072
東
京
都
港
区
白
金
1-

2
5-

1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ン
ス
白
金
4
0
2

T
E
L 

0
3-

6
2
7
7-

3
4
1
3

F
A
X 

0
3-

6
2
7
7-

0
6
0
8

司
法
書
士
事
務
所

　
リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
ス
白
金

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
最
近
上
梓
し
た

図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
メ
ー

ル
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。   

　
　
　
　
　
荻
原
貴
（
79
期
）

                    oosakajou@
m
sn.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
定
価
は
外
税
）

「
免
疫
力
を
強
く
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
昌
之（
64
期
）

　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
１
１
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
関

心
が
高
ま
る
免

疫
。健
康
食
品
や

ワ
ク
チ
ン
、予
防
接
種
や
「
が
ん
治
療
」

に
つ
い
て
、
免
疫
学
の
第
一
人
者
が
平

易
に
解
説
。

「
宇
宙
は
無
限
か
有
限
か
」

　
　
　
　
　
　      

松
原
隆
彦（
83
期
）

　
　
　
　
　
光
文
社
新
書
　
８
０
０
円

　
宇
宙
に
「
果

て
」
は
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
。

宇
宙
に
「
外
側
」

は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
最
新
の
宇

宙
論
の
成
果
を
交
え
て
「
根
源
的
な
問

い
」
を
考
え
る
。

「
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
『
絵
』
の
描
き
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
辰
男（
56
期
）

　
　
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ン
ド
　
１
５
０
０
円

定
年
後
に
エ

ク
セ
ル
の
図
形

描
画
機
能
や
な

ど
を
使
っ
て
習
得
し
た
オ
ー
ト
シ
ェ
イ

プ
描
画
法
を
、
写
真
を
豊
富
に
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

「
教
養
と
し
て
の
落
語
」

　
　
　
　
　
　   

　
立
川
談
慶（
82
期
）

　
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
　
１
４
０
０
円

　
吉
田
茂
ら
政

財
界
の
第
一
人

者
に「
人
の
心
を

つ
か
む
」ツ
ー
ル

と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
〝
教
養
と
し
て

の
落
語
〞
の
古
典
力
を
立
川
談
志
の
弟

子
が
教
え
る
。

「
箸
の
は
な
し
を
聞
い
て
く
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
　
栄（
56
期
）

          

コ
ミ
ー
物
語
選
書
　
８
４
０
円
　

　「
手
長
箸
」
を

使
い
脳
を
刺
激

す
る
箸
掴
み
ゲ

ー
ム
を
発
案
、普

及
に
取
り
組
む
著
者
が
、
共
に
喜
ぶ
こ

と
が
で
き
る
箸
の
シ
ン
プ
ル
で
多
様
な

力
を
紹
介
。

　
　
　

「
八
重
原

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
植
物
」

　
　
　
　
　      

　
清
水
計
枝（
64
期
）
              

ク
ラ
フ
ト
社
　
１
８
０
０
円

　
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
の
生
家
に

は
劇
に
登
場
す

る
植
物
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
東
御
市
に
自
ら

庭
園
を
開
設
。
栽
培
さ
れ
て
い
る
63
種

の
植
物
を
描
き
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
の

一
節
と
合
わ
せ
て
紹
介
。

「
幻
の
彼
女
」

酒
本
歩
（
本
名
：
和
田
剛
浩
78
期
）

　
　
　
　
　
　
光
文
社
　
１
６
５
０
円

　
交
際
し
て
い

た
三
人
の
女
性

が
相
次
い
で
亡

く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
主
人
公
が
知
り
、
真
相
を
追
う

長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。
下
町
風
情
、
最
先

端
医
療
あ
り
の
話
題
作
。

「
い
ち
ば
ん
や
さ
し
いG

oogle

ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
教
本
」

                       

山
浦
直
宏
（
82
期
）

　
　
　
　
イ
ン
プ
レ
ス
　
２
１
７
８
円

　
広
告
や
集
客

な
ど
サ
イ
ト
を

運
営
す
る
の
に

必
須
のGoogle

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
。
そ
の
デ
ー
タ
活
用

を
「
取
る
」「
見
る
」「
使
う
」
の
３
段

階
で
整
理
し
解
説
。

　
赤
松
小
三
郎
研
究
会
員
の
関
良
基
・

拓
殖
大
学
教
授が
、
６
月
の
第
59
回
総

会
で
、
徳
川
幕
府
の
中
枢
で
日
本
の
近

代
化
を
進
め
た
上
田
藩
主
松
平
忠
固
の

功
績
と
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
の
講
演

を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
。

　
忠
固
は
老
中
と
し
て
日
米
和
親
条
約

の
締
結
と
開
国
・
近
代
化
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
権
力
を

握
っ
た
長
州
・
薩
摩
藩
の
影
響
下
で
、

赤
松
同
様
に
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
関
氏
は
同
研
究

会
の
報
告
や
講
演
、
著
作
で
指
摘
し
て

き
た
。

　
今
回
、
講
演
は
取
り
や
め
と
な
っ
た

が
、
関
氏
は
並
行
し
て
、
同
講
演
の
テ

ー
マ
で
も
あ
る
、
赤
松
と
松
平
忠
固
の

正
当
な
評
価
を
求
め
る
新
著
を
執
筆
し

て
い
る
。
ブ
ロ
グ
な
ど
で
「
ほ
と
ん
ど

誰
も
知
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
江
戸
末

期
の
政
治
家
・
松
平
忠
固
」
の
功
績
を
、

赤
松
研
究
会
で
発
表
や
講
演
し
て
き
た

蓄
積
を
も
と
に
、「
日
本
を
開
国
し
た

人
物
」
と
し
て
広
く
認
め
さ
せ
た
い
と

執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
６
月
以
降

に
作
品
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
と
い

う
。 松

平
忠
固
の
功
績
出
版
へ

関
良
基
・
拓
大
教
授
（
86
期
）

訃報 心よりお悔やみ申し上げます
期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日 期 氏名 死亡年月日
26 工藤　一三 46 久保　宗一 2019 年 6月 53 柳澤　浩二 2020 年 65 山浦　陽士 2020 年 12 月 14日
31 宮坂　三吉 2017 年 2月 11日 47 村瀬　潤一 2015 年 2月 15日 53 小山　哲雄 2020 年 10 月 31日 65 土屋　実 2021 年 2月 27日
38 森　秀一郎 2002 年 10 月 11日 49 田中　達夫 2020 年 6月 53 堀内　忠久 2021 年 2月 10日 68 茂原　一洋 2020 年 7月 24日
41 生島　信夫 2020 年 2月 27日 50 袖山　睦啓 2020 年 6月 1日 54 小堺　一雄 2021 年 1月 2日 72 関　武志 2009 年 12 月 24日
41 寺田　孝 2020 年 11 月 13日 52 北澤　功 2020 年 10 月 1日 57 西尾紀一郎 2021 年 2月 26日 74 小山　隆弘 2018 年
43 傳田　信夫 2016 年 11 月 26日 53 山田　武彦 2020 年 8月 58 寺島知惠子 2021 年 3月 22日 80 高森　康利 2020 年 1月 2日
43 保刈　大治 2020 年 6月 21日 53 岩田　久 2016 年 64 河上　公洋 2020 年 7月
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　おかざきさんは小さい頃から絵を描く

のが好きで、上田高校に入学するときは

迷わず美術班に入ったという。「顧問の

石坂先生には美術大学へ入るためのアド

バイスをたくさんいただき、美術班卒業

生の現役美大生が美術班の指導に来てく

れるなど、大変充実した 3年間だった」

と、高校時代を振り返り語ってくれた。

　高校卒業後は多摩美術大学で手に職を

付けるためにグラフィックデザインを学

んだ。1990年、博報堂にデザイナーの専

門職として入社したが、飛び抜けた発想

力を認められて CMプランナーに抜擢

される。激務の中で漫画家になる道を諦

めないで済んだのは直属の上司の「漫画

を描くことは CMプランナーとしての

発想力を養うことにもなるので続けなさ

い」という言葉があったからとのこと。

実は高校時代から漫画を描いてはたびた

び出版社に持ち込んで小遣い稼ぎをして

いたが、博報堂時代の 1994 年に『バス

ルーム寓話』で集英社の新人長編部門第

1席を受賞した。「これが実質漫画家と

してのデビューと言えるのかな」と語る。

　その後も仕事の合間で漫画を描き続け

ていたが、結婚を機に 2000 年に博報堂

を退社してからは漫画を描くことに集中

した。2002 年から雑誌連載が始まった

『サプリ』は 2006 年になんとフジテレ

ビの「月 9」でドラマ化された。（主役

は伊東美咲と亀梨和也）内容は正におか

ざきさんご自身の経験を基にした、大手

広告代理店で働く CMプランナーの女

性が主役のお話。ご自分の漫画が原作の

「月 9」ドラマをご覧になった時の感想

を尋ねると、意外にも「特別な感激など

はなかった。ただ、これでもう少し漫画

を描き続けられるなという感じだった」

とのこと。

　実は『サプリ』の雑誌連載が始まった

頃から連載が終わるまで約 6年間、3人

のお子さんを産み育てる期間と重なっ

た。その間、どのようにして漫画を描い

ていたのか尋ねると「家事と子育ての合

間合間で描いた。朝 3時に起きて自宅

の一室（仕事場）で漫画を描き始めて、

そのうち朝食とついでに夕食も作る。昼

間は子育てをしながらまた合間合間に描

いて、夜 9時には子どもたちと一緒に

寝る。子どもたちが大きくなった今でも

私の生活リズムはほとんど変わらない」

と笑顔で答えてくれた。

　そして今の話題は何といっても 2014

年から雑誌『月刊スピリッツ』（小学館）

で長期連載中の『阿・吽』だ。（小学館

コミックスでは既刊 13巻）� 連載期間も

さることながら、内容がなんと最澄と空

海が主人公のお話。さぞかし硬い仏教の

お話かと読んでみると、これが実におも

しろい。「コンセプトは仏教や最澄や空

海をほとんど知らない人が読んでも楽し

い漫画」とのこと。この漫画を描くきっ

かけは、漫画家デビュー当時の集英社の

担当編集者（現在はフリーの編集者）か

ら声をかけられたこと。「空海の漫画を

描いてみませんか。一番知らなそうなお

かざきさんが適任だと思うんです」と。

「実際その通りだった。ほとんど知らな

い私が描いたから多くの人に支持された

のかも」と明るい口調で語るおかざきさ

んだったが、その裏では膨大な資料との

格闘があった。

　最後にこの会報を読む皆さんに一言メ

ッセージをお願いすると、「母校の現役

高校生で美術大学進学希望の方にはアド

バイスをいたします。Twitter でお待ち

しています。」

　おかざきさんが今後どんなジャンルの

漫画に挑戦するのかを注目していきたい。

（インタビュー取材：2021. 3. 7　新橋

駅前の貸会議室にて、聞き手は荻原貴編

集長 79期と石坂敦子会報委員 73期）

漫画家・イラストレーター　おかざき真理さん（84期）

住所変更があったらご連絡ください
①同期の代表幹事へ　または　②関雄二会計長（72期）へ
メール：yujiseki@hotmail.co.jp
携　帯：080-5035-5204（個人情報は厳重に管理しております。）

ホームページをご活用下さい
関東同窓会のホームページ（http://uedakant.sakura.ne.
jp/）には毎日たくさんのアクセスがあります。IT 推進委
員会経由で関東同窓会の活動や会員の動向などの頻度の高
い情報発信を心掛けています。ぜひご活用ください。

長期連載中の漫画「阿・吽」（小学館）を抱えて

別所線上田駅の待合室前に飾られている暖簾のイラ
スト「アマビエ・上田城・鶴・亀」　描かれている
山は太郎山


